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ABSTRACT 

For turning up together of time el記ments and predicate verb， it is 

connected witb the characteristic of the meaning of tbe predicate verb. 

“一時間かかってあの人を殺した(I took one hour and killed tbat person)" is 

formed， but“?--時間かかってあの人を待った(?I took one hour and waited for 

that person) " is not formed. In other words. it is connected with turning 

up toge出巴rwi白血巴 elementsfor an operation period by having [十durability]

and[+de誼nitiveness]or not位lattbe predicate v'芭rb，such as “kill"出 ld“wait"， 

has. 

In the cas芭 of Chine自e，the addition of the result complement is 

necessary for a predicate verb for tmτling up toge仕lerwith tbe elements 
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for an operation period. Consequently， between Chinese and Japanese， 

the di宜erenceof the m殴 ningran富eof出epredicate verb was observ阜d.

F副 hermore，出sdi島 renceis rel晶tedto a負mctionof “了 I"畠ndrたJ • 

In this article， 1 examine the meaning characteristic of出everb mainly 

on comparison between Japanese and Chinese from出eside of the turning 

up together with the elements for an operation period， the elements of a 

simple period and a postpositional word. 

Key word: Time Elements， meaning of吐leverb， elements for an operation period， 

elements of a simple period 
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はじめに

時間成分との共起には述語動認の意味特徴が関係している。次の例を見てみよう。

(1) -A時間かかってあの人を殺した。

(2)チ .1待問かかって人を殴った。

例(I)は動詞「殺す」が結果の意味を表すため、成立するとされ、例 (2)は動

詞「殴る』が結果の意味を表さないため、成立しないとされている(郵美華1993参

照}。しかし、次の例のように結果の意味を表さない動詞も「一時聞かかって』とい

う時間成分と共起する場合がある。

(3)一時聞かかって Sキロを走った。

このことから、時間成分との共起には述語動討の結果の意味だけが関係しているわ

けではないことが分かる。本稿は[十持続性][+限界性]という意味特徴から述語

動詞と時間成分との共起を榔Jする。
また、中国語は「一時間かかって」という時間成分と共起する場合、述語動詞に結

果補語の付加が必要とされるところから、中国語と日本語の述語動詞の意味範図の遠

いが観察される。 iさ雪らにこの遼いは

は稼働期間成分、単純期間成分及ぴ“了"との共起の側面から、日中対照の立場で

動詞の意味特徴を考察していく。

1 .時間成分の二類型

時間成分は「稼働期間成分」と「単純期間成分」の二つのタイプに分けることがで

きる。この雨タイプについて森山(1986: 85)は「動きの展開期間〔過程〕という

点では同じでも，特に何かの時点が特定される場合はその時点までの期間が稼働期間

成分で表わされるし，特に一定の時点が特定されない，均質的な動ぎなら単純期間成

分で表わされる』と指摘している。稼働期間成分は「一時間かけて窓を押し開けた」

のように、 i_間かけて」で表わされ、単純期間成分は「一時間窓を開けた」のよう

に、 i_閥Jで表わされる{郵美華1993)1)。中国語では次の日本語の訳文のように、

稼働期間成分は“花-(附河)"で表わし、単純期間成分は“-(対向)"で表わす。

(4) a一時間かけて窓を押し開けた。(稼働期間成分〉

b花一小小附推汗了簡戸。

(5) a一時間窓を開けていた。(単純期間成分〉

b笥戸汗Fー↑小封。

2.稼働期間成分

郡美華(1993: 66)は日本語では結巣の意味を表わす動詞は次の例 (6)(7)のよ

うに稼働期間成分と共起できるが、結果の意味を表わさず、動作のみを表わす動詞は
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次の例 (8)(9)のように稼働期間成分と共起しにくいとしている。

(6) 1時聞かかってあの人を殺した。

(7) 1時聞かかって机を壊した。

(8) ? 1時間かかって本を読んだ。

(9) '!? 1時間かかって人を殴った。(用例は{郵美華1993: 66}による}

望事美撃の指摘には問題が残される。それは動作のみを表わす動詞であっても条件が

満たされれば、稼働期間成分と共起する場合が多く存在するからである。例えば、例

(8)の i1時間かけて本を読んだj を i1時間かけてー慌の本を読んだj とすれば、

問題なく成立するし、次の例のように、動作動詞が稼働期間成分と共起する表嵐例は

枚挙にいとまがない。

(10)彼は10分かけて駅まで歩いた。

(ll)彼は I時間かけて10キロを走った。

(1 2) 私は 3 時間かけて r~~の国から』というテレビドラ?を見た。

上の例では動詞「歩く J i走るJ i見る」はいずれも動作動詞であり、これらの表現

で表わされる意味は基本的に動作の完了である。これら稼働期間成分と共起する動詞

匂の意味特徴は[+持続性][+完結性]であると思われる。

しかし、稼働期間成分は動認の結果の意味と無関係でもない。というのは「殺す」

「壊すJ r演すJ i開けるJ i倒す」などのような主体動作・客体変化の結果性他動詞

は動作の持続過程があ号、そして動作完了後、対象の状態変化が生じる。変化の時点

があるので限界的・完結的な事象を表わすのである。このような結果性他動詞は[+

持続性][+完結性]という意味特徴を備えているロそのため、このような動詞は稼

働期間成分と共起しやすい。この類の動認のアスペクト的特徴は「殺す」を例にする

と、次の図のように示すことができる。

殺している 殺した 死んだ• 過程 完結 対象の状態変化

{図I]r殺す」のアスペクト的特徴

「殺す」という動作は動作過程を経て完結に至ると同時に対象の「死ぬ」という状

態変化が生じてくる。そして、この「死ぬ」という状態は終結点のないく開いた線)2) 

としての形を持つ非限界的な事象である。

これに対して、結果の意味を表わさない動作動詞は例えば「待つ」を例にすると、

過穫はあるものの、完結の時点がないので、稼働期間成分と共起しない。このような

動詞のアスペクト特徴を図で示すと次のようになる。
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待つ

イ過程

{図2]i待つ」のアスペクト的特徴

このように、稼働期間成分との共起は動認の意味を判断する一つの目安と見なすこ

と古宝できる。

次に、稼働期間成分との共起において日本語と中国語の動詞にはいかなる様相が見

られるかを見てみよう。次の例のように、多くの日本語の動詞は稼働期間成分と共起

できるが、中国語の動詞はそれとは共起できない。

(13) a私は 5分かけてポスターを貼った。

b*我花5分紳就貼了f告画。

(14) a田中さんは10分かけてその絵を掛けた。

b*田中花10分紳就捺了那幅函JL。
(15) a私は10分かけてその窓を開けた。

b*我花10分紳就汗了那十衝戸。

(16) a私は半年かけて家を建てた。

b*我花半年就蓋了房子。

中国語では稼働期間成分と共起するには次の例のように、動詞に結果補語の付加が

必要とされる。

(13) c我花5分紳就貼上了f告画。

(14) c回中花10分紳就援上了那幅画JL。
(15) c我花10分紳就汗汗了那ノト歯戸。

(16) c我花半年就叢上了房子。

このことから、日本語と中国語の動認の意味範囲の遠いを観察することができる。

一般に日本語の動認は中国語の動詞と比べて、結果寄りと言われている{池上1981、
荒川1981、宮島1994)。つまり、日本語の動詞は結果の達成を合意するため、稼働

期間成分と共起できる。.方、中国語の動認は結果の達成を合意しないため、稼働期

間成分と共起しない。動認は結果補語が付加されると、結果の達成を表わすので、稼

働期間成分と共起できる。

しかし、これは単なる動詞の語象的意味の問題だけではない。アスペクト形式とい

う文法的な要闘も関与していると考えられる。次の例を見てみよう o

(17) a*我吃了t長。
b私はご飯を食べた。

(18) a我吃了三腕彼。

b私はご飯を三杯食べた。(l7a、18aは{史有先2002:147)) 
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中国語の“了が例(17a)において成立せず、例(18昌)において成立する理

由は4.でも後述する古が宝人、

す。一方、日本語の「た」はそのような制限がなく、完了を表わす。いま少し例を見

てみよう。

(19) a*我等了他。

b私は彼を待った。

(20) a*我愛了地。

b私は彼女を愛した。

“了"と「た」の共起する述語の限界性における遣いは次の表のように示すこと

治宝できる。

つまり、例(13)- (16)では「稼働期間成分+述語j は限界的、完結的な動詞

匂ではないので、“了 l"と共起しない。 ‘方、日本語の「た」は[ 限界性]の動詞

句の場合であっても、限界性を付与する機能を持っているということである。

以上、文法形式“了 l"と「た」について触れたが、ここで、再度動詞の意味の議論

に戻る。上述したように中関語の動認の意味には結果が合意されない傾向が見られる

とされているが、実際には、多くの場合、中国語の動詞は結果の意味を表わすことが

できる。例えば、動詞“貼"“接"“71'"“輩"には次の例においていずれも結果の意味

が表わされている。

(21) r告画在橋上貼着。

[ポスターが壌に貼つである]

(22)画在培上控着。

[闘は墜に掛けてある]

(23)歯戸汗着。

[窓は開いている]

(24)山下益了間房子。

i山の麓に家が建ててある]

例 (21)(22) (23)の“貼"“主主"“子|ニ"は、アスペクト助詞“着"が付加されて、結

果状態を表わす。例 (24)は結果右:在を表わす。このように、動詞の結果の意味は

文のタイプやアスペクト助詞などの文法形式に強く影響されることが分かる。従って、

動詞の結果の意味は謡重量レベルの問題だけではなく、文法的なレベルの問題でもある

と言うことができる。いま少し例を見てみる。
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(25) キ aiさ本者我到赴托人~，今天可菜了一本。

b返本有我到主上托人菜，今天可菜到了一本。

[この本は私があちこちで人に買ってきてくれるように頼んであったも

のであるが、今日ょうやく A冊手に入れた1<刻月隼他2001: 535) 

前述のように、対月隼他 (2001)によれば、例 (25a)は“突"が結果の意味を表

わさないため成立せず、それを成立させるには例 (25b)のように述語動詞“突"に

結果補語“重U"を付加しなければならないことになる。確かに例 (25a)では“菜"

は動作のみを表わし、結果補語の付加が必要とされる。しかし、これも前述したよう

に、次の例において“系"は結果の意味を表わすので、結果補語の付加は必ずしも必

要としない。

(26) a帯巳経菜了，不用再契了。

[本はもう貰っている。もう買わなくていいl
b布日経菜到了，不用再契了。

[本はもう買っている。もう買わなくていい]

然らば、何故に動詞“笑"は例 (25)において結果を表わさず、例 (26)において

結果を表わすのであろうか。これはやはり文脈に起因すると思われる。例 (25)の

“到赴托人突"は“菜"という動作が始まって持続していることを意味する。このよう

な動作の持続過程が強調される文脈では“突"は動作性を表わすと考えられる。稼働

期間成分も動作の過程を強調する成分である o 例(l3b)- (I6b)の動詞“敗"

“接"“7子"“益"は稼働期間成分と共起する場合、動作のみを表わすので、結果論語の

付加が必要とされることも既に指摘した。しかし、例 (26)では“突"という動作が

先行事象として起こ号、参照時においてその結果状態を保持していることを表わす。

そのため、結果補諮を付加しなくてもよいのである。

3 単純期間成分

単純期間成分は動作の持続と結果状態の持続を表わすことができる。

(27) a衣服洗南小小時了。

日時間服を洗ったl
b牛死雨天了。

[牛が死んで二日経った]

単純期間成分が動作の持続と結果状態の持続のいずれを表わすかは述語動詞の動作

性と状態変化性によって決まる。単純期間成分は伊I(27a)のように、動作動詞と共

起する場合は動作の持続を表わすが、例 (27b)のように、状態変化動詞と共起する

場合は結果状態の持続を表わす。そして、このことは次の例からも分かるように一般

化することができる。
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(28) a飯吃一小小貯了。

[ご飯を一時間食べつづけたl
b俵熟一小小肘了。

[ご飯が炊き上がって A 時間経った]

(29) a他推了半小対円。

[彼は30分ドアを押しつづけたl

b内側半小附了。

[ドアが倒れて30分経った]

(30) a勉縫了一天衣服。

[彼女は一日中B置を縫ったl
b衣服破一天了。

問医が破れて一日経った]

然らば、単純期間成分が結巣補語表現と共起する場合はどうであろうか。次の例を

見てみよう。

(31)衣服洗千浄南小小尉了。

[O監はきれいに洗ってから二時間経った1
(32)牛系死丙天了。

[牛は殺されて二日経った1
(33)飯倣熟ーノト小吋了。

[ご飯は炊き上がって一時間経ったj

(34)塘推倒半小吋了。

[壁まは押し倒されて30分経ったl
上の例から、単純期間成分は結果補語表現と共起すると、結果状態の持続を表わす

ことが分かる。また、例 (27b)- (30b)から、単純期間成分は状態変化性述語と

共起して結果状態の持続を表わすということが明らかであるが、このことは結巣補言語

表現が状態変化性事態であることを裏付けている。

隊平(1988:413)は動補構造を「単純変化類Jの事態としたうえで、 'V+(了

le) 3)十時霊フレーズ十了 leJという形式について「単純変化類の事態文の中に現わ

れるときは、時量フレーズが計測するのは、変化の結果として現われた状態の持続時

間である』と指摘している。つまり、動補表現に後宣される単純期間成分は変化発生

後の結果状態の持続時間の計量であるということである。

以上のように、時間成分との共起という観点から見て、結果補語表現が稼働期間成

分と共起する場合は、動態的事象を構成し、結果達成を表わすが、単純期間成分と共

起する場合は、静態的事象を構成し、結果状態を表わすと言うことができょう。
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4. 品了 γと時間成分

“了1" は動作の持続を表わす表現に用いられるが、結巣状態の持続を表わす表現に

用いられると、成立しにくくなる場合がある。

(35) (途本帯)肴了三天。

{この本は)[三日間読んだ]

(36) (迭口井}抱了三天。

{この井戸は)[三日間掘った]

(37) .他死了三天。 r彼は三日間死んだ]

(38)事鋼宅芸了三天。 r万年筆は三日間なくなった](弓皮株1992: 3) 

この差異が生じる理由は動認の事態タイプと“了 l"の機能にあると思われる。“f1" 

は限界性もしくは変化性を備えた動作・作用を表わす述語形式に後置して完了を表わ

す{木村1997)。例 (35)(36)の“看"“抱"は動作過程を有する動的事態タイプで

あり、その動作は三日間持続したあと、限界に至り、完結する。そのため、“了 l"は

この表現において完了を表わす。一方、例 (37)(38)の“死"“芸"は変化性の事態

タイプであり、持続性事態ではない。そのため、“了 1"の後に“三天"を付加すると

成立しない。しかし、次の文脈では変他性の事態タイプの表現が成立するのは何故で

あろうか。

(39)剛死了一夫就火化了。

[死んで一日経っただけで火葬した]

(40)手表芸了雨天又技着了。(弓炭株1992:3) 

[腕時計を無くしてから二日経ってまた見つけた]

例 (39)では“死了一天"と“火化了"という三つの事象が継起的に捉えられるこ

とによって、先行事象の“死了一天狗 は一つの区切りを与えられ、完結的な事象と捉

えられる。従って、“了 l"はこの表現に用いることが可能となる。例 (40)も同様で

ある。これは“11小玉吃了復"が成立しにくいのに、“小玉吃了飯就出去了"が成立

するのと同じように説明できる。つまり、川?小王吃了様"は完結牲を備えていない

ので、成立しにくいが、“小王吃了飯就出去了"は後継事象“出去了"があるため、先行

事象に完結性を付与し、自然な完了表現になるからである{木村1997:167)。

“死"“芸"と同様に、“杯"“磁"“場"などのような状態変化動詞についても同じこと

が言える。

(41) a?表杯了商天。

b表郎了商天x修好了。

[時計は壊れてから二日経ってまた直った}

(42)ぜ衣服破了一展期。

b衣服破了一援期才縫上。

間置は破れてから一週間経ってやっと直った]
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(43) a?房子場了J弐。

b!香子場了三天又差上了。

[家は倒れてから三日経ってまた建てられた]

(43aは{弓氏株1992: 3) ) 

ここで、付記しておかなければならないのは状態変化動認が結果状態の持続を表わ

す場合には常に“了1"が用いられないわけではないということである。

(44)勉的手肺了ーノト月。

i彼女の子は一ヶ月腫れていた]

(45)我的腿麻了一降子。

[私の足はしばらくしびれていた]

(46)掲揚迷糊了後長対向。

[母さんは長時間ぼんやりしていた]

“自中"“麻"“迷糊"という状態変化動認の表わす状態はある期間を経て元の状態に戻

ることが考えられる。つまり、“nljl"“麻"“迷糊"という状態には一定の持続期間が存

在する。この意味特徴は“死"“芸"“杯"“磁"“場"などの動詞とは異なる。例

(44) ~ (46)が成立するのに対し、例 (37)(38) (41a) ~ (43a)が成立しない

のはそのためである。

日本語では、“死"“芸"“jf"“磁"“場"に対応する状態変化動詞「死ぬJ r無くな

るJ r壊れるJ r破れるJ r崩れる」は、次の例 (47)のように結果状態の持続を表わ

す時間成分の限定を受けることはできないが、“自中"“麻"“迷糊"に対応hずる状態変化

動詞「腫れるJ rしびれるJ rぼんやりする」は、次の例 (48)のように、その限定

を受けることができる。

(47) 3時間 1*死んだ/移無くなった/*壊れた/*被れた/*崩れた}

(48) 3時間{腫れた/しびれた/ぼんやりした}

その理由は中国語と同様、「死ぬJ r無くなるJ r壊れるJ r破れるJ r崩れる』の表

わす状態は非持続的であるので、例 (47)は成立しないが、「腫れるJ rしびれる」

「ぼんやりする」の表わす状態は持続性があるので、例 (48)は成立するというこ

とである。このことから日本語と中国語の平行牲を窺い知ることができる。ただし、

「ご飯を食べた」が成立するのに、白?吃了飯"は成立しにくいということからも分か

るように、日本語の「た」は中国語のように、[+限界性][+完結性]の動詞句のみと

共起するという制限はないことにより、中国語の“了 1"とは異なるものである。

以上の“死"[死ぬ]類、“酔"[腫れる]類及びそれに対応する日本語の動認の意味

特徴は次のように示すことができる。

変化性 持続性

“死"< 死 ぬ 〉 類 +

“自中"(腫れる〉類 + + 
{表2]“死"類と“併"類の意味特徴
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“死"類は持続性の有無で“目中"類と異なっている。この二類の意味特徴をアスペク

ト的特徴として示すと、次のように図示することができる。

[+生] C一生]

死
{図3]“死?のアスペクト的特徴

司川
[-fl中] [+併] [+併]

併

{図4]“紳"のアスペクト的特徴

“死"類と“目中"類の相違はアスペクト助認との共起からも見てとることができる。

“死"類は[ー持続性〕という意味特徴を有していることにより、“命死差"のように

“着"と共起できないが、“自中"類は[+持続性]という意味特徴を有していることに

より、“帥着"のように“着"と共起できる。そして、“着"は参照時における状態持

続を表わすので、“自中"類は“着"と共起する場合、例えば“手現在逐肺着..[手は今

も腫れている]のように、「状態パーフェタト」を表わす。

次に結果補語表現を見てみよう。結果補語表現は変化性事態を表わすものである。

上述したように、変化性動詞は「“r，" +時間詞」との共起において“死"のような

タイプと“紳"のようなタイプの二つに分かれる。前者は「“了"+時間詞」と共起

して文を完結させることはできないが、後者は完結させることができる。然らぱ、変

化粧事態である結果補語表現は「“了 l"十時間調」との共起においてどのような様相

が見られるのであろうか。

(49) .弛焼死了商ノト小吋。ド彼女は二時間餓死した]

(50) *表搾杯了雨天。ド腕時計は落ちて二日間壊れた]

(51)ホ衣服身者破了一‘ノト星期。 [*sIlは‘週間破れた]

(52) *該子的手涼帥了 Aノト昼期。[子供の手は凍えて A週間腫れた]

(53)事他的脚走終了一天。ド彼は歩いて足が一日痛くなった]

上の例(49)~(53)から、“死"と“跡"のいずれのタイプも、結果補語表現において

は「“了"+時間調」と共起した完結文は成立しないことが分かる。そこで“跡"の

タイプの動詞を結果補語表現にすると、「“r，" +時間詞」と共起しなくなることに

ついて考察していく。この共起しなくなる要因は結果補語表現の意味特徴にある。結

果補語表現の場合、例 (52)(53)の“涼nlt"“走害事"のように、“nlt"“痔"という結果

状態は“涼"“走"によってもたらされたものである。つまり、結巣補語表現はある原

因で結巣事態が発生したという[+変化住]を表現の基本的意味特徴とするものであ
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る。従って、「“了 i" 十時間詞」が結巣事態の発生ではなく、結巣状態の持続を表わ

すものであるために、結巣補語表現とは共起しないのである。

しかし、動補表現は常に「“了..+時間詞」と共起しないわけではない。次の例

(54) ~ (56)を見てみよう G

(54) a 円打汗了‘会JL。
[ドアはしばらく関げられていた]

(55) a娼招畢倒了一陣JL。
[母さんは隊最がしてしばらく倒れていた]

(56) a紋子黒迷糊了一降JL。
[蚊は爆されてしばらくふらふらしていた}

このように、「“了..+時間詞」との共起が可能であることから、動補表現は変化

性を表現の基本的意味特徴とするものではあるものの、ある程度の持続性の存在する

ことも認めなければならない。

いま一つ注目しなければならないのは動補構造の動態性である。例 (54a)~ 

(56a)は次のように変換すると、また成立しにくくなる。

(54) b?円賜汗了・会JL。
(55) bワ掲揚鉾倒了・降JL。
(56)ザ蚊子打迷糊了一陣JL。

例 (54b)の“揚"[蹴る]は動作性が強い動詞である。動作性が強調される場合

は動補表現は変化性事態を表わすことによ号、結果状態の持続を表わす“一会JL"
[しばらく]とは共起しない。例 (55b) (56b)についても同様である。

終わりに

稼動期間成分と共起する場合日本語では述語動詞に[+持続性][+限界性]とい

う意味特徴が必要とされ、中国語では述語動認に結果補語の付加が必要とされる。こ

の違いは日中岡言語の動詞の意味範闘の問題だけではなく、“了 1"や「た」にも原因

がある。“了 1" は限界的、完結的な動詞匂と共起する。「稼働期間成分+述語」は限

界的、完結的な動詞句ではないので、“了 l"と共起しないが、それに結果補語を付加

すれば、限界性が付与されるので“了，と共起するようになる。一方、日本語の

「た』はi限界性iの動詞匂の場合であっても、限界性を付与する機能を持っている。

また、結果補語表現は静態性が強調されれば、持続性の時間成分と共起するが、動

態性が強調されればそれと共起しない。
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く注〉

1)郵美華(1993) は í~聞かかって」としているが、本研究ではネ}ティヴの判

断に基づき、 í~聞かけて」とする。ただし、原文を引用する場合はそのまま í~

間かかって」とする。

2)聞いた線の表記は井1::(2001)に基づいて、 i --------Jのように、

「実線十点線」で表わす。

3)隊平(1988)は“了 le"に括弧をつけ、“了 l芭"が省略可能としている。ここで、

iV+時量フレーズ+了 leJは本研究のいう「動補構造+単純期間成分+了」と同

じパタンであるということが分かる。この“ J"は“了2"である。
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身のまわりのことをチョッと工学的に考えてみよう

宮 入嘉夫

九州共立大学工学部メカエレクトロニクス学科教授

キ}ワード:エアコン、自動車、熱と仕事、浮力

Let us think of daily engineering臨副総四

Yoshio M百五IRI

Professor， D自:partmentof Mechanical and E1ectronic Systems Engineering， 

Faculty of Engineering， Kyushu Kyoritsu University 

日本語要約

本稿は日常生活でよく使われているものや経験する現象を工学的にとらえ、エネル

ギ}の切。口から平易に解説を試みた。身近な存在である自動車やエアコンであって

も、パネルやボンネットを開けて中にある機械や装置を見る人は少ないと思う。そう

いう方にも興味を持って読むことができるように配慮した。み;稿を読んで、毎日使用

している自動車やエアコンが動く時のエネルギーの流れ、それから風呂の中で体が軽

く感じる浮力の謎解きなどに興味を持って頂ければ幸いである。

ABSTRACT 

官邸制icletechnologicalIy caught a daily goods and events，畠nd位ieda 

comprehensible explanation from由eviewpoint of energy. 

Although a car and an air-conditioner af<記 very白miliarexistence， I think 

that there are few people who open性lebonnet of car or the front panel 

of air-conditioner and see the inside machines or devices. For a 101 of 

peopl官 tobe inter日sted，I wrote this paper. 

lt would make me very happy if you come to b巴 interestedabout the 

畳owof energy when the car and the air condi世onerwork in daily Iife or 

the mystery of buoyancy when your body is Iight in ba也

Key words: air-conditioner， automobile， heat and work， buoyancy 
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以前、当生涯学習研究センター関催のシニアサマ』カレγジで講演の機会を頂き、

r21世紀のエネルギー問題と解決策j なるテ-"'?のお話をしました。途中に休憩を

入れて 2時間のお話で、燃料電池模型の実演などを加えゆっくりとしたペースで我な

がら納得のいくものでしたが、頂戴した質疑やご意見の中には「こんな難しい話に学

生はついて行げますか?Jがあり、しばらくは身にこたえました。

次の講演では、親しみを持てるようにと考え、 「快適な生活と技術の関わり 冷蔵

庫はなぜ冷える、自動車はなぜ動し機械オンチでも大丈夫 」という題名も内容も

一新させたもので、平易な説明に心がけました。多くの質問もあり、満足の行く講演

になったようでした。向学心に燃えたシニアの方々ばかりなので、講演の良否は講演

者の出来如何にかかっているわけで、大学の講義とは違って会場の空気を読みながら

進めていかなければならないことも勉強になりました。

ここでは、その成巣を関われることになるかもしれませんが、その時のお話も含め、

身のまわりのことを、なるほどそうだったのか!おもしろいねー!と思って頂けるよ

うな内容にできたらと考えながら書きました。しばらくのお付き合いをお願いします。

項目ごとに内容が変わるので、続きはまた後で、の感覚でお読みください。

ト熱と仕事のお話

文化的な生活、すなわちエアコンの効いた家で快適な生活、マイカ}で買物やドラ

イプといった日を送っている私たちが、エアコンやマイカーの基本原理をなんとなく

知りたいと思うならば、どうしてもご理解頂かなければならない理屈がありますロ

1. 1 現代社会を動かすメインエネルギーは熱!

現代社会を便利にしている多〈の仕事は、ほとんどが熱によって造られています。

仕事とは機械や装置を動かすための原動力のことで、普は、うちわであおぐ入、鐙を

担ぐ箆かきがいて、人闘が労力となり仕事をしていたわけです。今は、エアコンでは

圧縮機(コンプレッサー)、マイカーではエンジンといった機械に、電気や燃料とい

うエネルギーを与えて仕事をさせています。

このような文化的生活はエネルギーを消費することで成り立っています。私たちの

生活の中でエネルギーと言えば熱と仕事の二つを考えればよいと言えるでしょう。

水力発電や風力発電を除くと多くは熱を仕事に変え、機械や装置を動かして文化的

生活をしているわけです。

仕事はすべて熱になってしまいます。しかし、熱のすべてが仕事になるのではあち

ません。これは神様がお決めになった自然の法則です。これについて説明したいと思

います。
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1. 2 頼れるエネルギー、熱 でも、仕事は常に手抜き!?

頼れる仕事人(エネルギー)の熱ですが、人聞が扱う上で困った点があります。熱

の持つエネルギーは100%仕事にならないということです。

熱力学の第2法則という経験則により熱はすべて仕事にすることはできません。技

術者の腕でよい機械を造って熱に少しでも多くの仕事をさせようと努力しているので

すが、熱の温度にもよりますが70%位が限界と言われています。なお、経験則とは論

理的な説明はできないが否定もできない法則のことです。

現在の自動車はガソリンや軽油を燃やして熱を造り、その熱の15'"'-'20%程度が仕

事になり、残りは熱のまま捨てられています。ハイブリット車は、 40-50%を仕事に

しようと技術者が必死に努力した成果と言えます。

このほかにエネルギーと言えば電気エネルギー(電力)があるではないか!その通

りです。しかし、電力会社のほとんどが火力発電で熱を仕事に変えタービンを回し、

それに直結した発電機を回すことで電力に変え送電線を通って工場や家庭に届けてい

るわけで、電力は熱で造り出した仕事から派生されたものとみなすことができます。

1. 3 仕事に使われなかった熱の行き場とは?!

仕事で使われなかった熱は、どこへ行

ってしまったのでしょうか?

大事なので何度も言いますが、熱を使

って仕事をさせようとすると、熱の一部

しか仕事にならない、ということです。

言い換えると、熱はその一部(と言って

も半分以上)を捨てることにより仕事を

造り出しているということです。

一方、前にもちょっと触れましたが、

仕事は否応なくすべて熱になってしまい

ます。

自動車の場合、燃料の燃焼により発生

した熱の 15'"'-'20%が仕事となり、その

大部分は車輪を回すために有効に使われ、

残りの85'"'-'80%の熱はそのまま熱とし

て放出されます。

仕事として有効に使われたものも、

次々と車輪の回転やクルマの前進により

外部(空気や地面)に放出され、大げさ

に言うと、熱となって地球(地面と空気)
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暖めていることになります。これが現実です。

これまでお話ししたポイントを図 Iおよび図2に示しますので図をご覧になってお

さらいをしてください。

いろんなことをもっとお話したいのですがこの辺で次の話題に移ります。

女こぼれ話…エネルギー界に、ニューヒーロー現る!?女

ついでながら、このところ注目され、市販されたり試乗・レンタルされている、家

庭用燃料電池や燃料電池車なるものがあります。

燃料電池は燃料(水素)から熱を経ないで直接、電気を造る装置で、熱から仕事を

造り出す効率の悪さがないため、 50-60%の電力が造り出せます。

電力はほとんどが仕事に変えることができますので、燃料電池なるものは燃料の活

用原理が従来の燃焼とは全く異なるもので世の常識をひっくり返す大革新とも言うべ

き技術であることを認識して欲しいと思います。

さらに付け加えますと 水素は自然界にはなく現在は天然ガスなどの化石燃料の水

蒸気改質や水の電気分解で造られており、製造効率(製造に多くのエネルギーが必

要)も輸送効率(かさばり危険で運びにくい)も悪く、市販を始めた家庭設置用の燃

料電池を除くと実用化にはコスト改善や安全性確保で苦難な道が続くと思われます。

無尽蔵な太陽光で造った電気(太陽光発電)による水の電気分解も発電効率が低く、

装置が大きくなりコストを下げることが難しく、進展には相当の努力が必要でしょう。

2.熱と仕事に関連したエネルギーは?

私たちが日常使用するエネルギーについておさらいしたいと思います。

前節で述べたように熱を使って仕事を造り出し、いろいろな機械や装置を動かし文

化的生活をしています。

自然界で使える熱は地熱(一般に高温で高圧の水蒸気)ぐらいですので、一般には

物質が保有している内部エネルギーを燃焼させて熱を造り出しています。天然ガス、

石油、石炭などの化石燃料とウラン燃料

はズパリこれに相当します。これらの物 IH-止を形態]
質を燃やして熱を造り出して仕事に活用 岬紛の

燃f毛しているのがごく一般的です。

ほかに熱を経由しないで直接仕事を造

り出すことができるエネルギーとして、

位置エネルギーと運動エネルギーがあり

ます。水力発電は前者を、風力発電は後

者を利用したものです。ここで、これま

~k4下

訴し

図3

i品!市あ]
か務官庁
自勧季
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でに積場してきた主なエネルギー形態を図3にまとめましたのでご覧ください。この

場を借りて、位置エネルギーと速度エネルギーについて多少詳しく説明したいと思い

ます。

2. 1 自然界に存在している位置エネルギーの利用方法

まず、佼置エネルギーについてですが、地球上では質量M(kg)の水が高さfち(m)で

はMxgxH，(]=]oul母、高さιではMxgxH，の佼置エネルギーを持っています。ここで

gは重力の加速度です。地球上ではg= 9.8(mjs2)ですo

高い所にある水ほど大きな位置エネルギーを保有しています。したがって、高さ

H}のところから割くH1)のところに水を流すと、必然的に埼fl}-MgH，の位置エネルギ

ーが失われます。

これは無くなってどこかへ行ってしまいました、で通るほど自然界は甘くあちませ

ん。すべて熱として周閤の地面や空気が頂戴しているのです。~ 1で記述したよう

に、これは熱力学の法則であり、自然の原理とも言うべきものです。

ところが人間もそう甘くはありません。熱になる前にこの位置エネルギーに仕事を

させ、すなわち水車を固させ発電させているのが水力発電の仕組みです。

この時点では位置エネルギーの減少分の多くは電力とな号、 A部が熱となちます。

その後、送電線で多少熱となり、工場や家庭では多くて半分くらいが有効に1活用され

て、最終的にすべて熱になり放出されます。

これでは地球が次第に熱くなってしまいますが、これらの熱は 4K(-269'C)と言

われる夜空、すなわち宇宙に放出されるため地球の温度は上昇しないのですロさらに

言いますと、日中の太陽からは世界の消費エネルギーとは桁違いの量が入ちこんでき

ますが、これも夜間夜空に放出されるため、我々は平穏に暮らせているのです。

2闇 2 自然界で発生する速度エネルギーの利用方法

次は、速度エネルギーですが、質量M(kg)の物質が速度V(m/s)で動いているとき、

(1/2)叫 (xV"(J=Joule)の速度エネルギーを持っています。この物質が止まるとv=O
となり、運動エネルギーはゼロとなりすべて熱になります。

風の持つ運動エネルギーで風車を回し発電するのが風力発電です。風車翼の回転商

に吹き付ける風の運動エネルギ}の59.3%以上は仕事として得ることができないとさ

れており、理論的に導き出した研究者の名をとってベッツの限界と呼ばれています。

ちなみに、 M社製の大型風車[翼径75mx3枚羽根)jの限界出力すなわち風車が活用

できる最大のエネルギーは風速13mjsでは3470kWと計算できます。 M社の資料では、

定格出力は風速13mjsで発電量2000kWですので、理想的風車の約60%に相当する出

力を出せることになります。ちなみにこの風車 i主義で約700所帯の電力を賄えること

になります。
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しかし、 13mjsの風がいつも吹くわけ

でなく年聞を通すと、定格出力の20""

25%程度に発電量が減ってしまうのが普

通です。まさに風任せと言ったところで

しょうか。図4に風力の出力(発電)特性

の一例を示します。

虫
戸
丸
山
間

!> 10 15 20 25" 

成丞 γ(財〉

図4 風車の風車の出力(発電)特性

3. なくなったガソリンは何になったか?

折尾から天神まで車で出かけました。出発時に50iあったガソリンが天神に着い

たとき45iになっていました。さて、なくなった 5iのガソリンは何になったでし

ょう?

化学的に考える人は、空気中の酸素と燃焼反応を起こして主に二酸化炭素(C02)と

水蒸気(H20)になり少量の窒素酸化物(NOx)と不完全燃焼による一酸化炭素(CO)と炭

化水素(HC)が発生します。ばいじんも多少発生するかもしれません、とほぼ完壁な

答えをするでしょう。

私が聞きたいのは i5 iのガソリンエネルギーは何になったでしょう ?Jなんです。

この答えを次の中から選んでもらいましょう。

① 車輪を回すための動力となった。

② 車輪を回すための動力およびエンジン冷却のための放熱と排気熱となった。

③ すべて熱となり、空気と地面を温めた。

④ その他

いかがでしょうか。

②を正解と思う方が多いのではないでしょうか。③が答えと思う方は91での学習

効果がもう出たとお喜び申し上げます。これが正解なのです。

だって91で「仕事はすべて熱になる」と言っているからそう思いました、ではマ

インドコントロールされているだけで、まだ心から納得しているようには思えません。

少し解説を加えてみましょう。

エンジン内でのガソリンの燃焼(爆発とも言いますが)により車輪を回すための動力

を生み出します。同時に冷却のためにエンジンから奪った熱はラジエターを通して外

気に放熱され、排気管からは温排気ガスとしての熱放出があります。

例えば、エンジンの回転数を 1分間に2000回転(2，000rpm)とします。ガソリンが

動力を次から次へと生み出していると考えると回転数は2，000から 20，000、

200，000rpmといった具合に無限大の回転数になって行くはずです。
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しかしそうはなりません。実際に2，000rpmのままでもガソリンは消費されて行き

ます。この消費されるエネルギーが何になったのか、なのです。

この2，000rpmのエンジン回転で車輪が回り車輪と地面の聞では摩擦が生じること

で車が動く(前進)わけです。すなわちガソリンエネルギーの多くはこの摩擦熱となっ

て地面へ、タイヤから外気ヘ、移動して地面と外気に放出され地球を温めていること

になります。

並行して、ガソリンエネルギーは車が動くと外気の強力な抵抗を受け、これに打ち

勝つためにも使われます。車体表面を流れる外気の粘性抵抗と車体の後部に発生する

渦(形状抵抗)の散逸により、いずれも外気に放出され熱となります。

以上、ガソリンエネルギーは動力に変換され車輪の回転と言う形態を通して、車を

移動させ、全部熱エネルギーとなって外気や地面に放出されていることになります。

このあたりのことを図5に表してみました。いかがでしょうか。

最近人気のハイブリッドカーのように充電器(バッテリー)を搭載したものは、自動

車の減速エネルギーを発電機(ダイナモ)の回転動力に使って発電し、バッテリーに貯

蔵しています。

自動車の減速操作は通常、ブレーキペ

ダルを踏み込んで地面との摩擦を利用し

て、自動車の運動エネルギーを熱エネル

ギーに変換、放出していますが、ハイブ

リッド車では地面に熱として捨てていた

この減速エネルギーを電気エネルギーと

して回収し再使用するため自動車のエネ

ルギー効率が向上するわけです。この電

気も何れモーターの駆動源となって車輪

を回すことに使われ、少し遅れて熱にな

るわけですが。

4. 冷蔵庫のドアを聞けて部屋を冷やせるか

ガソリンエネルギーの流れ
(すべて熱になる)

この間いは知ってしまえば何ということはありませんが、意外とまだ間違ったこと

を信じている方もおられるかも知れませんが。

答えから入ると、「冷えるどころか暖まってしまう」が正解です。

冷蔵庫がなぜ冷えるかは、そこに内蔵される圧縮機を含む冷凍機についての説明が

必要で、 10分や20分では済まなくなり、挙句の果ては「よく分かりません」と言う

ことになりかねません。

家内のように「難しい原理はいし=から素人が納得できる説明をして欲しい」、とい

う方に対し、以下の答えはいかがでしょうか。
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部屋の中に冷蔵庫があり、電気を入れ

て冷蔵庫を作動させる。図6の状況をご

想像いただきたい。

部屋から冷蔵庫に入ってくる熱をとっ

て冷蔵庫の外、すなわち部屋に放熱させ

ている。冷蔵庫のこの役目は冷蔵庫の原

理が分からなくてもご理解頂けましょう。

一番簡単な説明は、部屋の外部から入

ってきたものは電気エネルギーだ、けで、

それは圧縮機を動かし、冷媒を昇圧、昇 図6 冷蔵庫をクーラー代わりにする御仁

温し、いろいろな経過を経るが時間的ず

れは無視できる範囲で最終的にはすべて熱に変換される。したがって、消費された電

気エネルギー分だ、け室内は暖められ、 「冷やせない」が正解となります。

ここで、 「最終的にはすべて熱になる」は、 91で述べてきましたことを振返えれ

ば了解して頂けると思います。

もう少し技術的に説明すると、冷蔵庫は電気エネルギー(EE)を使って、冷蔵庫の熱

エネルギー(EL)を奪って(冷蔵庫を冷やすことになる)冷蔵庫の外側にある放熱コイル

から室内に放熱(EH)させています。

EE EH EL 

いずれにしても、不思議なことは何ひとつ起こらない

ということです。夢のない話ですが。

以上を図7で表現してみました。この冷凍機は図2に

示した熱機関とは全く逆の現象が起きていることに気づ

かれるでしょう。

自動車では、燃料エネルギーEH(lOO%)や排気エネル

ギーEL(85.........80%)に対し動力(仕事)Ewは15.........20%程度し

か得られませんでした。これを逆に使ったものが冷凍機 図7 冷蔵庫のエネルギー

で、少ない電力EEで、大きなEHとELを得ることができるので 流れ

す。

実際のエアコンの冷凍機でも消費した電力エネルギーEEの約4倍の冷熱'ELを得るこ

とができます。耳にしたことのある方がおられると思いますが、このことを成績係数

またはCOPが4と呼びます。この辺については98でまた議論します。

では、冷蔵庫のドアを開けて部屋を冷やそうとすると、どのくらい部屋の温度が上

がるか計算してみましょう。

4畳半の部屋(容積:2.7x2.7x2.5= 18m3)に小型冷蔵庫を置いてドアを開放した場

合を考えます。研究室にあるN社の冷蔵庫(大きさ46cmx51cmx88cm:冷凍室24i、
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冷蔵庫54l!)の定格消費電力70W(ワット}を使うと、冷蔵庫が l時間当たりに出す電

気的熱量は以下になります。

70(W)x 1 (時間)= 70(J/s) x3600(s) = 252(kJ) 
必方、部屋が 1.C上昇するために必要な熱量は以下になります。

比熱x密度x容積x1 ("C) = 1.0(kJ/kg • .C) x 1.2(kglrn3) x 18(rn3) x 1 (OC) 

=21.7(kJ) 

したがって、単純計算では、 l時間で252+21.7より約120C上昇することになり、

涼しいどころか猛暑になりますな。

5.永久機関は造れるか

~1で記述してきたようにエネルギーを消費してエアコンや自動車を動かして私た

ちは文化的生活をしています。

ならば、ということで普から多くの知恵者が、エネルギーを与えないで永久に仕事

をする機械{機関と言った方がよいでしょうか)を発明しようと努力されました。いわ

ゆる熱力学で言う「第l種永久機関」の発明です。

最初に動かすためのエネルギーを与えれば永久に仕事をする「第2種永久機関」と

いうのも挑戦の対象でした。

頭の中で考えて「できる」と恩つでも機関を造ると動かない。これは製作上の問題

でうまく迭れば永久機関になる、と思うようになるとなかなかの偉人というか異人で、

周りの人たちも白い自で見ながらもわずかな期待を持って応援する。普はこのような

こともあったようです。

しかし、 1824年にフランス人のサディ・カルノー(1795-1832:36歳で没}は、水が

流れ落ちる過程で仕事を取り出す水力機関に対し熱が高温から低温に流れる過程で仕

事を取り出すのが熱機関であるという概念を取り入れて、抽象的ではあるが、論理的

に「熱機関」は永久機関どころか熱エネルギーの一部しか仕事にならないことを証明

Lました。

そしてカルノーが考えた「いわゆるカルノー機関」が最も効率が良いことを示しま

した。彼の論文は難解で解析的な稚拙さもあってか20年以 Hま放置されたようです

が、彼の死後、同級生のクラペイロン、ジュール、へルムホルツ、トムソン{後のケ

ルビン卿}によって二世代、 8人の物理学者に引継がれカルノ、ーの理論は完全に固まり、

熱力学が現在の形にまで体系化されたのです。今なお彼が導いたこの基本法則は「熱

力学』のべ}スとなって輝き続けています。

しかし、熱力学の分かりにくさと経験則{否定しょうがないので正しい)という唆昧

な法則を基礎としているため、永久機関の発明に挑戦する者が未だにおられ特許出願

もあるようです。モノになったものはないようですが。
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横道にそれてしまいましたが、永久

機関に関する問題を考えてみましょう。

図8のように水を入れた矩形断面の

容器に比重0.5の円柱(容積2t，重さ

1 kgとします)を水平に取り付け、半

分を水中に半分を空気(比重0.001)中

に出るようにする。円柱と容器の隙聞

から水は漏れないものとし円柱は軸の

周りを抵抗なく回転できるものとしま

す。

この円柱は回転し動力を取り出せる

でしょうか?

l~佐 1 ;;1 ¥!l') 
骨klT3?/

図8 水の入った容器内に半分が空気中に
出るように造られた回転可能な円柱

，1く在==5'事4い士気圧L
5空き孔(~比修IJ i..L大き〈なき.

図9 左右半分に分けて考えた場合の力のバランス

【解答】 図9を使って説明します。

水中にある右半分の円柱に着目すると、アルキメデス(BC287-212)の原理に従い

右半分の円柱容器は押しのけた水の重さ(1kg)だけ軽くなる。

下に落ちょうとする重きは0.5kgなので合力として上向きの力が図のようにかかり

右半分の円柱は反時計方向に回ろうとする。

空気中にある左半分の円柱に着目すると、同様の考え方から左半分の円柱は0.5kg

に対し浮力は極めて小さいので、こちらも反時計方向に回ろうとする。
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したがって、この円筒容器は反時計方向に回転し、この回転軸から動力を取り出せる。

以上の解答は、図からも分かるように矛盾がないように思えます。

この論法が正しければやすやすと永久機関の春在を認めてしまうことになります。

この解答の矛盾点はどこにあるか?が要求される解答です。

これは学生時代に工業熱力学の授業で出された宿題です。友遠から聞いて分かった

ような気がした思い出があります。

皆さんはいかがでしょうか。明快な答えを用意できますでしょうか。

[正解] この解答を少ない紙面で明瞭に解説することのむつかしさをひしひしと感

じているところです。少し強引なところがありますが、まず浮力について少し考えて

みましょう。

アルキメデスの原理によると「物体によって排除された水の重さだけ軽くな号、そ

の軽くなる震さ分を浮カ」と言います。この文章から浮カに関与するものは水であっ

て、物体の震い軽いに依らないことはご理解頂けると思います。

すなわち、物体に作用する水圧の合力(厳密には圧力は水深によって異なるので物

体の水と接触する微小面積とそこに働く水圧との積を物体の表面全体にわたって積分

したもの}が浮力のA体なのです。

また、浮力は、水にしてみると物体の中身の重軽やその斑には頓着せず、水を押し

のけた物体の体積の中心{均質な物体の重心のこと}に働きます。この浮力の中心を浮

心と言います。

本問題では、水圧はすべて中心軸に向かつてかかるので浮心は円柱の中心軸上にあ

り、浮力は図中で斜め;左上方に向いた線Bのように表現でき、円柱には左上方に持ち

上げるようなカが働きます。

Bの垂直方向成分{厳密には鉛直方向)Byが浮力となり、さきほどの説明からその大

きさは 1kgとなちます。

また、円柱の重さは先ほど友右に分けて考えましたが、特にそう考える必要なく一

つの円柱としてとらえると、輸から下向ぎに 1kgとなります。したがって、円柱に

働く力としては、議直方向はゼロ{無重力状態)で、水平左方向にBxのJJがかかること

になります。

6. 重さを測ってみると?!?!?!

ついでにもう一つ浮力のことについて考えてみましょう。

身のまわりでは、風呂に入ったり、水泳をした時など体が軽く感じます。まさに体

が水から浮カを受けているからです。

ここでは頭の中で容易に想像できることを考えてみましょう。
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図10は水を入れた容器を台パカリの上にのせたも

ので、ハカリは500グラムを示しています。

手に持った吊パカリに糸で結んだ、アルミニウム球を

吊るし、それを液面上方から徐々に水中に沈めていっ

たときの台パカリと吊パカリの示す重さを考えてみま

しょう。

アルミニウムの比重は2.7なので球の体積100mR， 、

重さ270グラムとします。糸の重さと体積は無視し、

当然ハカリは正確なものとします。手が感じる重さは

用パカリの示す重さに吊パカリの重さを足したものに

なります。

球が①液面の上方にあるとき、②半分水没したとき、

③全部水没したとき、④底まで沈んで糸がたるんで、い

るとき、両方のハカリが示す重さは表 1のようになり

ます。

泌を止命吋仰ど
;..~イ注目 J\ カザ ，.，.イヂ$
E全信i1.."しょう '11u 

図10 アルミ球を水中に
沈めると

手で持ったものを水中に沈める

となぜ、下の台パカリの重さが増え

るのだろう(これは手品に使えま

すね)と思ってしまうかも知れま

せんが、球の浮力は水から受けて

いるので、その浮力相当分が水か

ら台パカリにかかるわけです。

表 I 双方のハカリが指す重さ

アルミ球の位置 上①方容に器あのる 水没②し半て分いる
③全部 ④糸がたるん

水没している で底にある

吊りパカリが
270グラム

270-50= 270-100= 
0グラム

示す重さ 220グラム 170グラム

台バカリ 500グラム
500十50= 500+100= 500+270= 
550グラム 600グラム 770グラム

両方のハカリが
770グラム 770グラム 770グラム 770グラム

示す重さの合計

理屈で理解できても、どうも割

り切れない感じもしますね。 i百聞は一見に如かず、」で、お孫さんと実験されるのも

面白いと思います。

自然現象に不思議なものはありません。

500グラム(水の入った容器)と270グラム(球)の重さは二つのハカリにかかっている

わけですから、双方のハカリの合計の重さは770グラムであるのは当然と言えば当然

でしょうか!?

⑤糸がたるんで底にあるときは、球は上方の吊パカリとは縁が切れた状態になるの

で、両方の重さを足したもの(770グラム)が台パカリにかかります。球は水から当然

浮力を受けて軽くなっていますが、その分は水が受け持つことになります。

台パカリからみると、容器内の出来事すなわち浮力の在る無しは、あっしには一切

かかわりあいのないことでござんす、と言いたいところでしょう。
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7. エアコンのお話 遅ればせながらエアコンはエア・コンディショナーの略、日本語では空気調節装置とか

エアコンも冷蔵庫も冷凍機を使用して同じ原理で動いているので、ここではエアコ

ンについて説明します。

エアコンの原理(というより概念)は図7で既に示しました。

エネルギーの流れは、電力EEを消費して外から部屋内に侵入してくる熱ιを室内機

で奪い取り冷気を室内に戻しています。

冷凍機が奪ったこの熱は、室外機からから外気に放出されます。その放出熱はEH

で、 ELより大きいのは消費電力EEが含まれているからです。

このようにエアコンは冷凍機の働きにより、例えば270Cの低温度の熱を室内機で

除去・汲み上げ室外気で35
0

Cの外気中へ放出しています。

エアコンは、暑ければ冷房、寒ければ暖房と自由自在の働きをしています。

図11をご覧ください。同じエアコン

で冷媒回路を変えて室内機と室外機の役

目を逆にして冷媒の圧力や温度の運転条

件を変更することで、暖房運転となり、

例えば5
0
Cの寒い外気から熱を奪って、

240Cの部屋に放出させて部屋を暖めて

います。圧縮機と膨張弁の出入口を逆に

することで冷房と暖房が切り替わりまホ

冷房運転時も暖房運転時も、冷凍機は

温度の低い所の熱をそれより低温の冷媒

で熱を奪い取り、温度の高い所へそれよ

り高温の冷媒として汲み上げ熱を放出し ーーー_，::l

ています。まさに、通常の水を汲み上げ 餓;J.-;.u玄
るポンプに対し、ヒートポンプと言われ

る所以です。

温度の低い所すなわち熱を奪われる所 図11 エアコンの構成

を利用するのが冷房で、温度の高い所す 冷房運転時(暖房運転時)

なわち熱が与えられる所を利用するのが

暖房です。冷蔵庫は低い所しか利用しないのでシステムが簡略になります。

エアコンはなぜ冷やしたり温めたりできるかについては意識的に説明を省いてしま

いました。

ご参考までに冷凍機の概要を図11に示します。冷凍機には、エネルギー供給源で

あるコンプレツサー(圧縮機)、冷媒の温度を冷やすための膨張弁(家庭用では安価なキ

ヤピラリーチュープが使われます)、熱を奪うための言い方を変えると冷気を出すた
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めの蒸発器、熱を放出するための言い方を変えると暖気を出すための凝縮器で構成さ

れています。いろんな役目をするものが詰まっていることが分かりますね。

8. ストーブ暖房と工アコン暖房、どちらがお得?

20年前ぐらいですと灯油を使ったストープ暖房が主流で、煙の出ないプルーフレ

ームとか自動点火するファンヒーターでした。

それ以降、電源スイッチを入れればOKのエアコン暖房が増えてきました。冷房は

エアコンしかできないのでエアコン以外は考えられませんが、暖房となるとストープ

とエアコンの二つのタイプがあり、電気を造るのに発電所で既に燃料エネルギーの約

60%が消費されているのでエアコンの電気代の方が高くつくからストープ暖房にして

いる、という方も多いかもしれません。

ここで両暖房機の場合の損得について考えてみましょう。

居間のエアコンの仕様はメーカーの取扱説明書によると以下のとおりです。

冷暖房能力とそれぞれの消費電力はエアコン購入時に見なければならない重要な数

値だと思いますが、安さに飛び、ついて買ってしまうのは私だけでしょうか。

主な仕様を表2に示します。同じエア

コンでありながら冷房能力より暖房能力 表2 ルームエアコンの仕様

の方が高いこと、消費電力より冷房能力

や暖房能力の方が相当に大きいこと、室

外機が意外に重いこと、に気付きます。

出来たらS4の内容を思い出しながら

図7をご覧ください。

冷凍機はエンジンと同様、次式が基本

となります。

EE EH EL 

仕 様

電 源

冷房
能力

消費電力

暖房
能力

消費電力

取付け部屋の目安

重量!
室内機

室外機

M社2005年製

単相 200V 
4.0 (2.0) kW 
1. 08 (0.39) kW 
5.0 (2.5) kW 

1.235 (0.475) kW 
12""'14畳

10 kg 
34kg 

冷凍機は電力EEを食べる(消費する)ことで動くわけです。このEEの量を lとしまし

ょう。すると上式より、 EH-EL=1になり、 EH=2ならEL=1、EH=5ならEL=4と

なります。

単なるお勘定です。ここで言う Iの電力から 5の暖房能力、 4の冷凍能力が得られ

るのが冷凍機なんです。

S4で登場したCOP(成績係数または動作係数といいます)は消費(投入)電力に対す

る冷・暖房能力で定義されていますので、この場合、

冷房運転時のCOP= EdEE = 41 1 = 4 

暖房運転時のCOP= EHIEE = 5/1 5 

となります。
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居間のエアコンのCOPは表2の仕様より、

冷厳選転時のCOP= 4.0/1.08 = 3.70 

暖房運転時のCOP= 5.0/1.235 = 4.05 

となります。

上に登場した単純で理想的な数式による計算では、暖房運転時のCOPは冷房運転

時のCOPより I大きい僚になりますが、実際には種々の構成機器が動作するため理

想的な値とはならず、 4.05-3.70=0.25しか大きくなっていませんが、投入電力に

対し暖房運転の方が多くの熱量を出せることになります。

次に、表題の「ストープ暖房とエアコン暖房、どちらがお得」について考えてみま

しょう。

このルームエアコンを使って定格運転すなわち最大能力運転で暖房すると、消費電

力1.235kWで5.0kWの暖房が出来ます。

5.0kWとは暖房能力で 1秒あたり5.0kJの熱を出すことを意味します。

電気料金の請求書などには300kW時(kWh)だから6，600円というように表記されて

います。 5.0kWで l時間運転した時の電気消費量は5k珊 1ということにな号ます。

重要なのでもう渡繰り返しますが、 kWはエネルギー発生能力でk開 1はエネルギ

一発生量を示します。

1.235kWや5.0kWでは単位時間当たちの量で今後話を進める上で分かりにくいと

!思いますので、 1時間エアコンを運転した時の量で議論します。

すなわち、居間のエアコンは、電気エネルギー量1.235kWhを使って暖房熱量

5.0kWhを発生します。

電気は発電所で燃料を使って発電され、そのエネルギーの40%が電気となち家庭に

届いています(残りは発電装置を動かすために使われ、煙突や復水器を通して大気や

海に捨てられています}。

1.235kV¥市の発電に使われた燃料は1.235kWh+0.4=3.09kWhとなるので、エア

コン暖房では3.09k開 1の燃料を使って5.0k開】の暖房をしていることになり、燃料が

持っているエネルギー以上の暖熱が得られます。

A方、ストーブ暖房では燃やしたエネルギーが疑う余地もなくそのまま際熱になり

ますから5.0kWhの暖房には5.0kWhの燃料が使われます。

したがって、エネルギ}消費量から見ますと、 3.09kWh+5.0kWh=0.62ですから

燃料消費量が38%少ないエアコン暖房に軍配が上がります。

地球温暖化の元凶である二酸化炭素ですが、この発生量は燃料によって異なちます

が、天然ガスや石炭からの電力と灯油からのストープを考えるとエアコン暖房の方が

発生量も少なしこちらも問題なくエアコン暖房に軍配が上がちます。

では経済的にどうか?となりますと、エアコンの電気料金とストープ暖房の灯油料

金との比較になります。
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電気料金は20円/k開 k灯油は1400円/18iとすると、計算の結巣、 l時間運転で、

エアコン暖房では61.8円 スト}プ暖婦では40.3円

となり、エアコン暖房より、 40.3/61.8=0.65からストープ暖房の方が35%安上がち

になり、ストープ暖房に軍配が上がります。

以 kでエアコン暖房とストープ暖房の談義をお開きにしたいと思いますが、電力業

界にも石油業界にも恨まれず、メLく収まって良かったなと恩っております。

ストープ暖房では l時間運転の燃料料40.3円は唐突でしたので参考までに以下に

算出根拠を示します。

灯油の発熱量、密度は43，400kJ/旬、 0.80kg/iとします。

5 kWh = 5 (kJ/s)+43，400(kJjkg)時点。0(sjh)+0.80(kg/i ) x 1.400(円)+18( I!) 

=40.3円

ところで、たまたま今日、私の研究室の卒業生が送ってくれたM社の冊子情報によ

ると、最近のヒートポンプではCOPが6の温熱がえられている、とありました。ま

さに日進月歩の時代ですね。

今回は紙面の都合もございますのでこの辺までとして、お話したいことはまだまだ

ありますが次の機会にできればと考えています。
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紙文書の電子書籍北と検索の容易なデータベース化
についての検討
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九州共立大学工学部情報学科教授

九州共立大学・九州女子大学・九州女子短期大学

情報処理教育研究センタ一所長代理

キ」ワード:紙文書電子化・検索・ OCR'電子書籍・スキャニング・

テキストマイニング

A study about a conversion to the electronic book of 
a paper document and a database that easy to search 

keywords 

Keisuke MORI 

Professor， Departm己ntof Information Science， Faculty of Engineering， 

Kyushu Kyoritsu University. 

Vic浩 Manager，Inter-University Information Processing Educational 

and Research Institute. 

ABSTRACT 

A large quantity of paper documents occur in 0箔cework部 ldr記search

of a university， but 廿lepreservation and search characteristics are very 

di節cult.Therefore， I performed a trial to do electronic documentation of 

a paper document in the easy form of the se品rch.We decided to perform 

the input of the electronic document from the copy m畠chin芭 出 品tis almost 

set up by an office. An automatic pap巴rfeed device is almost put on a 

copier， and the reading of the paper is high-speed， too. At畳rst1 read 

a document as an image with a copier and detect血eseread data as a 

character code wi出 OCRafterwards. In the case of a CI芭arprint lett芭r，

the precision of仕leOCR is recognitions more than 99%. Because I did it 
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as a keyword for searches，性lelett日T 仕latOCR r;芭co富nizedis not necessary 

for the complete recognition. When a user reads a document after it 

was s開 rched，it is legible enough in order白紙 ahuman being reads a 

scanned image. Because the size ofせleima富edata is big， the handling 

was di怒cult，but does not become the problem出atmuch before by the 

present. 1 performed reduction of由etime to search it with出巴 reduction

of the preservation place because a user converted an imag思 intoelectronic 

data. 

Key words: paper documents， electronic document， OCR， copy m昌chine，

scanned image， text mining 
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i置はじめに

紙文書での資料や記録は最も多く用いられる記録や情報の伝達の方法である。しか

し量が増えてくるとその整却方法が困難になってくる。そのためその整理法は様今に

議論されてきている。有名な方法では野口紀雄氏の「超整理法}')等である。氏の方

法は、封筒に文書を入れて平置きしていた文書を、立てて空間的に置くようにしてい

る方法である。そしてそれを時間的に並べてゆく方法である。この場合、基本的に空

間的な占有量は変わっていないので、量が増えてくるとどこかで破綻してしまう。ま

た時系列にならべてゆく方法が経験的にも妥当な方法であると思われるが、検索性は

よいとはいえない。一方、我々が利用する資料や文書は、時代の進行に伴い爆発的に

増えてきている。通常の大学主義務を考えてみても、通常の事務伝達文書、こちらはあ

る程度電子メールに置き換わっているが、保存のため紙に出して保存する方もみられ

る。対学生のレポ}トや試験の用紙や配布問題、それから教員の論文等とその資料や

デ}タである。このような莫大なデータが日々堆積してゆく。そのため、持っていて

も資料に到達できないと言った自体も発生する。そこで、現在入手できる方法で、比

較的高価にならない程度の機器を用いて書類を整理する方法を考察した。基本的な考

えは、オフィイスでは出較的普通に設置されているいわゆるコピー機と言われる複合

機や、安価な紙文書を読み込むスキャナを用いて紙文書を読み込みその後検索性をあ

げるため、光学式の文字読み取りいわゆるOCR(Opticalcharact巴rreader)処理を行

いキ}ワ}ド検索ができるように変換する方法を提案する。この文書を画像として保

容する方法自体は以前からあった方法で、マイクロフィルムに代表されるような方法

で図書館等で場所の削減を凶っている。しかし、場所は削減されるがデータへの検索

性はほとんど変化はない。その後、マイクロフィルムからスキャナ等でデジタルデー

タに変換する方法が行われてきたが、まだ大量の画像データを読み込み、堆積する方

法には困難が伴っていた。近年、読み取り装置、デ}タ堆積装置の高速化、大容量化、

その処理装置であるコンピュータの高速化により文字を現実的なレベルで変換するこ

とが可能になっているのでそれらを組み合わせて個人でも利用可能な文書の保存、検

索方法を提案している。

11. 基本的な処理手)1慎

まず対象とするのは一枚ずつ独立したカット紙の資料を対象とする。後で、綴じら

れた書籍等の取り扱いも触れる。凶 1に処理概要を示す。

まずはじめに文書をコンピュータに読み込むため文書読み込み装置で読み込む。そ

の後、 OCR(a)を行い画像データをキーワード検索が可能となるように文字コードを読

み取る。最後に可能であればデータベ}スソフトと連携をさせる。このようなカット
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紙の文書を一枚ずつ入力するためには、通常フラットベット式と呼ばれるスキャナが

用いられてきた。主要な販売元としてエプソン社やキャノン社の製品が一般に販売さ

れている。価格についても、数年前までは 5万円前後していたが現在では I万円しな

い程度の機器も出ている。この機器を用いる場合に問題となるのは、 I枚ずつ入力し

ないといけない点である。また、 l枚読み取る時間は、 10秒程度かかる。数枚程度

であればこれでもよいが書類の量が多い場合は、現実的に不可能になる。それで

ADF(オートドキュメントフィーダー)と呼ばれる自動紙送り装置が必要になってくる。

この 5万円程度のADF搭載のスキャナで読み取りは10枚/分程度である。エプソン

で具体的に、 ES-D200が5万円程度で読み取りは25枚/分、 ES-D400が10万円程度

で読み取りは40枚/分である。問題は安価な機器の方が一度に読み取ることのでき

る原稿の量が少ないこと、適当な厚さの紙であるとよいがそうでない場合、紙づまり

が発生する頻度が高くなるという点である。しかし購入できるのであれば手元に設置

して利用するという利便性があるので適切に判断する必要がある。

d 同 品 d
印刷文書入力 読み取り後OCR処理 利用者から検索

図I 処理手順の概要

今回推奨しているのは、オフィイスにほぼ設置されているコピー機と通常呼ばれる

複合機である。現在販売されている機器は追加機器を設置していない場合でもスキャ

ナ機能が標準搭載されている機器も多い。 FAXと併用している場合は、スキャナ機能

は当然搭載されていると考えてよい。その機器を、ネットワーク経由で自分のコンピ

ュータ (PC)に直接転送することも可能である。 l例としてFujiXeroxの安価なモデ

ルCocuCnterCI101では読み取りは43枚/分である。安価な機器でも、オフィイス

用の機器であるので紙詰まりは圧倒的に少ない。高速な機器では読み取りはカラー

50枚/分程度、モノクロ読み取りは100枚/分となる (2)，(3)ぷ)。また、一度に読み取ら

せることが可能な文書量も多い。読み取る場合の精度であるが、現在まで利用してい

る事例では、 200dpi程度の解像度でモノクロカラーとも 2値読み取りは後での認識

や人聞が読み取る際の判別性を著しく損なうので8ピット程度の多値読み込みにする

方が適当である。確かに画像の精度を上げるとデータが大きくなる問題が発生するが
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現在補助記憶装置として利用するハードディスクやUSBブラァシュメモリやアラ?シ

ュメモリカ}ドの大容量化とイ劇画格化によち特に問題とならなくなっている。A4カ

ラ}でも画像圧縮が行われるので数Mバイト程度で保穿される。一例としてUSBフラ

ッシュメモリでも通常千円程度で 2~4Gバイト程度の製品が販売されている。保存

する画像の形式であるが、 TIFF，JPEG， BMP， PICT， PDF， XPS， DocuWorks等があ

る。詳細は触れないが文書を保存する際の特徴を述べる。 TIFFはフラァトベット式

に代表される安価なスキャナでは品質がよいため標準で使われていた形式であるが、

非常に多くの内部形式を持ち互換性に問題があるため、長い期間の保存性には問題が

あり適当ではない。 JPEGはデジタルカメラをはじめ広く使われているが、今回のよ

うな文書保砕をする際には 1ファイル複数ページの保容が必要なため、 "7Jレチページ

と呼ばれる機能が必要となる。 JPEGの新しい規格にはその機能があるがこれも一般

にどこでも問題なく読み書きできるとはいえないので適当ではない。 BMP、PICTは

おのおのWindows，Macintosh用の規格であるので汎用性として適当ではない。

PDF， X郎、 DocuWorkslまおのおのアドピ社、マイクロソフト社とゼロックス社の

電子文書用のファイル規格である。当然ながら各形式には利点や欠点がある。その中

で今回のような用途に適合する方法を検討する。 PDFは他でも触れられているので、

今回はXPSとDocuWorksの形式を検討している。 XPS(XML Paper Specification) 

は、 WindowsVista由主ら採用されアドピ社が提唱しているPDF形式に対抗するために

策定されたファイル形式である。 DocuWorksは電子文書だけではなくスキャンした

紙文書を画像として一元管理するための規格である。今回のような用途には最も適す

るが、問題はあまり普及していない点であるロそのため、閲覧ソフトはPDFと同様に

無料であるにもかかわらず、一般に販売されているコンピュータには最初から利用可

能になっているPDFと比較して、追加で利用可能にするためネットワーク経由で実行

形式ファイルを取得し、インストール等の作業をしないといけないため広く使われな

い状態である。一方、 PDFの方はソフトウエア等の説明書がほとんどPDFであること

からコンピュータを購入すると高い確率ですでに利用可能になっている。これはブラ

ウザにおいて起こっている状態とほぼ同様である。マイクロソフト製のWindowsを

購入するとブラウザのインターネットエクスプローラーはWindowsのOSの A部では

なく無料添付されているフリーソフトの 1つでしかないのであり、あとでどのプラウ

ザを利用してもよいのであるが、利用者は手間をかけたくないのでそのまま使うとい

う構闘と同じである。

111.文字コードの読み取り

文書から文字コードを読み取るOCR機能は安価なフラットベット式のスキャナに

も搭載されている。以前はその読み取り精度のイ尽きにより利便性は高くなかったが。
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最近 10年程度である一定の用途では十分実用に供せるレベルに達している。 l例と

してエプソン社のGT-S630には日本語OCRソフト「読んde!!ココパーソナルVer.4J

が搭載されている。このソフトでも認識率はかなり高〈検索用途にはある程度の能力

を持つ。今回のような用途では検索では文字コードを使うが読む際は画像ファイルを

読むため厳密さは必要ない。出力できるファイル形式も多機種にわたるが単独の文書

を保存する場合には問題がない。このソフトには有料版もあるがエクセルや一太郎形

式等パーソナル版つまりスキャナ添付版しかない機能もあるため有料版の方が常に利

便性が高いとはいえない。ただし、デ}タが多量になった場合の取り扱いには難があ

るため、;本稿ではOCRとして無料のXPSと多量のデータを取り扱う際に利便性の高

〈価格が安価なDocuWorksについて取り扱う。 XPSやOCR機能は事務利用では標準

的に用いられているマイクロソフト社のofficeに標準搭載されている機能であるが利

用している人は少ない。ある程度の機能はあるので有料のOCRソフトを使う前に I

度試してみるとよいソフトである。図zは、科学研究費補助金のシ}トを読み取った

例である。反転表示されている部分が読み取られた部分で全部というわけではないが、

10年前程度の有料OCRを利用して務胆した経験のある人にとってはかなちの精度で

ある。このMicrosoftOlfice Toolsの中のMicrosoftOlfice Document Imagingは、

所有者は多いのであるが、その利便性が認知されさらに利用されてよいソフトである

と考える。

Microsoft Olfic日DocumentImagingは無料のOCRとしては、高機能であるが大量

のデ}タを管理する機構を持たないため少量の文書の文字データ化の用途用で今回の

利用には適当ではない。そこで現在利用できるソフトウエアの中で比較的安価{約 10 

5万円)で、電子文書化を念頭にデザインされているDocuWorksを取号上げる。電

子テキストだけであるとアドビ社のAcrobatで作成したPDPが有名であるが価格がス

タンダ}ド版で3万程度、プロ版で5万円程度と高価である。 OCR.機能も搭載され

ているが、紙文書のイメ}ジとともに取り扱う機能がDocuWorksに比してト分でな

いためDocuWorksを利用することとした。 PDPには読み取りソフトだけで、フォー

ムへの追加害き込みができる等の機能があるが、基本的にコンピュータ上で編集した

電子文書を書式を保って、環境に依存しない形でやりとりをするのが本来の目的であ

るので、今回のような物浬的な紙文書の取り扱いは得意ではない。
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図2 Microsoft Office Document Imagingを使ったOCRの認識例

IV. DocuWorksでの文書の取り扱い

DocuWorksと連携するように設定した、汎用の複合機はその初期設定をした後は

通常のコピー操作と同様に文書の入力ができる。手順としては、複合機でFAX送信を

する場合と同様な手順となる。入力した文書はDocuWorksのデ、スクと呼ばれる、デ

スクトップにクリップでまとまった形で表現される。図3はその表示である。図には

手書き文書のレポート、それから論文等のコンビュータからプリンタで出力された印

刷物が並んでいる。本来、電子的に編集した物であれば、紙への出力を経ずとも直接

データ化すると効率がよいが電子出版がそれほど普及していないこと、著作権的に問

題があることで紙での配布物がまだ主流をしめる。
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クリップとしてまとめる場合は、一度に入力された文書が一般的であるが、整理す

る場合に別で読み込んだ、物をひとまとめにする等のまとめ方が可能で、あるo また、文

書のサイズや文書の向きが異なる物もひとまとめでまとめることができる o そのうち

の Iつの例として論文を読み込んだ例を図4に示す。図は、 OCRを行いその認識を

画面左に表示している。印刷文字であること、コピーを繰り返した場合のように文字

の品質が劣化していないことも好条件として働き、ほぼ文字の認識ができている。加

えて、文書の追加編集をこの画像の中で行う例として、図の右の部分に文章を入れ替

えたい場所をマークし校正するような処理も行っている。通常の紙で行うような書き

込みも同様な手順で記載できるので、紙で、行ってきた手順をそのまま踏襲できるので

特に新しい方法を習得する必要はない。マークする場所については、拡張の機器を設

置しない場合は通常設置しているポインテイングデ、パイスであるマウスで操作を行う

が、ぺンタブレットも安価になってきたので紙で行う操作に近づけたい場合は追加で

設置してもよいであろう o
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「 パインタ』内の文書名も対象とする(6，)

P DocuWorks以外の文書も対象とする①

探す場所: IドC単叩蜘D加o∞cu川m開 t惚sand S凶蜘tlr暇~ad伽m川l

Fサ7フオ刺jルレωタも検索@

「 保護された文書を検索対象とする(回

「 検索結果から絞り込む匂

検索結果(s):

.名前 1フォルタ名 I文書の種類 l， サイズl更新日時 IL 

図5 検索画面の表示例
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検索を行う画面を図 5に示す。文書の検索には文書名をはじめOCRを行った認識

文字列を対象として検索を行うことができる。紙の文書を探す場合と比べると非常に

高速に検索ができ、参照したい文書に素早くアクセスが可能で、ある。通常利用するよ

うな、文書名での検索、作成や更新等の日時での検索、テキスト内の文字列での検索

等通常行う条件は網羅されている o 今回のようなOCRを行うことで、文書内の文字

列で検索ができるようになる。 OCRも完全で、はないため、重要なキーワードのうち

でOCRで認識されていない文字は、手動で追加する方が作成、利用という全体の作

業として手聞が低減される場合は追加作業を行う方がよい。
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図6 手書きレポートの電子化の例

OCRは通常文字認識はできないが手書き文書の電子化の例を図 6に示す。レポー

トの採点の例でこれからJABEE等の成績評価のエビデンスを第三者に対して残して

行く必要がある場合の採点保存という用途に有効であると思われる。入力した文書に

対しては、印刷文書と同様に書き込みが可能で、あるのでメモ書きや但し書きを行いた
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い場合はアノテ』シ呂ンとして書き残す方法が可能である。ここでは、手書きレポー

トの例としたが、通常の論文でも書き込みを行いたい場合がある。その場合、後でコ

ピ}を取り直す場合は、コピー元に残すため書き込みを行わないオリジナルと、書~

込みを実際に行うコピーと複数の文書を使うこととなる。当然ながら、爆発的に書類

の数は増えてしまう。この際にも、元の画像には手が入っていないため複写を紙とし

て取り出すのは容易である。

V. 綴じられた文書の場合の考察

紙自体が分離している書類ではなく、書籍等の既に背が綴じられている文書の取ち

扱いの例を考察する。ただし、まだ法律的に確定している事例ばかりではなく時間の

進行に合わせて変わる可能性があるので以下の注意を要する。通常、図書館等では学

術論文等の複写は調書王研究等の著作権法に定められた用途に限られる。書籍はその本

の半分を超えない範聞で複写できる。となっている。ただし、書籍が自分で購入した

物である場合は、著作権法では“複製"に該当し同法第30条l項が規定する“私的使用

のための複製(私的複製)"の範聞内であれば適法とされている。著作権法では私的複

製について“個人的にまたは家庭内その他これに準ずる限られた範囲内で使用するこ

とを目的とするときは、基本的にその使用する者が複製することができる"と定めら

れている。これよち自分の蔵書を自分で利用するために自ら裁断したりスキャンする

行為は、私的複製の範囲内として適法と見なされている。文書にせよ、書籍にせよ偶

人で使う場合には、スキャンしデ}タ化することは適法とされている。そこで、論文

等以外でも書籍もデータ化することも増えてきている。ネ?トワ一ク上では遇称

炊"と呼ばれている行為である。

手順としては、自分で所有している書籍の背を裁断機で切断しその後は、前記のス

キャンしてOCRを行う手順を踏む。この場合、裁断しスキャンした書籍の残骸は通

常廃棄するのであるが、転売することは現在のところ違法とする法的根拠は無いと思

われる。このようにまだ法的な取り扱いが磯定していない領域であることは認識して

おく必要がある。自分で所有する書籍を自ら裁断し、自分でスキャンしそのデータを

自分で使うという範囲では著作権の侵害行為には該当しないと恩われる。

このような状況で、 2010年の初めに、この電子書籍化に対応したスキャン代行サ

ービスと呼ばれる業者がいくつか設立されてきている。以前より簡略化、短時間化さ

れているとはいえ、多量になると手間がかかるのは現実である。この手間のかかる作

業を、代行しようとする業務である。これは、音楽業界は電子形式での販売に踏み切

っているが、まだ日本の出版界は慎重な姿勢を保っている。一方で現在販売されてい

るリーダと呼ばれる読み込み装置を使って利用しているサービスは、 webの閲覧と、

電子書籍の閲覧とされている。読みたい文書が欧米ではある程度挺供されてきている
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が日本ではまだ提供されていない。それで、自分で作ることとなる。しかし、かなち

面倒な作業であるので、誰かに頼みたいという流れである。例として、 BOOKSCAN

社の場合、基本料金は I情100丹、ファイル形式はPDFoOCR処理を追加すると I冊
100円となっている。受け取りは基本的に、ネットワーク経由のダウンロ}ドである

がメディア渡しも可能である。納品期間は、現時点ではある程度時間がかかり、 4ヶ

月程度である。かなりの利用者がいるためと予想される。会社のwebページをみると、

こちらの会社ではScansnapを使って読み取っているようである。 Scansnapが5万円

程度であること、この会社の取り扱いでは 1冊は350ページ単位であるので通常の専

門書等を読み込ませて、 500冊までなら機器を鱗入するより頼んだ方が安いと言うこ

とになるロ I冊、 2cmぐらいの厚きとして、 500冊で先ほどの書架 l本分程度とい

うことになる。入力時間としてItl昔、 1時間程度として、 1日24時間動作させて I

ヶ月程度かかることになる。現実的には、フルにやっても l日8時間とすると 3ヶ月

程度になる。この状況を考えて、自分で3ヶ月作業をする費用が、 5万円と比較して

どちらを選択するかと言うことになる。

上記のように、スキャンしたデ}タを電子プックと呼ばれる、 iPadやKindle等に

取り込み利用する行為は認められており、今後広く利用されるようになってくると思

われる。これからは自ら電子データ化するのではなく、音楽データのように商用ベー

スで最初から電子化された書籍のデータ販売が主流になって行くことを期待する。

VI.電子文書のリーダーについて

このようにして作成された文書を読む方法として、通常のPCを使って読む方法の

他に電子書籍舟の閲覧機器がある。通常電子プ、yクリーダーと呼んでいるようである。

形態としては、専用の機器と汎用の機器に分かれる。

専用の機器は最も有名な機器は、アマゾンのキンドルである。他にはソニ}リ}ダ

}等がある。キンドルはある程度世界的には売れているが、日本語に対応したのは

2010からであるので日本では普及していない。ソニーのソニ}リ}ダはこのタイプ

で日本語入力ができるほぽ唯‘の機種であるが普及しているとはいいがたい。ただし、

専用の機器は、表示の質感が紙に近く判読牲という商では優位性があると恩われる。

汎用の機器は、携帯電話やタブレ?ト型のJ-トPCの併用タイプでノートPCタイ

プはほぼPCと同じであるので携帯電話型について検討する。携帯電話型と言っても、

電話会社と契約して、携帯電話網と通信してデータをやりとちするタイプと、通常の

PCと同様に無線LANで通信を行うタイプがある。基本的な形態はiPadと同様である

が主持システムの遠いにより、 iPadで利用されているアップル社のiOS、google社を

中心にオープンに開発されているandroidと呼ばれるシステムがある。このオープン

とは作成されているプログラムのソースプログラムと呼ばれるプログラムそのままが
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公開されている開発形態で現在では広く利用されている開発形態である。ソ』スプロ

グラムが公開されているため、隠された機能が捜め込まれることがないので安全性が

高く、誰でも開発に参加できるため進他のスピードが速くなる特徴を持つ。対応機種

としては、 l社だけで販売しているiPadよりandroidの方が機種が多い。また利用比

率も本年iOSを超えたという統計も出ている。現時点では、どちらが優位という状況

ではないが競争状態になっているためより利用しやすい機種が出てくるものと恩われ

る。利用の要になるのは、既に用意されている電子文書の量、操作性、画面の視認性、

パッテリ駆動時間等のバランスで判断されると予想する。どちらにしてもまだ流動的

である。

VII阻まとめ

本稿では、比較的安価で通常の物理的な文書整理と比較して多大な努力も必要とし

ない文書の電子化による整理法について検討した。現在では、以前は非常に高価で選

択しにくい方法が兆較的個人でも対応可能であることを示し、その方法について考察

した。今回、スキャンしている例でも600dpiでA4用紙をスキャンし l枚あたち

0.5Mパイト程度である。たとえば、 5mm程度の厚さのA4論文は50ページ程度であ

るので、 25Mバイトで保存できる。 CDが700Mバイトとすると 1400ページつまちA4
論文が14cm程度の書架の空きができることとなる。同様に4.7GパイトのDVDであ

れば約1m程度の書梨、近年普及しつつあるBlu四rayディスクであると50Gパイトであ

るので書架10m分となる。大きめの天井まであるような書架 lつ分は優に入ってし

まう。保孝子性や信頼性では若干問題あるがフラッシュメモリも大容量化している。フ

ラッシュメモリの保存性の問題は、利用せずにそのまま保存しておくと 5年程度で消

える可能性がある。同様に信頼性として、読み書き回数が10万四程度という制限が

ある。たとえばフラッシュメモザの最初の部分だけを使い、アプリケーションソフト

のの自動保君子機能等を有効にすると数年でこの制限に達する可能性がある。また、ハ

}ドディスタであると、 lTバイトの物も l万円程度で販売されている。 lTであると

先の計算では書架20個分である。計算 kは、教員室いっぱいに書架を入れた書架の

書籍が l枚のBlu-rayディスクに収まってしまう。しかし、紙で提供されている文書

の質感や取り扱いの簡便性、視認性や安定度は、利便性の低さを補ってもあまりある

利点があることも忘れてはならない。

今回は、比較的安価、もしくは厳に身近にあると思われるハーにソフトを利用し

たが、ヂータが大量になってくるとより高度な機器が必要となる。ヂ}タの検索性に

関しでは、データペースとして利用されているAccessを次の段階で利用することを

考慮するとよしその後はSQL，Oracle等の通常のデータペースを利用する。データ

の保存性に関しては、データウエアハウスを利用する方法もあるが、デ}タウエアハ
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ウス自体高価であり個人で使うとはいえないという問題がある。デ』タの検索性につ

いても、データマイニングソフト制という選択肢もあるがこちらも高価である。だだ

し、不正確な検索語や類似検索においてデータマイニングソフト (c)は絶大な効果を発

揮することは確かである。企業向けの大規模システムしか今のところ存在しないが、

低価格のシステム、または現在普及し始めているクラウドサービス同形式のサービス

自体をネットワーク経由で貸し出しサービスが出てくることを期待する。

語句の説明

(a) OCR(Optical character reader) 

光学式文字読み取り装置。手書き文字や印刷文字を光学的にスキャナと呼ばれる

読み込み装置で読み込み、事前に記録されている文字のパターンと照合し、画像デ

}タを文字デ}タに変換する装置。

(b)データウエアハウス

そのまま直訳するとデータの倉庫となる。意味は、意志決定のために蓄積された

データを表す。データは、目的別に仕分けされ、データは時系列に蓄積され更新を

しない物としている。実際は、コンピュータヒに構成された大量のデータを蓄積し

ているデータベ}スでかつ、削除、更新をしないシステムとなる。

(c)デ}タマイニング

統計学、確率学、人工知能、パターン認識等のデータ解析の方法を、デ}タウエ

アハウス等の大震データに適用し、知識を取り出す技術。これまでの解析手法では

明らかになりにくい発見的な知識獲得の手法を表す。基本的には、データベースに

堆積されたデータからクラス分析、クラスタリング、回帰分析、相関解析等の技術

を使って知識を獲得する手法。

(d)クラウドサービス

直訳するとクラウドは雲である。コンピュータの利用形態の lつで利用者はイン

ターネット経由で雲のように多数のコンピュータからサービスを受ける形態である。

手元のコンビュータにプログラムを設定して利用していた、これまでのコンピュー

タ利用形態の 1つの発展形である。
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生援学習の先駆者たちーその2一
一林羅出と昌平坂学問所の礎一

プストス ナサリオ

桜花学園大学生涯学習研究センタ}長・教授

キーワード:林羅山・昌平坂学問所・江戸時代・生涯学習

The Lifelong Learning Pioneers (Part 2) 
一HayashiRazan and the Shoheizaka Gakumo吋oOrigin-

Nazario BUSTOS， Ph. D. 

Director and Professor， Lifelong Leaming Research Institut記

Ohk昌 GakuenUniversity， Toyota， Japan 

ABSTRACT 

τ'he final purpose of this s宮口邸 is to pr記sentthe Iife and the educational 

ideas and acti討ties of nine great educators of Tokugaw品 (Edo) Japan. 

1 hav巴 scl巴ctcd thcrn bascd on my rcscarch on thc Lifelong Lcaming 

Movernent in Japan for almost 20 years. AlI of thern should be consid巴red

as pioneer自 in the developrnent of the lifelong leaming concept， airn， 

rneaning， practic邑 andid日al.

官le凶neare well known in Japan and some of thern have an irnportant 

intemational reputation. Eight of thern are Japanese nationals (Hayashi 

Razan， Nakae Toju， Ito Jinsai， Ishida Baigan， Motoori Norinaga， Hirose 

Tanso， Ogata Koan 昌ndYoshida Shoin) and one of吐泥沼 is a Gerrnan 

bom physician (Philipp Franz von Siebold). 

In this p品rt 2， 1 wiII pr官sent very briefly 出e reasons why 1 have 

selected these nine educators and then will enter to describe the Iife and 

the cducational activitics of Hayashi Raz叩 and 出c irnportancc of his 

school， which becarne the farnous Shoheizaka Gakurnonjo under the support 

of the Edo bakufu. 

K田y words: Hayashi Razan， Shoheizaka Gakurnonjo， Edo p巴riod，Lifelong 

Leaming. 
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I .江戸時代の優れた学者とその教育機関

明治維新を機に日本は資本主義への遣を歩みはじめた。ぞれ以降、日本経済の目標

は欧米の水準に追いつくことであったが、 100年余りのうちに、すなわち 1950年代

半ばには、日本経済は高度成長の時代を迎えるようになった。石油化学を中心とした

化学工業、重電機や金属加工等の設備関連産業、自動車・家電製品などの産業が盛ん

になった。このような工業化に必要な労働力は、農村部から都市部への人口流入によ

り支えられた。

1960年代後半になると、日本経済の図際競争力は次第に強化されていき、 1970年

代後半には二度にわたる石油危機を乗り越えた後、再び成長へと転ずる可能性が高ま

った。それは、情報通信技術の発達や商品貿易の拡大化やサービス業の国際的な移動

等であった。

現缶、日本経済は、高度・中成長なしで不況に陥っているが、未だ世界社会から日

本の持っている経済力・技術力・科学力に期待されている役割は大きい。

このように見てみると、日本は近代化が始まってから 140年という短い期間に、閉

鎖的な封建社会から産業・技術のリーダー、国際化された経済的な大国へと変化した。

世界を驚かせたこの著しい変化の諸要因として、ほとんどの研究者は A般国民の

「教育」レベルの高さを挙げている。

日本の教育は、明治・大正・昭和・平成の諮教育制度・政策の下に著しい普及発展

を遂げ、産業・科学・技術の進歩や経済成長の原動力となり、今日の日本の発展に大

きく寄与してきたことは否定できない事実である。

本シリーズの「ーその1-JO)で述べたように、日本が、明治5年に「学制」を公布し

てその近代教育制度を創始し、国民の教育は、量的にも、また質的にも著しい発展を

遂げ、経済社会の基磯となってきたことはよく知られている。しかし、この近代教育

制度の源をさぐれば江戸時代に遡る。江戸時代には、幕府、諸落、個人によ号、武士

または庶民を対象にした多数の教育機関が設けられ、儒学、国学、外国語、医学等の学

習機会が提供されている。

多種多様な学校の存在とその普及によって、民衆教育の拡がりが急激に進んだ。農

業・漁業・林業・工業・商業に関わる民衆は、すべて一定程度以との読み・書き・計

算能力を身に付けようとするようになったのである。当時の正確な就学率を示すのは

悶難であるが、江戸・大坂・京都などの都市では武家の子はほとんど全員、一般庶民

の男子は半数、武家の女子もかなりの程度、そして庶民の女子はかなり低い就学率で

あった、という推計がある(針。

幕末期には、当然のことではあるが、地域差(東北・九州・沖縄地方では就学率が

低い)、男女差があったが、明治初期の数年(1868-1872)の近代教育制度への就学率

より確実に高かったと思われる。
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このように、江戸時代に、教育活動が盛んになったことには多くの理由があろうが、

当時の個人教育者の活動性、熱心さ及び創造力がその一つであるといえよう。このよ

うな教育者の中から筆者は宮人を選んで、このシリ}ズのテーマにした。

これらの9名の選択には、次のような理由がある。

①現代でもよく知られている人物であること。

② これらの人物の創立した塾の「校舎J (石田梅指を除いて}の跡が未だ存在し

ていること。

③ 日本教育の思想・実践に寄与したこと。

④独自の教育活動・方法等を行ったこと。

⑤教育に関する独特な先見性を示したこと。

⑥今日の;視点から見ても「新しい教育のあり方」を示すこと。

⑦ これからの「生涯学習時代」においても、そのアイディアを生かすことが可能

であること。

もちろん、その他にも挙げられるべき人物が多くいると思われるが、筆者は上記の

理由を考えながら、地方の大学で「日本教育史」を担当している数人の教師と商談す

るにあたって、これらの9人の名前がよく出てきたことも選択決定の理由にしたこと

を強調したい。

このような経緯で、筆者の選んだ人物および教育機関は次のとおりである。

1 .林羅山(1583-1657年)と「昌平坂学問所」の礎

2.中江藤樹(1608-1648年)と「勝樹書院」

3.伊藤仁斎(1627-1705年)と「古儀堂」

4.石田梅岩(1685-1744年)と「心学」

5.本居宣長(1730-1801年)と「鈴の屋」

6.広瀬淡窓(1782-1856年)と「戚宣閤J

7.緒方洪庵(1810-1863年)と「適塾」

呂.吉田松陰(1830-1859年)と「松下村塾」

宮.アィワ γプ・フランツーフォン・シーボルト(1796-1866年)と「鳴滝塾」

当然のことであるが、これらの9人の容在時期は異なるためそれぞれの時代の社会

状況も異なった。言うまでもなしこのことによって、彼らの性格、本業、業績、考

え方等が違った。しかし、歴史的にみると大切な共通点もあったといえよう o すなわ

ち、これらの9人の教育思想には、新鮮さがあり、その時代を超える強さがあったに

違いない。

以下、本稿では、林羅山の思想および提供された学習機会について述べる。
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はやしらざん

11. 林羅山 (1583年'"1657年)と「昌平坂学問所」の礎

林羅山の生涯を語るのは、大変困難なことであると最初から強調しなければならな

い。その理由としては、まず、羅山に関する単行本、専門性のある文献・資料が非常

に少ないことが挙げられる。また、存在する資料などのほとんどは、正確性に欠けて

いる(多数の資料を比べてみると、記載されているデータは異なることが多い)。そ

して、さらに、羅山は日本の歴史の中で大変偉大な人物であるため、彼についての論

文を執筆すると、多くの研究者から批判される可能性が高い。たとえば、筆者はどの

ような情報を記載したのか、どのような基準によりデータを選んだのか等を間われる

危険がある。

しかし、「林羅山は生涯学習の先駆者である」という筆者の発言がある限り、その

ことを証明しなければならないと考える。したがって、生涯学習の観点から見た羅山

について述べることにする。

1 .林羅山の生涯
きょうら〈 し Uょうしん

日本における最初の朱子学者として知られている林羅山は、 1583年に京洛四条新
にしきのこう U むかでやちょう せいか

町(現在京都市中京区新町錦小路上ル百足屋町)に生まれた。羅山の師藤原↑星嵩が

「儒教の諸学派における普遍性に着目したのに対し、羅山は、朱子学の正当性を明確

にするため、陽明学との区別や仏教の排斥に力を注いだ。したがって、近世朱子学は

羅山によって確立された}3lという。このため、近世の日本の思想・宗教・教育の歴

史を見るにあたって、羅山は大変重要な役割を果たしたことは明らかである。よって、

江戸時代の生涯学習の先駆者たちを調べるにあたって、一番先に出るのはこの林羅山

である。

ド
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林羅山の画像(画像1)
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林家の姓は「藤原」だったという説もあるが、その確証はいまだ見つからない状況

である。もともと林家は加賀に住む郷村の地主であったといわれているが、羅山の祖

父正勝の死後に祖母は大坂に移り、さらに京師{京都)に転じて、地主的権利を失っ

て浪人にまで転著書したらしい。しかし、その確証もいまだ見つからない状視である。

このように、林家は中流の平凡な町家であったが、その特徴としては「学問を専門

にした一族」ということが挙げられる。そして羅山が学問を通してその一族の名を再

建し、徳川社会の上層部にまで引き戻すことができたのである。当時の封建社会の特

徴を考えると大変な実績を挙げるとともに、階級社会の規則を超えた人物であるとい

えよう。

中世までの日本の学問{儒教)や教義は、僧侶の社会や公家等特定の階級のもので

あった。さらに、公家は伝統的な格式があり、学問の家も定めていた。しかし、羅山

の実績・活動によって農村の名主や都市の富裕な商人や城下町の武士たちは次第に学

問・文化的な活動に関心を持つようになる。すなわち、儒学は武士から庶民にまで広

がり、社会全体の人倫道徳として導入されるようになる。

緩111は、少年期から記憶が優れたものであったらしい。たとえば、 8歳の時甲州

(現山梨県)の浪人徳本というものから「太平記」の話を聞いてすぐに陪諮し、また、

12歳の時に中国の文字を読むことができるようになったらしい。

13歳からげ歳まで、議ピ禅寺大統庵の長老語論の室に入ったが、そこでは露支.
~各に

陀羅尼の読諦や座禅を行うとともに儒書の素読や手習い・作詩に重点が置かれていた。

羅山は、 17歳になると、学問は禅寺ではなく市井の中でするべきことを認識して、

武士階級・町人たちと直結するように儒僧ではなく儒学者として活躍をはじめたロこ

のように、羅山は「仏教から転向して儒教に進んだのではなく、儒・仏両遣の研究か

ら儒学専門の方向へ進んだJI41。すなわち、羅山は、当時の学問の内容を変化させる

とともに、新しい学問の領域をつくろうとしたのである。このことを実現するために、

建仁栂寺を出て、家に帰って独学に励んだ。

17歳という若さで、はじめて朱子学関係の章匂・集設、いわゆる「四番J (大学章

旬、中庸章旬、論議集註、震予集註)と「五経J (易経、書経、詩経、礼記、春秋)

を読んで、精力的に儒学の難解な古代の言葉をわかりやすく説いて、講説を公開で行

うようになるが、その結果、儒学は寺院から解放された独立した思想・学問となる。

このようにして、羅山は、儒学の普及に大きく貢献し、貴族階級から武士・商人まで

に浸透しやすく Lたのであるf)
そLて、羅山は、 1600年から“生涯学習の先駆者と Lて"だれにでも公開で彼の新

しい観点から見た儒学を番号説しはじめた。このことによって、羅山は師儒{儒者)と

して生活をはじめる。この事実には、大きな意味があるといえよう。すなわち、堀の

いうように r1600年は関が原役とともに、のち徳川幕府の官学となった朱子学がそ

の源流を発した年として記憶されるべきであろう。」掛と筆者は考える。
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1603年、 20才になると、はじめて長い旅をする。その目的地は肥前(肥前国{ひ

ぜんのくに}は、かつて日本の地方行政区分だった国の一つである。西海道に含まれ、

その領域は現庄の佐賀県と、対馬と壱岐を除く長崎県とに相当する)であったG この

ころは、家主義の裁定によって学問の研究・講説の自由が確保されていたので、羅山は

朱子学に基づいて「論議」の講義をした。はじめから、羅山の講義は単独的なもので

はなく、彼と儒学・医学を学んでいる若者たちによる新しい公開された文化啓発活動

であったといえよう。
せいか

1604年に羅山は、一生の闘になる藤原爆鰭と出会う。この健寓は、日本での朱子

学の先駅容であるが、羅山にとって、学問の師というよりも人生の教師であった。す

なわち、羅山に人間としての正しい生き方を伝えた人物である。しかし、当時羅山は

すでに儒学者として独立していたので、 i両者は郎主きであるとともに学問上の同士とし

ての先輩ー後輩の関係にあったが、当然のことながら思想上の相違もあったへにも

かかわらず、この師弟の関係は、周知のように、儒学の伝統的な思想に従って一生継

続した。

23歳の時に羅LlJは初めて二条城で徳川家康に会う g これも師藤原健織の「最高の

弟子」としての紹介があったからである。そして、 A 年足らずの問、家康からの命令

を受けて武家の政治・外交顧問という職務を果たすようになる。

江戸幕府の官職に儒者を就任させる先例がないので、緑山を僧侶資格で任用し、剃

髪させた。ちなみに、羅山は、そうすべきではないと考えていたが、これは塀のいう

ように「家康から見れば、学問を以て身を立てる者は公家か僧侶か神宮に限られるの

であって、儒者というものを独立した職業者とは認めなかった。これはまた家康が羅

山の信奉する朱子学を尊重しなかったことを意味する。家康は羅山の思想など問題に

せず、ただその博識と文筆の才能を認めたに過ぎなかったのである。}81という可能性

があり得るだろう。事実であるが、家康は朱子学を特に奨励するようなこともしなか

ったし、緩111を特別重用することもなかったらしい。

にもかかわらず、緑山は1614年9月に京都に学校を設立して生徒を教授するとい

う計画を家康に提出した。その許可を得たものの10月になると、家康が軍事に関わ

る行事があって大坂に移動するようになり、羅山を A緒に行かせた。このため、学校

という計画が実現できなくなった。しかし、経山は多くの大名の邸宅に招かれて、

様々なテ-'yに関する講釈をする機会が多し儒学の普及ができるとともに自分自身

の名を広げた。
修司診し

1623年7月に家光は大将軍に補せられたが、羅山が「御明衆」として彼のそばに

いるような機会が多くなる。これは、幕府にとっては儒者が政治・文化・教育の担当

者ではなかったことを意味している。

1630年に幕府は儒者の地位を高め、儒学を尊重する意志を公示し始めるが、堀の

いうように「幕府古輔学を仏教よりも震んじたり、また羅山兄弟(羅山には弟語蓮:
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1585年生まれ)がいたが奉ずる朱子学を儒教の中の正統的思想として承認するとい

う意味ではないop}という可能性もあるが、下記のように、幕府から大きな援助を得

るようになる。

1635年6月に家光の命令を受けて、江戸城にて誇大名・藩主の前に立ち、家康時代

(1615年)の十三条の「武家諸法度」を改訂する十九条の「武家諸法度」の起草を

紹介し、幕政の原則を確定するのである。

そして、再び家光の命令を受け、同年12月に旗本全員の前で自身が起草した「旗

本諸法度』を読む。いうまでもなしこの旗本諸法度には儒教倫理(忠孝・礼法・義

理等)が強調されている。

1644年、羅山は62歳の時再び命を受け、日本の通史(国史)を徳川幕府(武家政

権}の立場から編修しはじめた。ここで、徳川幕府以前の公家・武家の政権の系譜を

含めて、神武天皇から59代宇多天皇にき足るまでの40巻を完成した。この大きな業績

によって日本の近世の歴史学が羅山によって構造化され、開始されたといってもよい

であろう。このことについて、堀は次のように述べている。「緩山は近世史学・儒教

史学の始祖としての栄誉を担っているJJltl}

このように、主に羅山の努力と幕府の支援によって徐身に儒学が仏教に代わって近

世社会の指導原理になりつつあった。これは儒教が封建的社会の秩序を規整する政治

思想・道徳思想として発展してきたからであろう。そしてまた、社会の各階級におい

て仏教よち理論的に優れていることを認められるようになったからであるといえよう。

上記のように羅山が徳川家康を支え、家康・家光・家綱の学問、法制、外交上の相

談役を果たして以来、その子孫春勝、春常等と優れた学者が続いたため、林家は幕末

に至るまで重要な家柄であった。

2.林羅山と昌平坂学問所の起源

昌平塚学問所(そして「湯島重量堂J)の起源は、林綴山の開いた私塾{家塾)にあ

る。先に述べたように緩LL!は、 1605年、徳川家康に召し抱えられ、主として行事の

L きたりや故事などについての家康の諮問に答えたり、公文書を作成することなどを

仕事とした。家中への学問の講義などをすることもあったが主な任務ではなかったよ

うである。

経山は、徳川将軍の儒官であるとともに、自ら自宅で弟子を教える学者でもあった。

羅山の本宅は神田にあったが、 1630年には将軍家光より5.353坪の土地と金2百両を
t.ø~向か

与えられて、上野忍n:に別荘および書原・塾舎を建てた。幕府が儒教を普及させよ

うとした羅山の私塾に対して援助を与えたことは、朱子学を正学として奨励しようと

したのではなしただ羅山自身への補助であったらしい。なぜならば、この私塾は林

家のものであって、幕府(公)立の教育施設ではないからである。しかし、その翌々

(1632)年に徳川義直の援助により、孔子をまつる中国風の重量廟を建立した。ちな
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聖堂絵図狩野素光(画像2)

みに、義直はこれより先、名古屋城内に聖堂をつくっていた。

これらのことは、堀のいうように、 「儒学の正系が朱子学にあることを示そうとし

たもので、朱子学の官学化をさらに進めたといえる。J(11)のであろう。ちなみに、義

直は自らこの建築を「先聖殿」と呼んだが世人はこれを忍丘の孔子堂と呼んだ。

この先聖殿は小さな堂であったが、林家の私塾に附属した私的な施設であったにも

かかわらず幕府の費用で1661年に大きな堂に改築された。(12)

忍丘時代の林私塾は、あくまでも林家がその門人を儒者として養成する私的な機関

であり、幕府の文教関係事業には協力するものの幕臣一般を教育するという機能はな

かった。やがて事業に伴って塾内には幕府の修史局が設置された。必要とされる人件

費、文献資料、物資などは幕府の官給であったため、林私塾はもはや公的な機関の相

を呈し、そのまま塾に官費の学生が置かれるようになった。

五代将軍綱吉は非常に儒学に肩入れし、たびたび(合計16回)孔子廟を訪れたこ

とから、子L子廟を公的な施設として整備し、規模を拡張することになった。幕府は湯

島の地を選んで、学寮や付属舎を含めた新聖堂の建築を始めた。 1797年12月に聖堂

および林私塾は幕府に収公されて、以後は「昌平坂学問所」と称して、 「聖堂」とは

そのー施設としての「大成殿」の部分をさすこととなった。

それ以降「幕府の教学の中心として、また当時の最高学府として隆盛となるととも

に藩校の教員養成の機能をも果たしていたといえる。}悶

昌平坂学問所は、幕府の文教センターとして成立されてから、明治元(1868)年

までの約70年間、多くの武士が学んだ場である。学校として、地方から大勢の留学

生を集める一方、各藩校への影響も強く、 「近世における大学として栄えたものであ
るJ0 (14) 

全面的に幕府の官学校となる以前には、林私塾は「公開講座」を提供していた。す
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なわち、正式な門人でない人々のため、講座を聞いて、庶民や百姓を問わず聴講を認

めたのである。また、国中のどんな階層の門弟であろうと迎え入れていたが、 1798

年になると、ついに幕臣や御家人だけとされ、藩士、浪人、庶民などの入学ははっき

り禁止されるようになった。

幕府の崩壊とともに、目平坂学問所は明治新政府に接収され、文教関係のいろいろ

な施設として使われた。たとえば、明治元(1868)年には、昌平坂学問所を「昌平

校」、医学所を「医学校」、開成所を「開成学校」と改称した。翌年に新政府は、これ

らの学校を母体にし、これを総合して大学の創設を計画したのである。このことにつ

いて、文部省が「この大学創設計画は、昌平校を大学校の本校(国漢学部)とし、こ

れに開成学校(洋学部)、医学校(医学部)をあわせて総合大学を設置する構想であ

る・・・・省略・・・・同年(明治2-1869一年)には大学校を「大学」と改称され

た。」と述べている(15)。ここでいう「大学」とは、「東京帝国大学」のことである。

すなわち、現在の東京大学の誕生である。

さらに、明治4(1871)年には、文部省が構内に設置されて、明治5(1872)年、

「学制」公布前の5月、東京に「官立東京師範学校」が学問所跡に設置された。東京

師範学校は明治10(1877)年には「官立高等師範学校」に昇格し、教員養成の頂点

に位置した。また、明治7(1874)年には官立の「女子師範学校」が隣接して設置さ

れていたが、こちらは同23(1890)年に「女子高等師範学校」となった。両校はそ

れぞれ現在の筑波大学、お茶の水女子大学へと発展した。

このように、旧国平坂学問所跡は、明治時代になってからも一貫して文教に役立て

られているのである。

湯島聖堂全景(画像3)

3.羅山の生涯学習的な活動

このように、羅山の教育活動には現在の視点からみても、実践上で次のような生涯

学習的な特性があったといえよう。
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①誰にでも学習機会を挺供したこと

上記のように、林家の家塾が全面的に官立学校にされる以前に、羅山は、自らその

自宅で門人を教える学者でもあった。最初のころその門弟たちは武士のみであったが

徐々にあらゆる社会階級にまたがる塾生を受け入れたことは事実である。

当時の封建中士会の規則を考えると、やはり林羅山はその時代を超えた考え方をみせ

たに違いない。少なくとも、門弟の社会階層を関わないということが大変勇気の必要

な行動であった。なぜならば、周知のように、社会階級関の交流に対して幕府の厳し

い取り締まりがあったからである。したがって、羅山のこのような“誰にでも学習機

会を提供したこと"は、日本の生涯学習実践活動の歴史のなかで、はじめての試みで

あったといえるのではないかと思われる。

②公開講座を利用したこと

林私費量の正式な門書3でない人々のために羅山は、決められた時間に聴講を許した。

羅山は全国のどんな階層の門弟であろうと迎え入れたのである。このような機会に、

儒学の普及に全力をあげたといってよかろう。

このようにみてくると、現代の観点からでも、経111は日本での初の「公閣議l'l'.J を

開いたということを認めなければならないだろう。また、全国の聴講者が集まったこ

とにより、地域社会を超えた教育活動を行ったということになろう。そして、できる

だけ多くの人々のために講座を開放したことにより、学習活動の自由化・普及に大き

な貢献をしたといえよう。

以上であるが、このように羅山は、少なくとも上記のことに関しては、現在の生涯

学習の考え方に通じる点を先取りするような先駆性があったといえようロ当然のこと

であるが、ここであげている上記の2点だけで通じることはない可能性が十分にある

と考えられるが、筆者の調べた限りでは、これらの点のみ確証できるものである。こ

れは、残念なことであるが、羅山と林私費量の教育方法についてはいまだ正確な研究が

ないため、これについて述べることは適切ではないと考えている。
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ABSTRACT 

官le国首versitystudent d'Oesn't have an 'Objective image f'Or tbe self， and 

have g'O'Od c'Onsiderati'On in th邑 c'Onversati'On betw官官n 血epers'On 'Of tbe 

畳rstmeeting and tbe pers'On wh'O has n'Ot sp'Oken s'O much. EspeciaIIy， tbe 

interpers'Onal relationship in也君 universityIife is diversified by tbe scale 'Of 

the university， the m勾orfaculty， and tbe scene such as circles. Therefore， 
ther日 isno intimate 0廿lerparty witb whom it can consult about puzzled 

and the une呂田ness caused 仕om 位leenvironmental tra1lsforrnation. It can 

be said that this is a cause of giving impetus to the reduced intimacy in 

people's relationships. 

It was thought that the experience ofせleinterp日rsonaIrelationship-making 

was effective as tbe m巴ansCOIT日spondingto such a current state. 

Then， w巴 gradually did the exercise of the p芭ncil，畠nd tried th巴

interpersonal relationship-making. 

As a result， it was sug富est百d to buiId a prefer畠ble interpersonal 

relationship by improving tbe self-affirmative feeIing， and deepening the 
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i置はじめに

大学生を取り巻く現代社会では、 l高度情報化が進むことにより人間関係の希薄化や

コミュニケーション能力の低下など様々な問題が指摘されている。さらにインターネ

?トや携帯電話の普及から相手の顔を見なくても話ができるようになり、直接会って

話すことに苦手意識を感じる学生も増えてきている。こうした社会状況の変化と意思

伝達方法の変化が人間関係にも影響与え、意思の疎通がうまくいかないことに悩んだ

り、人間関係に起悶するストレスを蓄積したりする学生が増加している。ぞれと同時

に、学生個人の生活環境も一変し、一人暮らしや寮生活を始める学生も少なくなく、

環境への適応と新たな友だちとの出会いにより多くの学生は、この環境の変化に戸惑

いを感じ不安を抱くようになる。しかし、大学生活を始めたばかりでは、その悩みや

j思いを周りにいる友だちに気軽に相談することは、とても難しいことである。このよ

うな状況から、人間関係をうまくつくれない学生の中には引きこもちゃ不数校傾向、

アルパイトに集中するなど、大学の授業に参加できない・参加しない学生も現れ、児

童生徒の時期に生じていた問題行動等が再発し新たな課題となっている。

最近の大学生の人間関係について堀川・柴田 (2006)は、「友人との間で自己開示

を求めていながらも、円滑な人間関係を維持することに重点を掻いているため、葛藤

は避けた方が良い、自分の意見や不満は言わない方が良い」と思って、その特徴とし

て「他者に対して、『配慮』したり『遠慮』したりして、他者との対立を避ける傾向が

ある』と述べている。さらに、山田 (2003)は葛藤や札機を問避するために、親や

教師、友人等の身近な他者から与えられたイメ}ジに沿うような行動をとろうとする

大学生の姿を明らかにした。また、岡田(2007)は、大学生の付き合い方を次のように

パターン化した。①群れ思考群{深刻jさを避け、楽しさを求め、友人といつも一緒に

いようとするグル』プ、他者の視線や評価を気にしながら生活する)、②関係回避群

(当たり障りのない会話で済ませ、友だちとの内面的なかかわりを避ける傾向のグル

}プ、お互いに傷つけあうことが無いように互いの内面をさらけ出すような深い付き

合いを避ける}、③個別関係群{友だちと個別で深い付き合いを求める傾向のグルー

プ、 必部の限られた友人関係にとどまることで、社会との関わりに出て行かない)と

述べている。

「友だちJがいることで、大学生活が楽しくなり、嫌なことへの耐性も生まれてく

るが、今日のように核家族化や少子化が進み、多くの子どもたちは駁られた狭い人間

関係の中で育ってきているため、自分の気持ちをうまく相手に伝えることや相手の気

持ちを考えて行動することなどが苦手とする学生が増えてきている。そのため他人に

対して思いやりがなく、自己中心的な部分が強い学生や、否定的な思い込みから自己

効力感が低いためうまく友人関係を結べない学生もいる。

村山 (2001)は、「大学生を発達的にみると、大学時代は心身ともに親への依存か
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ら自立に向けた活動を開始する時期である。そのため、学生の多くがアイデンティテ

イの確立を模索している 1}。」と述べている。大学に入学当初の学生は客観的な自分

のイメ}ジを持っておらず、初対面の人ゃあまり話したことのない人との会話に苦手

意識をもつことが多い。また、高等学校までは学級という集団に対する帰属感が強か

ったが、大学に学級はない。サークルに入る、部活動をするなど、自らが積極的に人

と関わろうとしなければ、人間関係を作る機会は極端に少なくなる。今日の大学生に

はそのような積極性は見られず、学生同士の間に関係の希薄化を感じる。実際に4年

開閉じ大学・学科にいても、 「名前を知らない人がいる」、「顔は知っているけれど、

話したことはない人がたくさんいる」という話はよく耳にする。その心理的な背景と

して面高 (2008)は、「彼らの自己評価は他者の制面によって揺らぎやすく、『自分

でどうありたいか』よりも『他者は自分にどうあって欲しいのだろうか』を優先し、

他者の求められる役割を取り続ける。」と述べている。

大学入学後の学生は、自己をありのままに表現することが苦手で、人間関係づくり

を積極的に行うことに困難を感じている。そこで、大学の授業の中で自己表現や自己

開示を行い、自己理解を深め他者理解と信頼関係が築けるような人間関係性づくちを

体験型学習で行うことが有効であると考え、その方法として、構成的グループ・エン

カウンターを活用することにした。

「グル}プ・エンカウンターの日本への導入は、 Rog巴胞の来訪者中心療法の人間観、

治療論を背景にした、いわゆるBasicEncounter Groupを、畠瀬が1970年に実施し

たのか強まりであるJ (野島 1宮92)が述べている。 rB邸 icEncounter Groupや非

構成的グループ・エンカウンターは、自己成長の信頼にもとづき、治療者が来談者自

らの気づきを促進するための共感的対応と許容的環境を提供することが一義的に重要

である」とRog日開は述べている。

そこで国分(1992)は、エクササイズを組み込んだプログラムに沿って進める

r構成的グループ・エンカウンター (Structured Group Encount位、以後は SG

E と略記)~を創始した。 SGEについて国分は、 rSGEは、メンバー間のワレーシヨン

を高め、自己開示、他社珂解ができるようになるためのエクササイズを中心に、セッ

シヨンが組まれている。グループリーダーは、エクササイズの実施をリードし、必要

であればリーダー自らが自己開示し、エクササイズへの取り組みが消極的なメンパー

には直面化させるなどの主導性が求められる。」と述べている。さらに片野(2003)は、

rSGEは、ふれ合いと自己発見を通して、参加者の行動変容を目標とした集中的グル

ープ体験のことである。」と述べている。

SEGは、エクササイズを還して自己発見や自己変容を行う体験型セッシ誼ンである

ため、本来、合宿形式でセッシ百ンを構成的に行うことが基本とされている。この

「構成的」という性質から比較的容易に行えるため、近年、児童生徒の教育活動や教
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職員の研修場面でも多〈取り入れられている。特に小学校や中学校では、授業時間の

中で継続的に行われることが多く、学期や年闘を通して継続的・段階的に実施してい

る学校もある。

ところが授業時間の中で実施する場合、参加者は自発的に参加するのではなく、授

業の A 環として半強制的に参加し「させられている」と感じている者や、「やりたく

ない」と思っている者もいる。これを研修型とした平山ら(1999)ベーシックエン

カウンタ}グループは、参加者のモチベ}ションの低さや既知集団での実施、参加者

が「やらされる』という感覚を持つことによって生じる不安や抵抗感などの理由から

グループが深まりにくいことを指摘している。関分(1992) も大学授業のSGE実践

において、参加者のモチベーションの低さによるしらけムードや傷つき、ベアリング

の発生、レディネスの低きや授業に対する抵抗感などの問題点が見出されたと報告し

ている。

そこで本研究では、議護教諭を目指し養護教育科へ入学した新入生に対して、大学

の授業時間の中でSGBを通して、体験理学習をさせることにより人間関係づくちに役

立てることができると考えた。さらに児童生徒と向き合い、人の心を教育する立場の

養護教諭を目指しているので、コミュニケーシヨン能力を身につけることや相手を受

け入れる姿勢をもつことは非常に大切なことであり、職務 k必要不可欠である。本研

究で、 SGBを通した人間関係性づくりの技法を主体としたエクササイズを段階的に行

うことで、自己肯定感を高め、他者理解を深めることができ、ひいては人間関係も柔

軟に行えるようになるのではないかと考え、実践し検討することした。

11.巳方法

1.対象

本研究の対象者は、 A短期大学に在籍し養護教諭を目指すI年生の女子学生60名で、

大学 1年生の前期講義科目の中でSGEを取り入れた授業を受講した学生である。

対象学生の状況は、九州全域からA短期大学に入学しており、祭生活や A人暮らし

の学生が約六割であった。年齢構成は、 18歳52名、 19歳6名、 37歳l名、 41歳1名の

合計60名であり、社会人学生が2名含まれている。調査対象は 3図のエクササイズに

全て参加した52名で分析を行った。

SGEを取与入れた授業は教員がリーダ}となり、サブリーダーに専攻科2年生(教

員の指導のもと)の学生1名とで行われた。この教員は、これまで、小・中学校の児

童量生徒、小・中学校に勤務している教員や保護者、大学の学生などに実施経験lがあ号、

SGEに関するワークシ 3 "Jプにも参加緩験を有している。今回指導をしている専攻科

の学生は、 SG廷に関するワークシヨ 7プに参加経験はないが、教員の指導の下にエク

ササイズの進行役も務めた。
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2.実施期間

1回目平成22年4月28日、 2回目平成22年5月26日、 3回目平成22年6月23日の合

計3回実施した。

3.方法

授業中に学生へ、 SGEの趣旨や内容を説明しエクササイズへの参加を呼びかけた。

このSGEは、強制的に参加するものではないことを説明し、参加する意思がない、ま

たはエクササイズをしたくない場合は、不参加の意思表明をしてもよい事を伝えた。

ただし講義の一環として授業を行っているので、エクササイズに参加しない学生は指

導者の手伝いをするか見学をすることを条件とした。 3回実施されるエクササイズは

段階的に内容を深めて行き、毎回60分間のエクササイズを笑施した。

4.質問紙

各エタササイズの終了後に質問紙によ与実施した。第1回目は、事前調賓とし、活

動前に実施し、 2回目、 3回目は、活動終了後に行った。

(I) 自己校定意識尺度 (5段階評定)

平石(1990b)は、「自己肯定意識尺度とは、自己肯定性次元の個人系を、対自己

領域と対他者領域の2つに分けて測定するもの(全41項目)である。」と述べており、

村山 (2001)は、「対自己領域の下位成分は「自己受容 (4項目)Jr自己実現的態度

(7項目)Jr充実感 (8項目)J、対他者領域の下位成分は「自己閉鎖性・人間不信

(8項目)Jr自己表明・対人的積極性 (7項目)J r被評価意識・対人緊張 (7項

目)Jである。』と述べている。

質問項目を41項目とし、学生自身が5段階評定で自己評価を行った。

(2) 自意識尺度 (7段と階評定)

菅原(1関心は、「自意識尺度とは、自分自身にどの程度注意を向けやすいかの個

人差を測定するものであるりと述べていることから、質問項目は、公的自意識に関

する 11項目と私的自意識に関する 10項目を合わせ、 21項目を7段階評定で自己評価

した。

(3) 振りかえり調査

活動後の自己診断では、質問項目を記入しやすくするために 5段階評定の内容を作

成し、さらに感想は自由記述とした。

質問項目は、①楽しかったか② ためになったか③恥ずかしがらずに話す

ことができたか ④気付かなかった仲間の考えを知ることができたか ⑤ 心を開

いてみんなと接することができたか。とし、第3回目のエクササイズ終了後に実施す

る。①~⑤までの項目については、 5段階評定に自己の現在の様子をO印をつけ自己

評価する。
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⑥は、活動後の感想については自由記述とし、学生自身の感想を自由に書けるよう

にした。各エクササイズ通して体験した内容について、学生自身か感じたことを自由

に脅かせることにより、 5段階評定では表現できなかった学生自身の心の動きや感じ

たこと、発見したことなど自分自身の心の変容について自由に記載させた。

5 活動内容と流れ

本研究では、 SGEの活動を「出会う J r知り合う J r認め合う」の3部段階に構成し、

「出会う」の段階ではワレーションから自己理解へ、「知り合う」の段階では自己関

示から他者理解へ、「認め合う j の段階では互いを確認し認め合うことにより人間関

係性の深化と信頼体験ができるように組み立て実施した。

岡田・圏分(1995)は、学校教職員研修会で、参加者の意欲に及ぼすSGEの効果

研究において、エクササイズを決定する際に次のような原則を考え、その有効性を示

している。①どこでも誰にでもできるもの②道具・用具を用いないもの③成人を対象

とする④1セットは 15分を目安とする、全部で3セγ トとする⑤第2-l!'Yション以

降は、時間の調節ができるように、多めのエクササイズを用意する⑥ l人から 2人2

人から 4人と少人数から多人数へという組み合わせにする⑦抵抗を起こさせないため

に身体接触のないものからあるものへと実施する⑧人生を味わうことができるものを

必ず入れることと述べている， SGEの活動を構成する際には、これらのことを参考に

しながらエクササイズの選定を行った。

表 I エクササイズ内容

ヱクササイズ ねらい 内容

第 日レ}シ沼ンづくり 。あまり話したことの詰い学生関士のかかわ -自由にさ伝き回ってアイコンタタト、挨拶、
1 
回 りで軽い身体接触を留札心主体の緊張を 握手を今品とする
目

}まぐす。

グループ作り 。非言語Q)活動を過して、参加者のHレーシ
回最控に握手した人とペアになり、自己紹

升を 10秒間する(好幸記ことを言う〕

d出耳フh 
ョンを深め、集団の凝集性を向上させる。 -指示者の言う人教のグループをつくる

(3入、 7入、 10人嘩)

パースデー 。非言語コミュニケーシ百ンを遇して、事加
-声を出さずに誕生日順に並ぶ

チェーン 者自交流を深める。
(4月2日から4月1日まで).

じゃんけん列車 。いろんな瓦遣と集団で遊ぶ業しさを味わ -自由に歩き回り出会った人とじゃん吋んを

い、「入学Jという環境の変化へのとまどい し、負けた人部勝った人的肩に両手をやり、

を和らげる。 桂ろにつt;:がる。
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第 ベア作り 。エクササイズへの，t，理的低抗を和らげ、楽 出身県別に1列に並び、半分で分けて 2J刊

2 
しさから星参加意識を高める。 になったときに、隣になった人とベアにな

回目
る。

自己紹介 O自己関市をすることで、自分自身に気づき

知合りつ

誇りをもち、自己主張する力を身につける。 . ，名前、出身地、その県の良さ・特色・方言、

O自分をアピ-/レすることで、この集団の 好きなタイプ、部活についてなE、自分自

員であるという自覚を持つことができ、ク 身のことを短時間に紹介しあう。

ラスの員として有意義な学生生活部送れ

るようになる。

他己紹介 。友だちを知ること、他者に対する理解出深

まり、一人一人の人柄を認め合うことがで -全員で輸になり、自己紹介L.1tベアの人の

きるa 紹介在する

。自分は他人からどう底われているのかを知

ること部できる。

ブラインド O自分骨他人にゆだねる体験{日を閉じ対手

?オ}ク に寄り訴いながら歩く)視覚以外の感覚が -ベアで目隠しをする入、誘導する人世決め、

意議され、自分自身体や周りの環境 10対 廊下を揖< (途中で交代する)。

する新たな気付きを得ることができる。

。他者に対するいたわり、優しさを身につけ、

信頼関係を探める。

第 仲間を支えよう 。他者に身在任せることのむずかしさを体験 ー指示者の青う人教師グノレープをつくる

3 
する。信頼関燃を構築する。 (最耕的105、6人にする)。回

自 。他人に拒絶されることを体験する。 -グループ町中に1人で立ち、自をっぷり、

認JめうS、

。受付入れられる安心織を体感する。 拝されることから非常に不安を感じる。

-目をつぶる笹ろ向きに倒れる、まだもの事

く的手により支えられることを体感するむ

私は私が好きです。 O自分の肯定的な側面に自を向けられ、自己 -自分の好きなところをグループでI人ずつ

なぜならば を量しいつくしむことができる存在である 発表し骨う。

ことを自覚する。

素敵なあえt.1t""'- 。ふれあいを過して、語会加者向 bry公的な人 -グループ的人的素敵なところを脊き、全員

間関係を深める。 が書き轄わったら本人に渡す。

。ほめられることの心地よさを体験し、味わ Eんなこk封書いてあったか、全員の前で

い、さらに自分から他人をほめるは相手を 1人ずつ諸表する。

覇気づけることにつ者がることに気づく。
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111.結果及び考察

1 .自己肯定意識、自意識について

SGEを活用した体験学習は対象者数が60名であったが、欠損億などのあるデータ

を除外したため、データ分析は52名を対象とした。活動前(l回日比活動後(2・3回目

)に実施した 3回の調査で調査問に、尺度得点がどのような変化がみられるかを調べ

た。そこで、各聞に実施した調査の平均尺度得点および標準偏差を求め、それぞれに

ついて 1要因の分散分析を行った。さらに有意差があったものについては、 LSD法に

よる多重比較にかけ有意差の検討を行った。

表2 各国における各特性の平均値および標準備差

第 1回目 第2回目 第3回目

①自己受容 15.90 a 14.42 b 15.83 a 

(N=52) 3.11 3.83 2.81 

②自己実現的態度 25.48 24. 75 23.88 

(N=52) 4.87 4.62 5. 77 

③充実感 27.96 27.67 27.83 

(N=52) 6.39 6. 25 6.84 

④自己鰐鎖性・人間不信 15.90 b 18.52 a 18.19 a 

(N=52) 6.42 8. 13 7.64 

⑤自己表明・対人的積極性 23.42 22.9 23.4 

(N=52) 5.22 5.02 5 

<lt被評価意識・対人緊張 18.88 18.88 17.85 

(N=52) 6. 78 6.61 6.61 

cr公的自意識 49.33 a 47.67 ab 45.65 b 

(N=52) 9. 58 10.99 12.91 

③私的自意識 47.23 a 45.98 ab 44.44 b 

(N=52) 9.65 9.89 11. 02 

注 1 上段は平均値、下段は標準偏差を表す

注2:平均値の右横に記号が付いている特性については、分散分析後の多重比較の結

果、同じ記号が付いたものどうしの関には有意な差がみられなかったことを表す。

分散分析の結巣、 3回の調査問に有意な差がみられたのは、自己受容、自己閉鎖
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性・人間不信、公的自意識、私的自意識であった。

・図 Iの自己受容については、 F(2，153) =6.82、p<O.OIとなり、 2回目が他の

回よりも有意に低かった。 (p<O.OI) (図 1) 

・図2の自己閉鎖性・人間不信については、 F(2，153) =3.82、p<0.05となり、 I 

回目が他の回よりも有意に低かった。 (p<0.05) (図 2)

・図3の公的自意識については、 F(2，153) =4.01、p<0.05となり、 I回目が最も

高く、 3回目との聞に有意な差がみられた。 (p<0.05) (図 3)

・図4の私的自意識については、 F(2，153) =2.80、p<0.10となり、 I回目が最も

高く、 3回目との聞に有意な傾向がみられた。 (p<0.10) (図4)
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図 I 自己受容

図3 公的自意識
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2. 工クササイズ後の振り返り調査

(1) 自己評価
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図4 私的自意識

エクササイズ終了後の自己評価を、各項目について 5段階で、行った。その結果につ

いては、図5から図9に示した。

① エクササイズは楽しかったですか

第 1回目は、「とても楽しかったJ83.9% [""楽しかったJ 16.1 %であった。第2

回目は、「とても楽しかったJ71.2% [""楽しかったJ 25.4% [""どちらでもない」
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図5. エクササイズは楽しかったか

② エクササイズはためになりましたか

1.7% [""あまり楽しくな

かったJ 1.7%だったo

第 3回目は、「とても楽

しかったJ 69.5% [""楽

しかったJ 19.6% [""ど
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図6. エクササイズはためになったか

になったJ28.3% [""どちらでもないJ4.3%だ、った。

③ 恥ずかしがらずに話すことができましたか

ないJ 6.5%だった。第

2回目は「ためになっ

たJ 54.2% [""少しため

になったJ 33.9% [""ど

ちらでもないJ 10.2 % 

「あまりためにならなか

ったJ 1.7%だった。第

3回目は、 「ためになっ

たJ 67.4% [""少しため

第 I回目は「できたJ41.9% [""少しできたJ 19.4% [""どちらでもないJ 19.4% 

現害 1 (}司自 今も

開 2 回目 118.6% 今も

第 3 回目

O号色 20号も 40今ら 60号も 80号も 100今ら
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図7.恥ずかしがらずに話すことができたか

「あまりできなかった」

16.1 % [""全くできなか

ったJ 3.2%だった。第

2回目は「できた」

18.6% [""少しできた」

37.3 % [""どちらでもな

いJ 27.1% [""あまりで

きなかった J 11.9% 

「全くできなかった」

5.1 %だった。第 3回目

は「できたJ41.3% [""少しできたJ28.3% [""どちらでもないJ 10.9% [""あまりで
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⑤ 心を開いてみんなと接することができましたか

第 I回目は「できたJ48.4% r少しできたJ 32.3% rどちらでもないJ 16.1 % 

「全くできなかった」

3.2%だった。第2回目

は「できた J 47.4% 
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ったJ 1.7%だった。第
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たJ2.2%だった。
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楽しかった
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自分を見つめる機会が

あった
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図10.全体の振り返り調査5段階評価項目
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全体的な感想としては、①「エクササイズが楽しかったか・とても楽しかった」が

94.6%②「友だちが増えたと・少し増えたと思う J94.6%③「仲間との人間関係づく

りに効果がとてもあった・少しあったJ 91.1 %④「自分自身を見つめる機会があっ

た・少しあったJ72.1 %⑤「またやってみたいととても思う・少し思う J95.7%だ

った。

(2) 感想(自由記述}

活動後、参加者全員が「振り返り用紙」感想を書いた。毎回自分の考えを振ち返ち

ながら自由にその時の思いを書いていった。自由に記述のため文章の表現には個人差

がったので、短文でカテゴリー別に分類を試み、さらに言葉による表現と文字数で分

析した。

第 I回目は、回答総数は31名で、文章を最も多く書いている人は107字、少ない人

は8字で、平均文字数は41.0字だった。文章でポジティプな表現は、「楽しかった」

54.8% r話したことのない人と話せた、仲良くなれたJ22.6%だった。逆にネガテ

イプな表現は、「難しかったJ 16.1% r緊張した、恥ずかしかったJ6.4%であり、

その他に少数意見としては「自分の恩いをジェスチャーで表現できたのがすごい」

「もっと大勢の人数でしたら楽しそう J r自分も今後このような活動をしていきたい」

「プラインドウオークをすることで耳の関こえない人のことを深く考えた」などがあ

った。

第2凶日は、回答総数は59名、最も多く書いている人は222字、少ない人は9字で

あち、平均文字数は100.6字だった。文章でポジティプな表現は、「話したことのな

い人と話すことができたので知らない一面を知れてよかったJ 61.0% r楽しかっ

たJ35.6% rもっとみんなと仲良くなりたいJ 16.9%だった。文章でネガティプな

表現は、「目をつぶるのが怖かったJ32.3% r人見知りだから緊張したJ8.5% r人

に伝えるのが難しいJ5.1 %だった。その他の少数意見としては、「自己紹介はグルー

プより 2人の方が印象が強くなるJ r自己紹介より他己紹介のほうが印象に残るJ rエ

クササイズの趣旨がわからなかったJ r自の見えない人の気持ちがわかったJ r度胸だ

めしになった」など治宝あった。

第 3回目は、回答総数は51名、最も多く書いている人は188字、少ない人は9字で

あり、平均文字数は58.3字であった。文章でポジティプな表現は、「楽しかった、良

かったJ45.1 % r友達からの言葉が嬉しかったJ33.3% rみんなのことがもっと好

ぎになったJ5.9%であった。文章でネガティプな表現は、「耳むずかしかったJ 19.6 

% r緊張した、嫌だったJ 11.8% r自分の好きなところがないJ11.8%であった。

その他の少数意見としては、「他のクラスとも交流して学年全体の友だちのことが知

りたいJ rコミュニケーションの大切さを感じたJ rこの経験を養護教諭になって学校
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現場で役立てたいJ r子どもの好きそうな授業だった」などがあった。

IV.考察

1 .自己肯定意識尺度について

SGEによるエクササイズの効果性は、対人関係が深まり、受容的・理解約態度が増

し、自分自身の長所や短所を発見することができる。この考えから、 SGEによるエク

ササイズを 3問実施し、心理尺度調査の結果から、自己受容、自己実現的態度、充実

感、自己表明・対人的積極性は向上し、自己閉鎖性 a人間不信、被評価意識・対人緊

張は低下するのではないかという仮説の基に研究を行なっていった。その結果、有意

差が現われたのは自己受容と自己閉鎖性・人間不信であった。

自己受容については、第2回目結巣が第 I回目や第3回目の結巣と比較して、有意

に低かった。

これは、第2回目のエクササイズの内容が、自己紹介、他己紹介、ブラインドウォ

}クを行ったので「自己紹介では、自分を伝えることに難しさを感じた、自己紹介は

恥ずかししりなど、自分を表現することに抵抗があち自己開示が苦手な学生が多いと

考えられる。図7の「恥ずかしがらずに話せたか」という設問でも話せたと答えた学

生は、第2岡田が最も低かった。このことから、第2回目のエクササイズの内容が、

入学直後で、友だちと関係性を築くには時間が少なかったことや、信頼関係ができて

いない学生同士では自己開示に抵抗を感じたと考えられる。

しかし、その後の振り返り調査の自由記述では「話したことのない友だちと話すき

っかけとなったJ r友だちの新たな一面を発見できた」という感想を61.0%の学生が

書いており、自己開示には抵抗感はあったが、友だちは理解したいという思いがある

ことが分かり、信頼関係そ深めるための充実した時間になったといえる。さらに「今

まで、外見で人を判断していた自分に気づき反省したJ r人は見かけでは分からな

い」という気付きを深めた学生もいた。

自己受容につい第2回目より第3回目が有意に F高くなったのは、第3回目の「認め

合う」というエクササイズ「素敵なあなたへ」は、肯定的な人間関係を深める内容で

全員が真剣に友だちのことを考え、素敵な部分を見つけて表現しようとする姿勢が見

られた。感想では「今、精神的にきっかったので私のよい所を書いてくれた言葉にす

ごく感謝しているJ r友達の言葉に教われた」と感想に書いている学生もいた。この

体験を通して、 F自分の長所に日を向け、自分を認めることができるようになった』

という学生がいることもわかった。さらに、相手のことを褒めたり、思っていること

を素直に表現することで、相手の自毒事感情を高めることもできた。

しかし、「自分には好きなところがない」と感想に書いた学生が11.8%いたことか

ら、図5の結5誌でもわかるように、エクササイズは楽しかったと感じた学生が3回の
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中で最も低い値を示していた。

自己閉鎖性・人間不信については、第 1回目結巣が第2回目や第3回目の結果と比

較して、有意に低かった。その要因としては、エクササイズより、調査を行った時期

が関係していると考えられる。第l回目の結果が低かったのは、学生自身が大学に期

待感があり高校生の時のように人間関係がスムーズにいくというイメージを持って入

学してきたので、期待感や不安感はあったが、人間不信には至っていない。しかし、

第3回目が高くなったのは、入学してから 3カ月経ち、人間関係や個人の様子がわか

ってきたことから、相手に対して積極的になれずに不信につながっていったと考えら

れる。さらに人間不信が起こることにより自己閉鎖性も連鎖的に起こり、必然的に心

の状態も低下してくる。人間不信について水野は「専門学校生を対象に行った研究」

で、 4月より 7月の方が不信が高いという結果を報告していることや、天貝が「高校

1年生よりも高校2年生の方が不信得点が高い」ことを見出している。さらに、杉

原・天貝等は、 「中学校 I年生よりも 2年生の方が不信得点が高い。」ことも報告し

ている。これらのことから、人聞に対する不信感は、「周りの状況が見えてくる頃」

や「慣れが始まる頃」から起こり始める傾向がある。そのため入学時から徐々に高ま

る傾向があるといえる。

2. 自己意識尺度について

公的自己意識とは、自分の外見や他者に対する行動など、外から見える自己の側面

に注意を向ける程度の偶人差を示すものである 2)。公的自己意識が高い人は、意志が

弱〈、人に流されやすい傾向がある。今凶の結果では、第 1回目の結果が最も高く、

第3回目の結果との間に有意差がみられた。調査の結果、公的自己意識が低くなった

ということは、自己理解を深め、自分の意志を強く持つようになったといえる。図9

の結巣から、今回のエクササイズを通して自己開示ができた学生は 7割になり、自分

を表現することに慣れてきたことがわかった。

私的自己意識とは、自分の内面・気分など、外からは見えない自己の側面に注意を

向ける程度の個人差を示すものであるべ私的自己意識が高い人は、我が道を行くタ

イプの人が多く、自分に厳しい傾向がある。心理尺度調査の結果、第 l回目の結果が

最も高〈、第3岡田の結果との関に有意差がある傾向がみられた。調査の結果、私的

自己意識が低くなったということは、学生がエクササイズを通して、協調性を身につ

けることができたといえる。関8の結果から一連のエクササイズを通して、徐々に他

者理解が深まっていったことがわかった。

さらに、今回のエクササイズを遇して、自己開示ができるようになり他者理解が深

まったことから、人間関係性づくりができたと考えられる。
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3.全体の振り返りについて

全体の振与返り調査から、図10の結果をみてどの;項目も「当てはまる」と答えた

学生が80%以上であった。第1位に「エクササイズを通して仲間が増えたJ第2位に

「ヱクササイズは人間関係づくりに効果があったと思う」と答えていることから、学

生同士の関係性を深めるうえで効果伎があるといえる。また、図6の「エタササイズ

はためになったか」という設問で、 88%以上学生が、自分自身を高めることができ

たと感じている。

自由記述では「話したことのない人と話せたJ I楽しかったJ Iみんなのことを知る

ことができた』などポジティプな意見が多く、学生同士がふれあうことに喜びを感じ

ていたことや好意的に友だちを受け入れていることがわかった。

学生の様子から人前で話すことに苦手意識や緊張感はあったが、エクササイズに否

定的な意識は持っていないことがわかった。新たな意見として、「残念ながら新しい

友だちはできなかったJ I発表が嫌だったJ I発表のときに成績への評価をつけられて

いるようで、自由に発言できなかった」などの素直な意見もあり、自分の意見をはっ

きり相手に伝えることが友だちゃ教師との信頼関係の形成につながることが理解でき

たと考えられる。

v.結び

本研究の目的は、養護教諭を目指し養護教育科へ入学した新入生が、大学の授業時

間の中でSGEを通して、心の教育に活用できる技法を体得できることを目標に体験型

学習を取り入れたものである。児童生徒が生活をしている学校は、多種多様な問題が

日々発生している。そこで、心の居場所である保健室と、そこに勤務する養護教諭に

多くの問題が持ち込まれ、子どもたちは養護教諭の適切な対応を望んでいる。心の教

育を柱に、早期発見・早期対応ができ、 J基礎知識や資質が備わった向上心のある即戦

力になる養護教諭の養成は学校現場からの強い要望でもある。

本研究では、参加者の個人の意思にかかわらず、参加を義務づけられた強制約な体

験型SGEについての検証である。大津・出1::(2001)は、何となく周囲に合わせて参加

するのではなく、各人が能動的にエクササイズに取り組めるようにしないと変化は望

めない。と述べている。

今聞の検証から、入学時は、自分の意志が強く、周りの状況に流されないタイプの

学生でプライドが高く、他者との関わりを求めていない学生も多い集団であったが、

SGEを還して段階的なエクササイズを体験することによって、学生i司土がコミュニケ

ーションを図ることができるようなり人間関係も深まり、他者への支援もすることが

できるような集団へと変化していった。特に、他者への理解の深まちゃ自己開示がで

きるようになったことは、 SGEのエクササイズの活用により効巣があったといえる。
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また、 VTRに収録した 3回のエクササイズを検証した結巣、学生の感想やアンケ

}トの結巣では見えてこない個人や小グル}プの活動の様子や学生の表情、何気ない

動ぎの中に笑顔で話をしている姿が多くみられたことは興味深い。このことからも、

SGEを活用したエクササイズは効果があったといえる。

今後は長期的なエクササイズを構成し、学生のスキルアップやSGEの効果牲につい

てさらに研究を深めていきたい。
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ふりかえり用紙

学籍番号( } 氏名(

5:あてはまる 4:ややあてはまる 3 :どちらともいえない

2:ややあてはまらない 1 あてはまらない

①あなたは今日のエクササイズは楽しかったですか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

②今日のエクササイズはあなたのためになりましたか。

1 ・ 234・ 5

③あなたは自分が話すときは、恥ずかしがらずに話すことができましたか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

④あなたは今まで自分が気付かなかった仲間の考えを知ることができましたか。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

⑤あなたは心を開いてみんなと接することができましたかα

2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

⑥今日のエタササイズ全体を通して感じたことを何でも書いてください。
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会自分を見つめてみよう i

学籍番号(

<1>現在の自分について

5:あてはまる 4:どちらかといえばあてはまる 3:どちらともいえない

2:どちらかといえばあてはまらない 1 あてはまらない
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2 

①自分なりの個性を大切にしている.. .. 1 

②私には私なりの入金があってもいいと思う 1 

③自分の良いところも悪いところもありのままに

認めることができる e ・e ・e ・e ・a ・ 1 

④自分の個性を素直に受け入れている・・・ 1 

⑤自分の夢をかなえようと意欲に燃えてい・ I 

⑥情熱をもって何かに取り組んでいる・・・ 1 

⑦前向きの姿勢で物事に取り組んでい・・・ l 

⑧自分の良い闘を一生懸命伸ばそうとしている 1

@張り合いがあり、やる気が出ている・・・ 1 

⑮本当に自分のやりたいことが何なのか

わからない・

⑪自分には目標というものがない・・・・・ 1 

@生活がすごく楽しいと感じる・・・・・・ 1 

⑬わだかまりがなく、スカ?としてい a ・ 1

⑬充実感を感じる・・・・・・・・・・・・ 1 

⑮精神的に楽な気分である・・・・・・・・ l 

⑮自分の好きなことがやれていると思える・ l 

⑫自分はのびのびと生きていると感じる・・ 1 

⑬満足感がもてない・・・・・・・・・・・ 1 

⑫こころから楽しいと思える日がない・・・ 1 

⑫他人との関に墜をつくっている・・・・・ 1 

⑧人間関係をわずらわしいと感じる・・・・ 1 

⑫自分は他人に対してこころを閉ざしているよう

な気がする・・・・・・・・・・・・・・ 1 

⑫自分はひとりぼっちだと感じる a ・a ・ 1

⑧私は人を信用していないー・ー・ー・ー・ 1 

⑮友達と一緒にいてもどこかさびしく悲し・ 1 

⑫友達と話していても全然通じないので絶望

している・
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⑫他人に対して好意的になれない・ 2 3 4 5 

⑧相手に気を配りながらも自分の言いたいことを

言うことができる・・ 2 3 4 5 

⑫自分の納得のいくまで相手と話し合うように

している・ 1 2 3 4 5 

⑮疑問だと感じたらそれらを堂#と言える・ 1 2 3 4 5 

③友達と真剣に話し合う・ z 3 4 5 

⑧人前でもこだわりなく自由に感じたままを言う

ことができる・.事. 2 3 4 5 

⑧人前でもありのままの自分を出せる・ a ・ 2 3 4 5 

@自主的に友達に話しかけていく・ 1 2 3 4 5 

⑧人から何か言われていないか、変な目で見られて

いないかと気にしている・ 2 3 4 5 

⑧人に対して、自分のイメージを惑くしないかと

恐 れている・ e ・ 2 3 4 5 

⑨自分が他人の自にどう映るかを意識すると身動き

できなくなる・ 1 2 3 4 5 

⑧他人に自分の良いイメージだけを印象づけようと

Lている・ 2 3 4 5 

⑧無理に人に合わせようとしてきゅうくつな思いを

Lている・ 2 3 4 5 

⑩自分は他人よりおとっているかすぐれているかを

気にしている・・ l 2 3 4 5 

⑥人に気をつかいすぎてつかれる・ 2 3 4 5 

く 2>自分自身への注意の仕向け方について

1 全くあてはまらない 2 :あてはまらない 3 :ややあてはまらない

4:どちらともいえない 5 :ややあてはまる 6 :あてはまる

7:非常にあてはまる

①自分が他人にどう恩われているのか気になる 1 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

②世間体など気にならない・ ・a ・a ・1 2 • 3 • 4 5 • 6 ・7

③人に会う時、どんなふうにふるまえば良いのか

気になる・・ 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

③自分の発言を他人がどう受け取ったか気になる I 2 • 3 .4. 5 ・6 ・7

⑤人に見られていると、ついかっこうをつけて
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しまう・・・・ 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑥自分の容姿を気にするほうだ・. 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑦自分についてのうわさに関心がある・ 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑧人前で何かするとき、自分のしぐさや姿が

気になる・・ 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑨他人からの評価を考えながら行動する・・・ 1 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑬初対隔の人に、自分の印象を惑くしないように

気遣う 1 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑪人の自に映る自分の姿に心を配る・ ・1 2 • 3 ‘4 5 6 7 

⑫自分がどんな人聞か自覚しようと努めている 1 2 ・3 ・4 5 6 7 

⑬その時々の気持ちの動きを自分自身でっかんで

いたい・・・・・・・.. . . . . . . . . 1 2 3 ・4 5 ・6 ・7

⑬自分自身の内面のことには、あまり関心がない l 2 3 ・4 5 ・6 ・7

⑮自分が本当は何をしたいのか考えながら

行動する・・ 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑮ふと、 ‘歩離れた所から自分をながめてみる

こと古fある・ 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑫自分を反省してみることが多い・・・・・・ 1 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑬他人を見るように自分をながめてみることが

ある・・ 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑮しばしば、自分の心を理解しようとする・.1 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑫つねに、自分自身を見つめる自を忘れないよう

にしている・ 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7

⑫気分が変わると自分自身でそれを敏感に

感じ取る方だ・・・・ 1 2 ・3 ・4 5 ・6 ・7
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ABSTRACT 

In g朗自ral，the effect畠ndthe import加 ceof the smell are recogniz吋 in

recent years. And， the relaxation effect by tossed of出巴 smellabout th巴

room is described. 

Then， "Consciousness survey to aroma" was executed 出is time. Th巴

object executed出equ日stionnairesurvey to each of 100 schools by the 

random sampling for the school nurse who worked for出ejunior high 

school and the high school in A Prefec回reand second grader of protection 
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pedagogy Iife of脳 slearning. 

In the questionnaire， we asked if it is likely to in位。duce“aroma"into 

school life， into school nurse 0歯切 forinstance， and what problems exist 

in introducing aroma into school life. We analyzed and examined the result. 

Many ofせlestudents had the idea出at出eywant to take“aroma" into 

daily life. The opinions of school nurses divided into two:“1 positively 

thin永 aboutusing aroma at sむhoolnurse office etc." and “It is unnecessary 

for the school." 

The safety of aroma昌ndthe cost etc. of aroma went up the ex昌mination

problem. 

Key Words : Aroma， School nu児島 Schoolnurs芭 office，School Iife 
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はじめに

アロマはギルシャ諾で「香り」といわれ、古代から薫香や浸剤という形で宗教儀式

や医療用、化粧舟などに利用された。近年では香りの効果や重要性が A般に認識され、

部屋に寄りを取り入れる方法やアロマオイル(精油)での身体マッサージ等のリラク

ゼーション効能を推奨する本などが多く出版されている。病院等ではアロマセラピー

として精油を用いた治療法を補完・代替医療として用い、その結果を学会等で発表し

ている。

;本学では平成20年度「健康教育のカリキュラム開発に関する研究J (キャリア支援

音響.j，lr心とからだの美容学」のカリキュラム開発を中心として)の中で、希望する養

護教育科学生20名を対象にアロマオイルを用いて講義とハンド・フ 7ト'7':1サージ

を実施している。その結巣、参加した学生の多くがアロ?に輿味を示し、「ストレス

解消に効5誌があった」として大変好評であったことが著述されている。

養護教諭は子どもの健康管理者として仕事の質の向上に日々努力している。しかし、

学校現場では子どもの健康管理は健康増進、疾病予防活動から事故時の応急処置、子

どもの心の問題まで幅広く、様々な活動が求められている。子どもの環境の複雑ぎか

ら生じた健康問題解決に教育的配慮をしながら適切に対処しなければならない。特に

最近は身体的・精神的発達段階にある中学生や高校生に対しての「こころのケア」は

重要になってきている。そこで、前鴻の「ストレス解消に効果があった」として好評

であった「アロマ{香り )Jが「こころのケア』に利用できないかと考えた。古来、

日本では仏像の前で「香』を焚き、心を癒し、「香道」や「お線香J として「かお

り』を精神安定や癒しに利用してきた日本文化がある。現在、「アロマ(香り)Jは入

浴、洗濯剤、部屋等での「香り」、自分周の臭い袋、手紙や名剰に香りを焚く等「香

りを楽しむ生活Jが日本人の日常生活に浸透してきている。この「アロマ(香り )J

が養護教諭の予によって保健室などに取り入れられ、こころのケアの選択肢の一つに

ならないものかと考え、この調査研究に着手した。現在、保健室に取り入れた実践例

の報告は少しあるが、研究報告例は見当たらなかった。

今回は「アロマ(香り )J使用1:の意見や問題点を担握し、学校生活(保健室等)

への導入にはいかなる課題が存在するのか、それらを知る目的で意識調査に取り組ん

だ。

11 研究目的

学校の生徒に対して健康管理に「アロマ(香り)Jの導入を視野におき、次のこと

を研究目的とした。

1.議護教育科の学生の「アロマ(香り)Jに関する認識
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2.学校の養護教諭の「アロマ(香り)J に関する認識と学校生活に「アロマ(香

り)Jを導入する場合にどのような問題点が存在するのか、その問題点の分析と課

題を検討する。

111 研究方法

1 .調査方法

(l)養護教育科2年の学生58名を対象に下記のことを実施

学生同士でペアを組みアロマオイルを用いて足浴とハンド*フット 7 ';1サージの実

施。実施前に伺l臥位で血圧測定を行い、安静時の血圧を確認した。その後座位で足浴

を10分間行っている間にアロマオイルを用いてハンドマッサージを実施。足浴終了

後、仰臥位で15分間フ?ト 7 ';1サージを実施し、 7 ';1サージ終了後、仰臥位で血圧

測定を行い、血圧の変化をみた。すべて終了後、学生は実施後の感想等を質問票{表

1)に無記名で記入、ぞれを単純集計した。

実施期間は平成22年7月9日~平成22年7月13日

(剖 A県の中学校100校、高校100校を無作為抽出し、そこの保健室の養護教諭を対

象に自記式質問票(表討を作成し郵送した。回収した質問票を単純集計し、自由記

載の内容については、 KJ法でカテゴリー化し、養護教諭の意見を検討した。

実施期間は平成22年9月14日~平成22年9月初日

(表1) 主な質問(養護教育科 2年生)

1.香里 Jに関心がありますか

2.本日の実習・演習で「香りJはどうでしたか

3. 香り Jでロラックス効果はありましたか

4. 香り」のケアを授業で実施することについて

5. 香り」を生活に取り入れられるか

自 「香り」のケアで気をつけることはあ埋ますか

(表 2) 主な質問内容(養護教昔前)

1.アロマセラピーについて知っていますか

2.アロマセラピ}に興味はありますか

3. アロマセラピーを体験したことはありますか

4. アロマセラピーのリラックス効果の認識について

5 アロマセラピーの教育現場への導入について

6.安全性について

7.アロ?を導入する可能性について

8. アロマによるケアj を教育課程に組み込むことについて
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2.倫理的配慮

研究目的、公表については文書で説明し、質問援の回答は集計により個人が特定さ

れないこと、記入は無記名、回収は学生には箱を準備し、回答の自由を保障した。養

護教諭へは無作為で学校拍出、記入は無記名、郵送による「留め騒ぎ法」とした。

IV 調査結果

1園 「アロマオイル」による足浴、八ンド・フットマッサージの実施と感想

対象学生は58名、年齢は19才から23才迄の女性である。{表的に示すように香ち

に関心を示した学生は55名 (95%)であり、「アロマオイル」については53名 (91

%)が「良かった」と回答している。

「香り」でのリラ γ クス効巣を尋ねると「効巣があった」と回答したものが53人

(91 %)であり、リラックス効巣を実感していた。血圧の変化については、実施前

より血圧低下が31人 (53%)、逆に低血圧だった学生が上昇し安定したのがれ人

(36%)あった。実体験した結果、日常生活で「アロマ(香り}を使用Lたケア」

を実施することについては「おおいに実施したほうが良しりと回答している。「実施

したほうが良い理由」として複数回答で「リラックスできる」が最も多く 29入、つ

いで「楽しいJ 15入、「生活に活用できるJ5人であった。しかし、実施については

「気を付けたほうが良い点がある」として、学生58人中29人 (50%)が何らかの注

意点を指摘している。「気を付けたほうが良い理由」として「アレルギ一、皮膚の弱

い人、香ちのI轡好」など対象者に関することや「希釈J I香りの種類J I注意事項」な

どアロマオイルについての注意点を指摘していた。又、 3人の学生は授業として学ぶ

ことは賛成であるが、「アロマ{番号)Jに拒否臨おがあった。

(表 3) 学生数 58人 ( )は%

項目 l立し、 いいえ その他

「香りJへ関心 55 (95%) 3 (5%) 。
「香りでのリラックス効果 53 (91%) 1 (2%) 4(7%)記入なし 2名

「香りJを生活に取り入られるか 55 (95%) 3 (5%) 。

2園 A県の中学校、高校のアンケート調査結果

A県の高校100校、中学校100校を無作為で拙1引し、養護教諭を対象に学校生活に

アロ?を取り入れることに関する質問票を郵送し、回収した。その結果、有効回答は

中学校59校 (59%)、高校75校 (75%)であった。

回答者の年齢は(炎4)は40代が最も多く中学27人 (46%)、高校37人 (49%)で

あった。回答者の経験年数(表的を見てみると、中学校は21~30年が24人 (41
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%)と最も多く、 31年以上は13人 (22%)であった。高校は21-30年が25人

(34%)、11-20年が21人 (28%)であった。回答者の勤務年数の内、中学校37人

(63%)、高校詩人 (45%)と約半数が21年以上の濃かな勤務経験者の養護教諭で

あった。

(表 4) 中学校 高校

年齢 人数(覧) 人数(%)

20代 3 (5) 10 (13) 

30ft 12 (20) 12 (16) 

40 ft 27 (46) 37 (4事)

50代 16 (27) 13 (17) 

60代以上 1 (2) 3 (4) 

合計 59 (100) 75 (100) 

(表 5) 中学校 高校

経験年数 人数(%) 人数(%)

5年以 F 4(7) 11 (15) 

6~10 年 6(10) 9(12) 

11~20 年 12 (20) 21 (28) 

21~30 年 24(41) 25 (34) 

31年以上 13 (22) 自(11)

合計 5自(100) 74(100) 

*1名来記入

アンケート調査内容のうち、

1)アロマセラピー(表的について尋ねると「詳しく知っている」は中学校17%、

高校27%の田容があり、「あまり知らない・全く知らない」は中学校12%、高校9

%であり、どちらかというと高校の養護教諭のほうが詳しく知っていた。

2) iアロマ{香り )Jに関する興味については「大変興味がある』は中学27%、高

校32%である。「少しある」は中学64%、高校66%と大きな差はない。

3) iアロマ{香り )Jのリラックス効果(表7)については「あると認識」は中学校

37人 (61%)、高校65人 (87%)に対し「あると認めがたい・効果は疑問」は中

学校16人 (28%)、高校10人(14%)と中学校のほうが高かった。その他の6人

(10%)は意見の記述であった。
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4)学校で導入した経験は「ある」は中学校哲人(16%)、高校18人 (25%)と高校

では回答した人の4人に 1人が経験者であった。「ない・他校でも倒を見たことは

ない」は中学校34人 (60%)、高校41人 (58%)と半数以上が学校での「アロマ

セラピー』の経験はなかった。

5)今後の導入の可能性については「積極的に導入、または有効性・安全性などの穣

認ができれば導入」は中学48%、高校50%、「アロマの導入は必要ない」は中学

53%、高校49%、となり「今後のアロマセラピー導入については意見が約半分に

分かれていた。

{表的 中学校 両校

アロマセラピーについて 人数(%) 人数(%)

詳しく知っている 10 (17) 20 (27) 

テレピ・新開等で知っている 41(自由) 個 (64)

あまり知らない 7 (12) 7 (9) 

まったく知らない 1 (2) 。(0)
計 59 (100) 75 (100) 

(表 7) 中学 高校

リラックス効呆 人数{私) 人数(%)

あると認識 37 (62) 65 (87) 

客観的に認めがたい 8 (14) 5 (7) 

効果は疑問 B (14) 5 (7) 

その他 6 (10) 。(0)

合計 59 (100) 75 (100) 

6) iアロマ(幸寄り )J使用での安全性{客観的根拠)を尋ねると(表8)のように

「安全であると考える」は中学校9人(18%)、高校20人 (29%)、「安全か危険

か客観的根拠がなく不安」は中学校26人 (53%)、高校24人 (35%)と養護教諭

では「アロマ{番号 )Jについての客観的根拠のないことを不安だ、と意識する人

は多かった。

7) i香りを使用したケアの授業j には学生の91%が「おおいに賛成J と回答してい

る。養護教諭に「このような講義を養護教育科の教育課程に入れること」について

尋ねると「積極的に賛成」は中学校4人 (8%)、高校時人 (20%)、「有効性・安

全性の確認があれば賛成」は中学校22人 (46%)、高校27人 (45%)、でほぼ同じ

であった。「必要ない」は中学校22人 (46%)、高校21人 (32%)、という結巣で
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あった。

(表的 中学 高校

安全性(客観的根拠) 人数(%) 人数(%)

安全であると考える 9 (1畠} 20 (2由)

濃度により危険な場合もある 14 (29) 25 (36) 

客観的根拠なく不安 26 (53) 24 (35) 

合計 49 (100) 69 (100) 

3 学校生活に「アロマ〔香り)Jを取り入れることに関する意見

養護教諭が学校生活に「アロマ{香り )Jを導入する場合にどのような問題点と課

題が存在するかについては、養護教諭の自由記述に見て取れた。

養護教諭の多くが自由記述しており、その意見をKJ法で分類、カテゴリ}化して

みた。

1)中学校の場合(表的

「アロマ{寄り)Jについて、学校生活(保健室等)に取号いれることを問うと、

中学校では「アロマ(香ち)Jを「アロマ(臭い)J と表現した文章がほとんどであ

った。「アロマ{香り)Jを「良いにおい・惑いにおい」と分類した回答内容であっ

た。その内容を見ると、中学校では「臭い(におい)Jに敏感に反応する生徒が多

く、jt!j汗スプレー、香水などでn匿気、頭痛、くしゃみ、等を起こし、気分不良にな

るケースが多い。大人では「良いかおり」でも生徒にとっては「臭い」いう感覚を

持ち、中学生は自分の体臭や口臭等のにおいに敏感になっているので保健室導入は

無理である、という意見が多かった。

「アロマ(香り )Jの「安全性{客観的根拠)Jに関する意見は、高校では記述が

少なかったが、中学校では多かった。中学生の心身の発達段階に応じた「アロマ」

使用に関する研究の少なさが、「安全面の保障にはなっていない」という意見であ

った。中学校は生徒の生活指導商から表9に示すように、「かおりによる効果」よ

りも生活指導 kの問題点の方が出てくる可能性がある、という記述が多かった。学

校運営 kの予算確保にも困難がある、という記述も多かった。予算は保健室の「備

品整備』が優先され、「アロマ購入の予算確保は困難」とする記述や、「医学的にも

十分に効果が証明されておれば予算獲得もしやすいが現状では難しい」という意見

であった。しかし、一方で中学校の養護教諭は「アロマ」について体験した人が多

しまた中学校の養護部会で勉強会を実施してアロ?を学んでいる人もいた。
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(表盟〉

カテゴリー | 中学校

1. r7p'V'J について I.附いに敏感な生徒が多い

・においの好みに個人差がある

・制汗スプレーでも気分不良がある

-体臭、口臭など気にする年齢である

2.安全性 I .思春期の敏感な牛一徒について研究されていない

(客観的根拠について)I .安全性が確かなものでなければ責任が取れない

・研究があまりない

.医療機関で証明されてから使用する

3.保健室での使用 1・ fアロマJは自然の臭いではないので導入しない

(アロマ導入について) 1.不特定多数の生徒の出入り・利用がある

4‘教育上の問題

(生活指導等)

5.費用

・保健室と医療機関は別である

~ 100%の効呆がないので使用しない

.サロンイヒしては図る

・試したが個人差があり、難しい箇があった

・導入したくても教育的に認められない

・教育的な視点がわからない

-生徒がアロマ→香水と発想し、教室中に香水を振り、とん

でもないことになる

・学校はおしゃれする場所でないと指導している

・生徒指導部で問題があり、難しいと感じた

・未成年者である生徒は判断が未熟である

・予算面で難しい

・安価であれば実施してもよい

6.学校生活に取り入れ I• rアロマj でなく B'Jの形でケアを考える(職員数を増やす、

反対 | 専問機関との連携}

-個人的には使っているが、保健室では必要ない

・音楽・コラージュなど身体に影響のない方を取るべき

・現場での「アロマセラピ~は難しい

-疲れる等、生活そのものを見直す機会を作ることが先決

・保護者・生徒・地域は多様化しており、必要な的か

7‘学校生活に取り入れ I.地区の養護部会で勉強会をしている

賛成 I .女子生徒は比較的喜んで受け入れるのではないか

-個別面談の時に利用したい(個人議を認識〕導入積極派で
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ある

・どんどん広がったらよいと思う

・試月期間を設け、様子を見る必要がある

・よく理解した上で使用できる場合は取り入れてもよい

呂.時間的な余裕がない 1・保健室の訪蜜者が多く、その対応に追われ、ゆとりがない

2)高校の場合(表10)

高校では、回答のほとんどが「アロマ』は「香り」と表記され、「臭い」という

記述は見当たらなかった。しかし「アロマ(香与 )Jについては中学と同じく「香

りに敏感であ号、好みに個人差がある」という意見がほとんどであった。「香りが

嫌いな生徒」もいるという意見は1件あった。

「アロマ{香り)Jの使用に関連して「アレルギーがある」という記述は中学より

も多く見られた。保健震での「アロマ使用」に関しては生徒の出入りが多く、特定

の「香り」の使用はできない、と回答する人がほとんどであり、中学校と同じ結果

であった。ただし、高校では「カウンセワングルーム」があ号、そこでの使用は賛

成する養護教諭が多かった。実際、「カウンセリングルーム」で「かすかな干寄り」

を使用したという意見があった。特徴的なのは、高校では生徒自身が学関祭や生徒

保健委員会で「アロマ」に関する研究や発表会を開催している、ということであ号、

その為、養護教諭自身が「アロ'<"Jについて勉強をしている、ということであった。

「アロマ(番号)Jの講義・実習を養護教育科の教育課程に入れることについて尋

ねると「積極的に賛成」は高校12名 (20%)、中学4名 (8%)i必要ない」高校21

名 (32%)、中学22名 (46%) と高校で約3割、中学校は約5割が「必要ない』と

いうことで賛成していなかった。

「アロマ{香り)Jに関しては「予算獲得」が難しししかも「アロ?の管理が大

変である」という意見があった。養護教諭の活動は忙しし「アロマどころではな

い、手が回らない」といった養護教諭自身に、これ以上の余裕がないことを述べて

いた。

(表 10)

カテゴリー

1. rアロマ」について

2アレルギ}について

3保継室での使用

高校

・香りに敏感な生徒が多い

.香りの好みに偲人差がある

・制If剰などと混ざるのではないか

.アレルギ}の生徒がいる

・時量怠・呼吸器疾患の生徒が来室することがある

.保健室は出入りがおおい・不特定多数である



生涯学習研究センター紀要 第 1 6号 91 

-民間療法は取り入れられない

-教育の現場では無理

4・カウンセ自ングノレ]ム ーカウンセ芦ングノレ]ムなら良い

-カウンセリングノレームで使用するとよい

ー保健室以外で(他の部屋〕で本人が希望すれば使用してよい

5 文化祭等生後の取り組み -文化祭で取り組んだ

-生徒保健委員会で取り組み、発表した

日本学の教育課程での学び -選択科目なら良い

-大学で学習したことがある

陶まなぶことはいいこと

-知識の普及は費成

-大学で教えるのはおかしい

-紹介する程度ならばよい

7 費用 -荷価である

-予算が取れない

B 学校生活に取り入れ反対 -好みや体調の状況を考慮しての取り入れは難しい

-保健室ではできない(出入りが多い)、別事確保が難しい

-専門分野が遣う

-保健室はにおいのない状態にする

• rアロマjを使用した部屋で面談できなくなる

.1倒人差があるので

-苦手で使用する気がしない

-アロマだけを主張してとりいれるのは良くない

日個人的に取り入れ賛成 .1個人的には好きで取り入れている

-プライベートで使用

ー自分のためにお香を使っている

-アロマ検定 2級を持っている

-個人的に使用することには賛成

-個人的に興味がある、勉強したい

-地区で勉強会をしている

-教育現場に生かしたい

もっと活用したい

I血管理 陶アロ?の管理が大変である

-アロマをキャンドノレとして使用時は管理が大切

11 時間的余裕がない -アロマまで手が回らない

-アロマどころではない
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V 考察

1 .研究目的に述べている養護教育科学生の「アロマ(香り )Jの認識については、

今回の講義・実施を通じて、学生58人中、 55人 (95%)が関心を持ち、リラック

ス効果を実感し、「生活の中に取争入れられる」と回答していた。「アロマ{宅寄り)

を使用したケア」の実施については「おおいに実施したほうが良い」と回答し、

「アロマ(香り )Jについては肯定的な認識であることが分かった。しかし、講

義・実施については賛成していたが「アロマオイル」の番号が好きでない学生が3

人いた。今回の講義・実施では3種類のアロマオイルから学生自身が選択し、足浴、

ハンド・ブ?ト ""<'':1サ}ジのケアを実施した。「香り」は個人の嘆覚を刺激するも

のであり、「香り」の元となる芳香物質の薬理作用、使用目的などを十分に検討・

選択し、実施をしたが、学生に対しての事前調査において、さらなる配慮が必要で

あった。又、学生は講義・実施を通じてアロマ{香引の利点は認めているが「使

用上の注意点」についても体験できたと回答していた。前述しているように、わが

国では「アロマ(香IJ) J は日常生活の中に浸透してきている。従って、「アロマ

(寄与)Jに関する利点、問題点を認識できるように、今後もこの講義は継続して

いきたいと考えている。現在、「アロマ(香り )Jに関する病院等の臨床例はあるが、

学校での使用結果に関する報告側は少なし客観的根拠が乏しい状況である。「ア

ロマ』の講義については、学生のほとんどが賛成していたが、養護教諭は「必要な

い」中学校22人 (46%)、高校21人 (32%)、という結果であった。今後、「アロ

マ{番号 )J については、学生の職場である「学校J の動向にも注視しながら、学

生が正しい知識を修得できるように、「アロマ{香り )Jに関する客観的データを収

集し、推進していく必要がある。

2.養護教諭の「アロマ(香りわに関する認識について、まず「アロマセラピー」

は「テレピ・新聞などで知っている」が中学校69%、高校64%とメディアによる

情報が高かった。「詳しく知っている」と回答した人は中学校17%、高校27%で高

校の方が高かった。「詳しく知っている」と回答した人の理由として、高校の場合、

保健室の他にカウンセリングルームがあり、そこで「アロマ(香ち)Jを使用した

例があり、又、学閥祭で「アロマセラピー」について生徒の発表会がある等、養護

教諭が詳しく勉強をする機会が生じたと回答している内容が多かった。高校の場合

は、「カウンセリングル}ム」や高校牛白身が「アロマ{香り)Jに関心を示すなど、

養護教諭の環境の遣いが「認識」の差であった、と考えられる。

「アロマ(香り )J のワラックス効果については「あると認識J は中学校37人

(61 %)、高校65人 (87%)であ号、高校の方が高かった。過去、保健室で導入

した経験を尋ねると中学校9人(16%)、高校18人 (25%)であり、高校では回答

した人の4人に I人が体験者であった。しかし、今後の保健室への導入の可能性に
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関しては、「安全性、有効性の確認があれば導入」という回答が中学校48%、高校

50%であった。「アロマ」使用の安全性についての認識は、中学校では「客観的根

拠がなく不安」と回答する養護教諭が53%と高校の35%と比べ高かった。ある種

の芳脊成分は体内に入札そこで何らかの作用を及ぼすことは実験結果で示されて

いるが、「アロマ{香り)Jの人に対する効果が科学的にすべて解明されている段階

とは言えない。中学生は身体的に最も著しい「成長スパート」の時期であり、養護

教諭は生徒への「アロマ{香り)Jの使用に慎重にならざるを得ないと考えられる。

「アロマ(香り)Jの実践例の研究報告は病院等で多く報告され、その有効性が検

討されている。中学校、高校の場合は養護教諭の使用例も少なしその為、研究報

告が少ない実情がある。学校生活(保健室等)の導入には、今後どのような方法で

研究報告側を増やし、安全性、有効性の検討ができるのかの検討が必要である。

今回の中学校と高校の自由記述による調査結巣で、大きな特徴は養護教諭間での

「アロマ(番号)Jに関する表記の遠いであった。高校では「高校生のアロ?とは

香り(匂い}としての認識」とした回答であったが、中学では「中学生のアロ?と

は臭いとしての認識」という回答がほとんどであった。中学校では「かおり」を

「臭しりととらえる生徒が多く、自分自身の体臭、口臭等に敏感になって、それに

対処する生徒自身が制汗スプレー、香水などで眠気、頭痛、くしゃみ、等を起こし、

気分不良になるケースが多い、ということであった。大人では「良いかおり」でも

中学校の生徒にとっては「臭い」いう感覚を持つため、「保健室導入は無理であ

る」という意見が多かった。又、中学生の場合、「香り』は「化粧品」と同じ感覚

になり、「香り』の持参を認めると中学校生活での「香りの使用状況に歯止めがか

からなくなる」、と回答した養護教諭が中学校で多かった。中学校と高校では各生

徒の身体的、精神的発達段階の違いがあり、それに応じた教育的な生活指導が必要

となる。高校及び中学校の養護教諭の「アロマ{香り )Jについて過去の適切な対

応が、このよう表記の遼いとして調査結巣に現れたものと考えられる。

養護教諭を対象に身体的・精神的発達段階にある中学生や高校生の「こころのケ

ア」の選択肢の A っとして、保健室での「アロマ(脊り)Jの使用を調査したが、

学校では予算獲得の困難性と養護教諭自身の多忙さもあった。保健室での「アロマ

製品」管理も困難であり、養護教諭自身、「アロマ{香り)Jを使用するなどの余裕

はない、という意見が多かった。さらに、「アロマ{香り)についての安全性」に

ついての認識を問うと、「客観的根拠がなく不安J I濃度による危険性がある」との

回答を合わせると中学校88%、高校71%であった。結果として「アロマ{香り )J

の導入について、中学校の53%、高校の4自%が「必要なしりという回答であった。

学校生活(保健室等)での「アロマ(香り)Jの使用については、調査結果とし

て中学校、高校、それぞれ課題の多いことが示された。
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IV まとめ

1. r養護教育科の学生 (2年生)Jは「アロマ{香りわに95%が関心を持ち、リラ

ァクス効果があり、日常生活に導入できると考えている。また、「アロマ(脊り)J

に対する個人美や使用上の注意等などに十分配慮することを「講義等」で認識でき

たと答えていた。

2. rアロマセラピー」について、養護教諭は「テレビ・新聞などでの知識」を得て

いる人が多い。しかし、養護部会等で積極的に学習している人もいた。

3. 中学校では「アロマ(香り)Jを「臭い」ととらえ、生徒は自分自身の体臭、口

臭等に敏感になっており、 「アロマ(香り)Jを保健室に導入するのは無理である

という意見が多かった。

4 rアロマ(香り )Jの使用について、特に中学校では「安全性{客観的根拠)Jを

指摘する人が多かった。中学生の心身発達段階に応じた研究が少なし安全面の保

障になっていないという意見があった。

5. 高校では「アロマ{香り)J を「匂いJ ととらえた回答が多かったロ高校では

「カウンセリングルーム」、「学嵐祭」や「生徒保健委員会」を利用して「アロ

マ」について勉強する機会があり、生徒の関心は高いようであった。

6.学校では「アロマ(香り )Jに対しての予算獲得や管理が顕難であり、養護教諭

自身、「アロマj を使用するなどの余栴はない、という意見が多かった。

7.高校では「アロマ(香り )Jについて関心は高いが、好みに偶人差があり、番号

に敏感な入、香与が嫌いな入、アレルギ}の人等がか在することを十分に認識し、

注意する必要がある、という凶答が多かった。

9. rアロマ(香り )Jの保健室主導入について、中学校の53%、高校の49%が「必要

ない」という結巣であった。

V 終わりに

「かおり」の使用は必ずしも 100%、満足した良い結果をもたらすものではないと

記述されている。一般に「アロマセラピーは花や木など、植物に由来する芳香成分を

用いて、心身の健康や美容を推進する技術もしくは行為」とされている。日本では

「アロマオイル』は薬事法に規定する医薬品の許可を受けていない。医師が使用する

場合を除いて治療等の目的で人体には使用できない状混である。今回、学校医と連携

を取って「アロマ(香り )Jを利用して健康問題解決できないかと考え、その調査を

実施したが、養護教諭にとっては、「アロマ(香り )Jの研究報告の例が少なし科学

的根拠のないこと、予算確保の困難性や多忙等の理由がおおくあり、まずはこれらの

問題解決が必要であることが分かった。
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今回の調査でご協力いただいた学生、養護教諭の皆様に感謝申し上げます。
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運動観察と運動指導
一動きのかたちの意味をとらえる一

演崎裕介

九州共立大学スポ}ツ学部スポ}ツ学科助手

キーワード:運動観察・運動指導・擦械巡動

Observations and instructions of臨 ovement
-to interpret臨eform of human movement-

Yusuk思 HAMASAKI

Research Associate， Depar1Inent of Sports Science， Faculty of Sports Science 

Kyushu Kyoritsu University 

ABSTRACT 

The purpose of this study was to provide phenomenological and 

an血ropological 血eory that insむuctor呂田hould understand when teaching 

spo抗s.

lt is a r明日ired competence for instructors to instruct movement with 

sensually suitable advices. Instructors should carefully observe present 

leamer's movement 加 d analyze the meaning of movement form. Namely， 

they must consider not only information ohtained from ohservation of位1e

outside form of movement， hut 出eymust also consid日rthe HUSSERL's 

meaning of -.Kinasthぜに(intensionas internal process of the leamer) for each 

leamer. Then the instructor can properly construct individual procedures of 

instruction for each leamer. 

In this study， the importance of proper interpretation of the meaning of 

leamer's movement w芭reshown. 

K邑yword: Ohservation . Instruction . Apparatus gymnastics 
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i置はじめに

今日の学校体育では、「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる」

(文部科学省， 2008， p.92)ことを目標として掲げている。生涯スポーツの基礎作

りという観点からわれわれ指導者には、運動の楽しさや喜びを味わわせるために、学

習者の発達の段階を考慮し、個に応じた指導の充実を図ることが求められている。生

涯にわたってスポ}ツを楽しむためには、そのスポーツ種目のもつ本質的特性や独自

の楽しさを体験する必要がある。

喜善械運動の教育的価値は、自らの身体の動かし方に意識を向ける努力をして「でき

ない』動き方を「できる」ようにするという点にある。つまり、新しい動き方を発生

させたり、動きの中でこれまでとは違った感じを体験するというところに器械運動の

函白さがある。

また、器械運動で学習する遂動の多くは非日常的な動ぎを特徴とする。日常的には

終験しない動き方を練習するので、運動経験の少ない幼児期や学童期の子どもは特に

どのように身体を動かせばよいのかわからない。また、「こんな感じでやってごら

ん」という指導者のアドバイスに対しても、「こんな」に当てはまる感じ自体を言葉

で理解することが難しい。そのため指導者は学習者の今の動き方(動きのかたち)を

観察し、今できそうな運動課題を個人の運動感覚i世界に合わせて設定し、新しい動き

方(動きのかたち)の発生へと導いていかなければならない。著書械運動の指導では特

に、動きの感じ、つまりコツをつかませるためのヱ夫が求められるのである。

本研究では、跳び箱運動における「開郷とび」の指導事例から、学習者にとっての

新しい動き方の感じをどのようにしてつかませ、動きの発生へと導いたのかを発生論

的運動学の立場(金子， 2005a， p.90-9めから検討する。そこから、運動指導の手願

を考える際の知見を提供することが本研究の目的である。

11.研究の立場

本研究は金子の提唱する発生論的運動学の立場から現象学的、人間学的視座で運動

分析を行う。金子は、身体運動の認識の違いに応じて、機械論的運動学と発生論的運

動学という二つの運動学が存在することを述べている{金子， 2005a， p. 74-90)。人

聞の身体運動をく物質的自然〉として対象化する機械論的な立場では、外部視点から

(客観的に}身体運動を見て、物理学的な物体運動として分析する。この機械論的な

立場では、身体運動を数学的に形式化して運動メカニズムを明らかにするため、学習

者の感覚は排除される。これに対して人間の身体運動をく生命的自然〉として扱う発

生論的な立場では、学習者の動く感じが分析の対象となる。つまり、発生論的な立場

では、主観的な体験世界による感覚的な遂動理論が問題とされる{金子， 2002， 
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p.28-30， 2005a， p.83-86， 2009， p.2-18)。

111. 指導事例

個に応じた指導を行うためには、指導対象の分析を行ったとで指導方法(指導手

順)の分析が行われなければならない。指導者は学習者の現在の動きの「かたち」か

ら目標とする動きの「かたちJ (指導目標像)を決定し、その問を埋めていく指導手

順を個別に考えていかなければならないのである。

ト学習者のプロフィールと指導計画

研究の対象となった学習者は、小学2年生の男子児童である。この学習者は7")ト

運動では、前転、後転、側方倒立回転などを、鉄棒では逆上がりや足かけ上がちなど

を習得しており、運動経験は同年代の子どもと比較しでも不足していることはないと

恩われる。

筆者はこの学習者に対する指導を平成21年S月5日から8月18日までの期間に、 l回

1時間の指導を合計6回行った。

(1)現状の担握

指導1日自の段階では、横置き4段{高さ約80cm)の跳び箱において学習者は着手し

てからでないと踏切りを行えず、着手後も跳び箱をかわすようにして越えることがよ

うやくできるというレベルである{関1)。また、踏切りでは膝を深く曲げ過ぎて助走

の勢いを止めてしまう o 指導1日目では、「着手してから踏切る」、「腕を支点とした

体重移動によって跳び箱を越す」という動きが特徴であった。このような動き方は、

跳び箱運動の初心者にはよくみられる運動徴表である。

また、縦置き4段{長さ約100cm)の跳び箱においても、着手と踏切りをほぼ同時に

行っており、着手面を強く押し放すような動きは見られなかった(図2)。学習者は、

跳び箱上に手を着いた姿勢から開脚とぴ下りを行うと、腕で跳び箱を押し放すことが

でき、腕立て支持臥でも腕によるジャンプができる。つまり、手を着いて始めから体

重が腕にかかっている場合には、「腕で着手面を押し放してジャンプする」ことがで

きる。しかし、足→手という体重移動の際に空中局面が現れる{身体が投げ出される}

場合には、着手は支え機能しか果たすことができず、「腕での押し放し」が非常に弱

くなる。つまり、学習者はその場合の跳ね返しの動感を持ち合わせていない。学習者

は着地技能には問題はなく、跳び箱上からかなり速くに跳ぴ下りた時でも、膝を柔ら

かく使って体全体で衝撃を吸収しながら安全に着地することができるロ
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しているが、着手面を一気に

押し放してジャンプすること

図 2 指導 1日目の開脚とび(縦置き) +-

(2) 学習展開の順序

金子は跳び箱運動の基礎技能を「助走踏切り基礎技能」、「着手基礎技能」、「着地

基礎技能」としてまとめ、学習展開の順序としては着地の基礎技能から逆行していく

ことを勧めている(金子， 1996， p.86)。それは、着地ができなければ着手を思い切

り行うことはできないし、着手をうまく機能させられなければ踏切りを強く行うこと

はできないというように、次に起こることが「できる」状態になければ、身体が拒否

反応を起こして運動を中断してしまうからである。

この学習者は、着地の技能自体に問題は見られなかった。「助走踏切り技能」に関
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しでも修正すべき点はあるが、着手によって安全に自分の身体を支配できるようにな

ることを優先し、助走や踏切りはそのあとに改善していく方がよいと判断した。

2 指導目標の設定

今回の指導では、「着手してから踏切る」、「腕を支点とした体重移動によって跳ぴ

箱を越す」という動き方を解消し、「身体を投げ出してから着手する」、「着手商を腕

で押し放す』、そして安全に足から着地できるという新しい動き方の動感発生を目標

とした。

3 指導実践

まずはじめは、外部視点から見て取れる学習者の動きの問題点から「踏切ってから

手をついてみなさい」、「跳び箱をもっと押してみなさしりという言葉かけを行った

が、学習者の動ぎに変化が現れる様子はなかった。また、いくつかの指導書で挙げら

れているように、踏切ってから着手を行わせるという目的で、跳び箱と踏切り板の間

隔を今までよりも広くしてみたが、学習者は踏切り板の上で立ち止まったり、非常に

弱く踏切って、跳び箱に手をついて動ぎを止めてしまうという実施が続いた。自身の

運動経過の問題点だけを指摘されても、この学習者はどんな感じでそう動けばよいの

かわからず、「できる」という気にはならなかったと思われる。さらに、跳び箱を前

にした学習者の表情は緊張しており、楽しみながら学習できるという雰関気ではなか

った。

そこで、どんな感じで動けばよいのかを学習者自身の身体で了解できるように、ま

ずは跳び箱を用いずに「身体を投げ出してから着手する感じ」、「着手面を腕で押し

放す感じ」をつかむためのアナロゴン割、経験できる予備運動を設定した。

(1)遂行条件の緩和による動感アナロゴンの蓄積

運動学習において、動ぎを部分に分けて、動きのポイントを身につけるための練習

を行うことがある。また、動感アナロゴンを蓄積するために、高きや材質・形状等の

条件を緩和することもよくある。

丸めた7 ':1ト(以下、ロールマットとする)を用いる藤智課題がいくつかの指導書に

おいて紹介されている{高橋， 1992， p.88多山川・佐藤， 1990， p.71，吉田・三木，

1996， p.183)o r恐怖心をとり除ける』という記載や、ただ予備運動の例示として記

載されてある場合が多いが、この練習の場において「何を学ばせたいのか」という視

点が必要となる。渡辺は、ロール7 ':1トであればく大丈夫〉という感じがでてきて第

一空中局面が大きくなる、というメリットを指摘している{吉田・三木， 1996， 

p.53)。つまり、柔らかい素材であるので、第一空中局面での身体の投げ出しを恐怖

感なく行えるのである。さらに、着手後にロール7 ':1トの上に座ることを課題とする

ことによって、着地を意識する必要がなくなるため着手に集中して思い切り行えると
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いうことも考えられる。跳び箱では尻をぶつけた際に痛みがあったり、嫌な感じがし

たりと、腕で着手面を押し放した後に乗るということを思い切り行いづらい。ロ}ル

マットならば、尻をぶつけても痛みはなしとぴ乗る際に'V!'Yトが衝撃を吸収してく

れる感じがいいのか、子どもは何度も何度も練習をする。このロールマットを用いた

練宵では、さらに以下のように三つの段階を設定して練習を進めていった。

表 1 設定した課題とその意図

1 .体重が腕にかかった状態から、着手面を腕で押し放してロールマットに関脚座

しゅロール'7';1トを腕で強く押し;放す感じとロ}ルマットならば身体をぶつけても痛

くないということを体験する

2.踏切って前に投げ出した身体を腕で支え、衝撃を緩衝してから関脚座(図3)

{踏切り足が厳れてから着手するという交互性に注意する}

同腕で体重を受け止めることができれば、身体の投げ出しも積綴的に行える

3.踏切って前に投げ出した身体を腕で押し返して上体を起こして関脚路(図4)

同跳び箱運動の切り返し系の技を安全に実施するための前援を形成する

これらの課題を筆者自身が示範をしてから学習者に行わせた。学習者は指導1日目

の終盤には課題3まで実施することができ、着手によって身体の浮きを作号出すこと

ができた。ロールマットを用いた場合にはすぐに、足でジャンプした後に着手に向け

て積極的に身体を投げ出そうとする動きが現れた。

指導3日目から学習者の「腕での押し放し」は特に強くなった。踏切った後の第一

空中局面の勢いを着手によってうまく跳ね返すように、着手局面にアクセントをつけ

て実施できるようになった{図功。着手に向かつて身体を投げ出す勢いは日を追うご

とに増していき、着手においても腰をしっかりと伸ばして第一空中局面までの勢いを

受け止め、跳ね返せるようになった(図旬。

指導期間中には、この練習に最も多くの時間を費やした。学習者はこの練習を好み、

飽きる様子もなく練習を続けた。この練習を通して学習者は、身体を投げ出し、その

体重を受け止めてさらに跳ね返すという新しい動ぎの感じを習得した。この感じは、

練習当初の関腕とびとは異なる動感であり、関脚とびという運動、さらには跳び箱運

動の他の技にも不可欠なものである。
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て着手に向かう

図 3 身体を投げ出す練習

図 4 指導 1日目の実施

図 5 指導 3日目の実施

図 6 指導 6日目の実施
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(2) 動きの変化

横置き4段の跳び箱においても、練習当初の「着手してから踏切る」、「腕を支点

とした体重移動のみで跳び箱を越す」という動き方は解消された(図7)。身体を投げ

出してから着手し、腕で押し放すという感じがでてきた。また、指導当初に膝を深く

曲げ過ぎて勢いを止めてしまっていた踏切りは、腕で押し放すことができるようにな

ってからは以前より強く、スムーズに行えるようになった。また、縦置き4段の跳び

箱においても身体を投げ出してから着手に向かうようになり、腕で押し放す動きも現

れるようになった(図8)。跳び箱の端に尻をぶつけてしまってはいるが、指導当初の

動きからははっきりとした変化が見られ、学習が軌道に乗ってきたことがうかがえる。

司ーー
図 7 指導 6日目の開脚とび(横置き)

図 8 指導 6日目の開脚とび(縦置き)

IV. 考察

以下では、実践事例の意義に関して発生論的運動学の立場から考察を行う。
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1.学習者の動感世界の理解

学習者が「ぞう動ぎたしりと思い、「こう動くべきだ」とわかっていても「そう動

けない」という事態は器械運動の指導現場ではよく見られる。その時に指導者は、そ

う動ぎたいのに動けないという情況を外部視点からの物理的な身体運動として観察し

てはならない。実際の指導現場では「早く着手しすぎているから、踏切ってから着手

しなざしりであるとか、「着手した後に肩が前に出ていなし3から、もっと肩を前に出

しなさい』といった言葉かけがまず初めになされるであろう。この種の外形的な運動

経過の欠点を指摘されただけでも、そこで期待されている動きをすぐに実施できる子

どもも実際にはいるし、指導者もまず初めはこのような外部視点から見て取れる欠点

の指摘をするのではないだろうか。しかしながら、外部視点からの修正指示だけでは

動ぎの改善に寄与しない場合も多くある。それはその指示内容が学習者の動感志向性

を考慮せずになされているからであり、そのような場合にはその言葉かけは学習者に

とって有用な情報とはならない。生命ある人間の運動として動ぎを観察し、学習者は

「何が怖いのかJ、「どうすればその恐怖を取り除くことができるのか」ということ

にまで切。込んで、オーダーメイドの指導方法を考えていくべきである。

本事例のように、学習者が「着手してからでないと踏切れない」と感じたことは、

「着手で身体を支えられるかどうかわからない」ためであ号、学習者自身が「踏切っ

てから着手してみよう」と感じるためには、着手という次の動きが「こんな感じでや

ればできそうだj という「動ける感じ」が発生しなければならない。「怖い」や「嫌

だ』といった感情から、新しい動き方になじみを感じられなければ、練習してみる気

にさえならず効果的な学習には結びつかない。運動学習の際の「なじみの地平」の重

要性を金子は指摘している{金子， 2005b， p.159， 2007， p.268)。

2.品なじみの地平調

金子は「なじみの地平」として、「子どもの動感身体にとって居心地のよい場づく

り、動ぎたくてしょうがない場づくりの地平構造」の分析の必要性について言及して

いる{金子， 2005a， p.199)。何となく嫌な気分はしないということが新しい動ぎを

習得しようとする場合の前提であり、特に子どもの場合は、新しい動感世界を受け入

れやすいよう「動ぎたくなる」場の設定をすることが重要となる。ただ、ここで気を

つけなければならないことは、「なじみの地平』における場づくりは、単に楽しいだ

けとか、運動量が増えるだけで終わってしまっては新しい動き方の発生には結びつか

ないということである。「なじみの地平」における場づくりは、学習?ネジメント領

域との接点を持つことはいうまでもないが、学習対象となる運動の構造分析なしには

新しい動き方を発生させる有効な指導には結びつかないということを見逃しではなら

ない。

学習者は身体を投げ出してから着手するという動き方になじみを感じていなかった。
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身体を投げ出さざるを得ない情況を作るために、跳び箱と踏切り板の間隔を離してみ

た場合には、逆に着手に向かう勢いを弱めてしまう結果になった。どのようにして新

しい動き方になじみを感じさせるのかを考えて設定したのが、ロールマットを用いて

の練習課題であった。挑び箱の代わりにロールマットを用いた場合には、高きが低い

ということ、柔らかい材質なので身体をぶつけても痛みはないということが学習者に

とってなじめる環境となった。練習を通してまずはじめに、跳び箱での実施では見ら

れなかった「着手に向けての身体の投げ出し」がすぐに見られるようになった。「万

が一腕で身体を支えられなくて腹這いに落ちてもロールマットならば痛くない」とい

うように、たとえ意識の前面に上っていなくても、学習者はこの練習課題の意味を感

じ取り、飽きることなく何度も練習を繰り返し、新しい動き方を発現させていった。

さらに学習者は、跳び箱でも身体を投げ出してから着手に向かうようになったが、こ

のロールマットの練習の中で生まれた「こんな感じでやればできそうだ」という動き

の感じがこの動き方の発現につながったと考えられる。

このように、新しい動感世界になじみが生まれ、やってみる気になることが動きの

コツをつかむために何度も反復練習をする原動力となるのである。また、なじみを感

じるということに関して器械運動では特に、「怖くない」、「痛くない」という配慮の

もと、感情的に嫌にならないように練習させることが重要となる。感情的に嫌なこと、

なじめないことに特に子どもは興味を示さず、学習意欲の減退を導いてしまっては効

果的な指導はできないからである。

|・「この柔らかさならば着手に失敗しても『大丈夫~J

①|ー→「着手に向けて身体を投げ出すJという新しい動き方の発現

し |練習環境の変更による「大丈夫」という感じ|

|・「腕による押し放しをこんな感じでやれば『大丈夫~J

②|→跳び箱での実施においても「着手に向けて身体を投げ出すjことにつながった

L 学習者自身の酬の変化による「大丈夫」という感じ|

図 9 ロールマットを用いた練習の意義
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3. まとまりをもった全体として運動をとらえること

今回の指導では、特に踏切り自体の練習をしたわけではないが、踏切与も改善され

た。これは、着手技能の改善が時間的前後関係では着手よりも前に位置する踏切りに

も影響を及ぼしたことによると考えられる。人間の運動はゲシュタルト注2)として、

部分は全体に、全体は部分に密接な関わりを持つ構造によって成ち立っている(三木，

2005， p.70)。つまり、入閣の運動においてはある部分の変化は全体を変化させる。

問題となる動きの部分だけの修正は不可能であり、その動きの前後との関係性を考慮

することが必要である。こうした考え方を持つことが効果的な指導を行う上では不可

欠である。
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① 。
〈 係関後前的間時

着手技能の改善が運動全体に与える影響関 10

v.結語

本研究では、学習者の運動のその外形的な経過だけを見るのではなしその動感世

界にまで切り込んで指導手頗を構成することの必要性を閲測とぴの指導事例を通して

明らかにし、具体的な指導手順を提示することができた。

本研究によって提供された知見が運動指導の現場に活かされることを期待し、論を

閉じることとする。



108 運動観察と運動指導

注記

1)ギリシャ諮で「類似物」を意味する語。ここでは、まだゃったことのない運動の

動ぎの感じを想像するための、運動感覚的に類似した予備運動のことをさす。

2)知覚現象や認識活動を説明する概念で、部分の総和としてとらえられない合体構

造に備わっている、特有の全体的構造をいう。「入閣の生命ある動きは、その動ぎ

を勝手に分割することはできない、ひとつのまとまりをもつかたちを形成してい

るJ(三木， 2006， p.25)。
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llO 管理栄養士国家試験合格を目指す栄養士における基礎栄養学の重要性

緒言

平成14年の「栄養士法の一部を改正する法律」施行に続き、管理栄養士国家試験

出題基準が策定され、その別添としてガイドライン(教授すべき内容)が示された九

平成18年の第20回管理事栄養士国家試験より、この新しい出題基準に基づいた試験が

行われており、管理栄養士養成課程においては、どのような項目をどの程度まで教授

するかの枠組みが卒くから存在した。しかし、栄養士養成課程においては永らく枠組

みが存在せず、平成21年にようやく社団法人全国栄養士養成施設協会から「栄養士

養成課程コアカリキュラム」が発表された的。このコアカリキュラムでは、科目ごと

に大項目、中項目、小項目の分類を設け、さらに小項目の内容を (a)基盤的なもの

で必ず履修するもの、 (b)できるだけ履修させて欲しいもの、 (c)各養成校の都合

により取捨選択できるものに区分けしている。また、平成22年より協会主催の栄養

士実力認定試験は、 (a)の範囲から出題されることとなり、教授すべき内容の枠組

みが殺ってきたといえる。

栄養士法改正から現在までの閥、平成17年には、管理栄養士による「栄養ケァ・

7ネジメント」が介護保険点数となる介護保険法の改正が行われ、平成18年には診

療報酬でも阿項が新設、平成田年には、新

たに義務化された特定保健指導の実施者に管

理栄養士があげられた。さらには、平成22

年の診療報酬改定で管理栄養士を含めたチー

ムによる「栄養サポートチーム加算」が新設

される等、管理栄養士の重要性は大きく増し、

健康の担い手としての地位を確立しつつある

といえる。栄養士養成課程卒業の栄養士も所

定の実務経験を経れば管理栄養士国家試験を

受験できるが、実際に現場で働いている栄養

土が国家試験に合格することは緩めて困難と

なっている。前回平成22年3月の第24回管理

栄養士国家試験合格率は、管理栄養士養成課

程新卒者は78.7%であるが、栄養士養成課

程既卒者は10.2%、前々回平成21年3月の第

23四国家試験合格率は、管理栄養士養成課

程新卒者は74.2%であるが、栄養土養成課

程既卒者は7.5%と低率である。管理栄養士

国家試験の受験資格から栄養士免許保持者を

削除し、管理栄養士免許を取得できるのは管
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理栄養士養成課程のi卒業生のみにしていくという案も検討されている叫が、依然と

して国家試験受験者の約6舗を栄養士養成課程卒業者が占めている(図1)。栄養士養

成言葉科卒業の栄養士は、国家試験受験に際し実諸経験を課せられているため、働ぎな

がらの学習が必要な状況にあるといえ、高等教育機関はステ?プアップを目指す栄養

士に学習の場を提供することが責務であると考える。

祭者らは、前述の合格率の差は栄養士としての仕事を持ちながらの誠験勉強の困難

さも然ることながら、 2年制の栄養士養成課程の場合は最短でも卒業の3年後にしか

受験できないため、学生時代に学習したデ}タと国家試験受験時のデータが異なって

しまい、その対応力の差が出ていると考え、これまで直前対策講座や、インターネッ

トを介したtラーニング講座4)において、最新の当該年度の誠験に出題されるヂータ

を受講生に提供、配信してきた。

11 目的

前述の直前対策誘除:を8年、百ラーニング講座を5年続けてきたが、受講生の合格軍事

は大きく跳ね上がるには奈らず、毎年惜しくも不合格となり続ける受講生も見受けら

れた。合格させるにはどうしたらよいか手詰まりの状態であったところ、前回国家試

験で残念ながら不合格となった講座受講生から、基礎栄養学が苦手と感じていること、

国家試験基礎栄養学分野の自己採点結果も芳しくなかったことを明かされた。本人日

仁給食管理や臨床栄養は現場で行うが、基礎栄養は忘れてしまっているとのことで

あった。基礎栄養学はその名の通り、基幹となる科目であ号、大半は栄養素の代謝を

扱う栄養生理学で、栄養の指導に従事する栄養士にとって疎かにできない科目である

だけに、意外であるとともに、このことは大きな問題であると痛感した。そこで今回、

栄養士養成謀稜既卒者にとって基礎栄養学分野が難解であるのかを明らかにするため、

近2図の管理栄養士国家試験装礎栄養学分野出題問題の難易度の検討を行い、各問題

を現在の栄養士養成課程コアカリキュラムに照らして分類するとともに、栄養士養成

課程5短期大学のシラパスと比較検討を行った。

111 方法

1 難易度の検討

栄養士養成課程S短期大学卒業生2名に、第23回と第24図管理栄養士国家試験の基

礎栄養学分野問題を、「易しいJ i比較的易しいJ i難しいj の3つのカテゴリ}に分

類してもらった。調査時期は平成22年3-4月で、筆者も同様の分類を行い、三者の

一致性を検討した。卒業生2名は、半成21年3月に卒業し、栄養士として1年の経験を

積んだ者七平成22年3月に卒業し、 4月より管理栄養士養成課程へ編入学する者で、
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両名ともにS短期大学在籍中は成績優秀であった。

2 栄養士養成課程コアカリキュラムに照らした分類及びシラパスとの比較

管理栄養士国家試験出題基準の基礎栄養学は、栄養士養成課程コアカリキュラムで

は栄養学総論にあたるため、第23固と第24回管理栄養士国家試験の基礎栄養学分野

問題のすべての選択肢について、栄養士養成課程コアカリキュラム栄養学総論のどの

小項目区分げにあたるか分類した。

次に、栄養士養成課程コアカリキュラム栄養学総論の小項目区分けに該当するが、

実際は他科目で詳しく教授する内容である選択肢を、平成21年度S短期大学シラパス

を参考に抽出した。分類する際の科目名はS短期大学開講科目名とした。

IV 結果

1 難易度の検討

図2に筆者を含めた3名の第23回、 24回管理栄養士国家試験基礎栄養学分野問題の

難易度の3段階での区分を示した。「難しい(難易度3)J設問は、第23回試験では14

問中筆者2聞に対して、卒業生は4聞と3問、第24回誠験では筆者2聞に対して、卒業

生は3聞と2聞であった。例数の少ない調査ではあるが、今回の調査では筆者と栄養

士養成課程卒業生の聞に大きな相違は見られなかった。
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図2 国家誠験基礎栄養学問題の難易度の検討
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2 栄養士養成課程コアカリキュラムに照らした分類

図3に第23回、 24回管理栄養士国家試験基礎栄養学分野問題各選択肢の栄養士養成

課程コアカリキュラムに照らした分類を示した。各選択肢につき、最も適当と思われ

る小項目区分けを割り当てた。すべての選択肢はコアカリキュラム項目区分けに分類

することができ、栄養士養成課程で教授する内容からかけ離れた選択肢はなかった。

第23回試験においては、 69の選択肢のうち、 (a)基盤的なもので必ず履修するに値

するものが54、(b)できるだけ履修させて欲しいに値するものが10、小項目の区分

けが存在しないものが5であった。第24回試験においては、 64の選択肢のうち、 (a)

基盤的なもので必ず履修するに値するものが57、(b)できるだけ履修させて欲しい

に値するものが7であった。

."回鼠厳

回小項目・

ロ小項目b

ロ区分けなし

第24固鼠.

囚小項目・

口小項目b

図3 国家試験基礎栄養学問題の栄養士養成課程コアカリキュラムに照らした分類

3 S短期大学(栄養士養成課程)シラパスとの比較

図4に栄養士養成課程コアカリキュラム栄養学総論の小項目区分けに該当するが、

実際は他科目で詳しく教授する内容である選択肢を抽出し、科目名ごとに分類したロ

第23回誠験においては、 69の選択肢のうち、 38の選択肢が該当し、内訳は栄養学各

論2、臨床栄養学概論2、解剖生理学4、運動生理学9、生化学20、食品学Iであった。

第24回試験においては、 64の選択肢のうち、 44の選択肢が該当し、内訳は栄養学各

論6、臨床栄養学概論5、解剖生理学8、運動生理学8、生化学17であった。
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図4 管理栄養士国家試験問題の栄養士養成課程シラパスとの比較

IV 考察

難易度については、今回の調査結果だけから筆者と卒業生(教員と学生)の聞に大

きな相違は見られなかったと結論づけることはできないが、卒業生の難易度の評価も

「難しい」設聞は平均で21.4%、「易しいJ i比較的易しい」を合わせた設聞は平均

で78.6%と、栄養士養成課程卒業生が国家試験合格基準である正答率60%をクリア

することが困難であるとは思えない。 3名全員が「易しい」と評価した設聞には、第

23回設問86(正を選択形式)の選択肢「ヨウ素は、甲状腺に多く含まれている。」

(正)や、第24回設問76(正を選択形式)の選択肢「葉酸の不足貧血J (正)のよ

うにキーワードで直接解けるレベルの問題もあり、簡単な問題を確実に拾っていくこ

とが合格の早道であるといえよう。

一方、基礎栄養学分野の問題には、第23回設問85(正を選択形式)の選択肢「血

中カルシウム濃度が低下すると、骨からのカルシウム放出が抑制される。J (誤)のよ

うに栄養学総論でも触れるが、明らかに他科目で詳しく教授する内容も見受けられた。

この選択肢の内容は、 s短期大学では解剖生理学で詳細に扱っている。同様に第24回

設問82(正の組み合わせを選択形式)の選択肢「脂肪組織からのレプチンの分泌は、

脂肪蓄積量が多くなると増大する。J (正)の内容は、 S短期大学では運動生理学で詳

細に扱っている。このように基礎栄養学分野は他科目との連動が非常に多い。第23

回試験では69の選択肢のうち38の選択肢が、第24回試験では64の選択肢のうち44の
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選択肢が他科目で詳しく教授する内容と分類された。これはゑ礎栄養学を疎かにして

よいというわけではなく、基幹となっていることの証明である。前述の例についても、

第23間設問30(正を選択形式)に「カルシトニンは、血液中のカルシウム濃度を上

昇させる。J (誤)と似たような選択肢があり、この設問は人体の構造と機能及び疾病

の成り立ち分野の問題であるが、基礎栄養学分野の問題と同じ内容、同じレベルであ

るといえる。同様に第24回設問33(正を選択形式)には「炎症候サイトカインは、

赤1111球に由来する。J (誤}との選択肢があり、サイトカインの基礎という点では、基

礎栄養学分野のレプチンの選択肢と同じ範囲、同じレベルであるといえる。今回の検

討で、基礎栄養学分野問題は特に人体の構造と機能及び疾病の成り立ち分野問題と強

〈連動していることが明らかとなった。

各養成施設において、授業科目間の内容調整を行っていることと思われる。 S短期

大学では、前述のように解剖生理学や生化学ではなく、運動生理学でサイトカインの

基礎を教授している。よって、習った授業科目名は養成施設によって異なるかもしれ

ないが、それは間違いなく基縫栄養学の内容である。栄養士養成課程の栄養生理学は、

栄養学総論から始まり、そこだけでは教え切れないことを他科目で教授し、栄養学総

論に戻ってきていることを理解して欲しい。決して逆ではない。どの科目で習ったか

は重要ではなく、本当に大切なのは、卒業時に基礎栄養学の出題基準が網羅されてい

ることである。国家試験受験生は、その視点に立って学生時代の教科書、;-匹トをも

う一度開いて欲しい。学生時代にはわからなかったつながりが見えてくるのではない

だろうか。栄養士養成課程である以上、解剖生理学も運動生理学も生化学も栄養学総

論がベースとなった内容になっているはずである。

近年、保健指導、栄養指導もマニュアル化されてきていることが懸念されている引。

標準化は必要であるが、意欲のあるクライアントには、納得してもらうために栄養生

理学的説明を行うことも必要と恩われる。米国のRegist日redDietitian (殻録栄養

士}は登録制であり、 5年毎に更新しなければならない。更新には栄養関連の単位が

必要であり、日進月歩の栄養学を学ぶ土台ができている。我が国においても現場で働

く栄養士ならびに管理栄養士が生涯学習の意識を持ち、基礎栄養学(栄養生理学)を

学び続けることを期待する。

V 結語

管理栄養士悶家詩験基縫栄養学分野は、栄養士養成課程卒業生でも十分に対応でき

る問題の質であることが判明し、さらに基幹として他分野に派生していることが明ら

かとなった。基礎栄養学を理解することが、人体の構造と機能及び疾病の成ち立ちを

理解することにもつながるので、直接業務に関係がない分野かもしれないが、栄養士

には常に復習しておいて欲しいと切に願う。
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I .緒言

サvカー1)、ハンドボール2)ゃうグピ_3)、バレーボ-，レ4，5)など球技系の集団スポー

ツだけでなく、競技スポーツにおいてはその競技に特化した技術や基礎・専門体力と

同じく精神面の強化は必須条件である。春から本格的な誠合時期になる大学女子ノ守レ

ーボール競技の同一集団を継続的に調査したものによると「競技失敗不安」要素が春

季に比べて秋季の方が高い得点となることが報告されている防がこの得点の低下は調

査前の試合の勝敗によって大きく左右されること6)や学年差もある九一方、レクリ

エーション(生涯)スポーツは「気軽にいつでも、どこでも、誰でも、いつまでも」

行うことが出来るものであ号、ニュースポ}ツとして圏内で普及してきている。

2010年11月には第64回全国レクリエーション大会IN静岡が開催され、ディスクゴル

フやディスコン、フーパなど多くの積目が開催された。例えば、アーパは「ふだんの

くらしをしあわせにする」ことを合言葉としてパレーボールを用いた交流が行われて

し当る。

中高齢者を対象に気分プロフィール検査を用いてレクリエーションスポーツ前後に

心理調査を行うと、「活気」尺度得点が向上し、レクワエーシ罫ンスポーツを行うこ

とが精神面に好い影響を与えている8)。また、レクリエーシヨンソフトパレーボール

への参加者に対して試合への出場意欲について質問を行うと、「積極的に参加する・

参加を検討する」は80%を超えている。また、試合への出場目的を「勝利を意識す

る・どちらかというと勝敗を意識するJ という回答は50%近くを示し、「ゲームを楽

しむ」ことを目的とする参加者は40%を超え町、レクリエーションとしてスボ}ヅを

行う場合にも個人の記録への挑戦や、対戦を望む声があることが伺える。

対象者を大学生とした場合、競技成績に対して有効な心理的指標は「イメージ、集

中力、リラァクスJ とされている聞が、試合に勝利することも楽しむことも重要視し

てレクリエ}ションパレーボ}ルを行っているパレ}ボール参加者に対するメンタル

トレーニングの効果について、心理状態がどのような重量化をするのか明らかにするこ

とを本研究の目的とした。

11.方法

l 対象者

レクリエーションバレーポールを行っている女子大学生15名とした。対象者には

調査の内容を説明し、同意を得た。

2 心理調査

心理調査は2010年の4月と 10月に試合前の心理状態診断検査 (Diagnostic
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Inventory of Psychological State Befor巴Comp巴tition:DIPS-B. I)を用いて「忍耐

力」、「闘争心」、「自己実現意欲」、「勝利意欲」、「リラックス度」、「集中度」、

「自信」、「作戦思考度」、「協調度」の9項目について調査した111。

3. メンタルトレーニング

バレーポール選手を対象とした心理的競技能力メンタルトレーニング手法121を参考

にして、「賢い目標設定法J (Sp巴cific[具体的J.M巴asur巴abl巴[測定可能]. 

Achievable [達成可能J.Realistic [現実的]and Time-phased [達成期間J:
SMART)それぞれ設定した。トレーニングにはスポーツ選手のメンタルトレーニン

グ (MTCA.3)131を使用した。

4.統計解析

メンタルトレーニング前後における得点の比較には対応のある t検定を用い、有意

水準は5%未満とした。

111.結果

「忍耐力」が7.1:t0.9点から7.9:t0.7点に7%(p=0.02)、「リラックス度」が5.1土
1.4点から7.7土2.3点に43%(p<O.OOI)、「集中度」が4.9土1.3点から6.7土1.8点に

34% (p<O.OOl)それぞれ得点が向上した(図1.)。一方で、「自信」が6.8:t0.7点か

ら4.9土1.3点に25%(p<O.OOI)、「作戦思考度」が5.9土0.7点から5.1:tl.l点に10%
(p<O.OI)それぞれ得点が低下した(図2.)0r闘争心、自己実現意欲、勝利意欲、

協調度」の各指標には変化がなかった。

10 
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図1.メンタルトレーニングによって向上した項目
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図2.メンタルトレーニングによって低下した項目

IV.考察

本研究の目的はレクリエーションバレーボールを行っている参加者に対して各参加

者の目標設定を「賢い目標設定法J (Specific [具体的]. Measureable [測定可能]

• Achievabl巴[達成可能]. Rea!istic [現実的]and Time-phased [達成期間]: 

SMART) 12)を用いて設定させ、スポーツ選手のメンタルトレーニング (MTCA.3)13) 

を使用して6ヶ月間という期間でどのような指標に変化が起こるのかを明らかにする

ことであった。本研究の参加者はメンタルトレーニングによって「忍耐力、リラック

ス度、集中皮」が平均で28% (7~43%) 増加した。一方で、「作戦思考度、自信」

は 18%前後(IO~25%) 低下した。

女子ハンドボール選手を対象として心理的競技能力について調査を行うと、これま

での経験年数や参加してきた大会によって差がみられているへまた、競技スポーツ

としてバレーポールを行っている女子大学生を対象として、 6ヶ月間の心理状態変化

を調査したものによるとレギュラーとして試合に出場している選手では春季よりも秋

季の方が「競技失敗不安」尺度得点が高〈なっている九ネット型のスポーツ(卓球、

テニス、バレーボールなど)を行う日本人女子の特徴として、相対的に自信や作戦能

力に優れ、心理的競技能力診断検査得点が高〈、ネット型スポーツのIつであるバレ

ーポールの全日本女子チームを他の競技水準(全日本大学2位、国体出場、高校総体

出場)と比べると「自己コントロール、自信、決断力、予測力、判断力」が優れてい

ると報告されている 14)。本研究参加者の「忍耐力」については7%程度と向上

(p=O.02)率は低いものの、「リラックス度および集中皮」については34%および

43%の向上(ともにp<O.OOI)がみられ、先行研究14)と同じく本対象者は大学生であ

るが、競技としてバレーボールを行っているのか、レクリエーシヨンとしてバレーポ
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』ルを行っているのかという目的の遼いはあるが、メンタルトレ』ニングによる効果

が非常に大きかった (pく0.001)。その要因のlっとしてメンタルトレ}ニングを初め

て行ったこともその効果をあげたと考えられる。

集団ではなく個人スポーツである体操競技選手を対象として性格特性と心理的競技

能力について検討すると、大学生の k位群では「競技意欲」尺度得点が高七外から

の刺激(応援など}に対して適切に気持ちを切り替える力があるとする一方で、ジュ

ニアの下位群では精神の安定・集中、自信、作戦能力得点が低しそれは周りからの

評価を気にしすぎることで自分の気持ちを抑えた演技を行うことにつながると報告さ

れている15)。本研究対象者は「作戦思考度、自信」がそれぞれ25%および10%の得点

が低ドした (p<O.OOl-O.O1)。原因として、先行研究明も本研究参加者も対象を大

学生としているが、スポーツへの取り組み方の違いがあり、レクリエーシ誼ンとして

スポーツを行っている結巣、明確な対戦相手がある場合3)とは異なることから、メン

タルトレ}ニングを行ったとしてもその効果が小ざかったこと、トレ}ニング効巣を

発揮する場がなかったことによって、レクリエーションスポーツとしてパレーボ』ル

を行う目的を、「試合に出場することおよび勝敗を意識する、ゲームを楽しみたい」

としていた参加者にとっては自信の向上にはつながらず、参加者同士が作戦思考を高

める必要がなかったことによると考えられる。

本研究参加者が今後どのように生活を送払レクリエーション{生涯}スポーツに

関わっていくのか。更にはメンタルトレーニングの効果について継続的に調査をして

いくこと。また、他の水準にある参加者との比較などが今後の検討課題として残され

た。
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ABSTRACT 

In any tirnes， education is no doubt a rnatter of g巴neralinter古田t.

Particularly， to analyze 仕le contemporary education， it is absolutely 

necessary to rnake a study on rnodern education so as to rn祖母 su問 ofits 

signi盟関ncein the history of education. 

In the pre羽 ousstudies on rnodern education， there seem to be inclined 

to focus rnainly on how it shifted to the contemporary education， analyzing 

those educational systems in出eearly modern era， such 晶shan/w， gogaku， 

shijuku，脂mkoya，t，開 araz，の10.

Defining modern education as 'national education'， it is， indeed， important 

to analyze th巴 process of Its nationwide spread. In the early modern 

period， however， the 巴ducationalsystem was not totally centralized under 

th邑 Tokugawashogunate. 

Ther芭fore，th邑 modern 国 ucation in Japan ne芭ds to be analyzed in 

relation to出eRegional charact剖 stics，concerning to their differences， since 

the equality of educational opportunity was not r関lIyestab!ished in the Edo 
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period. 

Key Words: hanko，富ogaku，sh詰yuku，terakoya， tenaraisyo regional 

characteristics， modern education in Japan 
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はじめに

教育の現状を考えてみるに、何時の時代においても多くの方にとって一つの関心事

であることは間違いないことであろう。とりわけ、現代教育を考えていく場合、近代

教育についての考察は欠かせないし、際史的にその意義を見極めることが極めて大切

であるし、また必要なことでもある。これまでの近代教育の成立についての先行論究

では、近世江戸時代の藩校・郷学・私塾・寺子屋・手習所等の成立年・分布・教育内

容・教授人等の分析を踏まえ、当時の識字率の有意性を導出したり、そこに近代教育

へのスムーズな移行を見出すことに重点が置かれていたきらいがあるように思える。

ところで、近代教育=r皇民J (原氏)教育という観点から考えた時に、庶民教育

の普及を:視野に入れて論ずることは確かに重要な事ではある。しかしながら、近世江

戸時代は徳川幕著書体制であるとはいえ、中央集権的教育システムが義備されていたと

は言えない状況であった。従って、今迄の庶民教育の在り方も一様ではありえず、地

域の視座から考えていくならば、「近代教育の成立」という問題にはまだまだ検討の

余地があると恩われる。つまり、幕藩体制下における各務の教育体制、とりわけ人材

育成への検討なくして、「近代教育の成立j を論ずる事は厳に慎むべきこととして捉

えることができょう。例えば、西国街道(山陽道)位置する長#I(山口県)・芸州

(広島県ト備州{岡山県)を考えてみても、それぞれ三者三様である。

それ故、近代明治期になって、学校という近代国家における国を支える近代的装置

を輸に教育が集権的に編成されていく中で、それらの地域における地域的特質はどの

ように解体されていくのかという事は、当然問題の一つになるであろうし、実は大き

な課題であると考える。逆に、にもかかわらず地域的特質が完全に払拭されることも

ありえないと思われる。だとすれば、特質のどの部分が依然として残り続けたのかを

論究していく事の意味、それも我が国の「近代」を考えていく上で極めて大きな意味

合宝あるであろう。

故に本研究では、西国街道に位置する各務について地域的特質という視点から「近

代教育の成立」という問題に接近していくことにしたい。

こうした場合、則明治期の教育制度について論究するのではなしその礎となった

であろう源泉を求めて、近位江戸時代からその道筋を明らかにしたいと考える。

時あたかも新学習指導要領が第八次改訂(Sj1.成20年3月28日)され、ゆとり教育か

らの脱却とグロ}パル化した悶際社会の中で、新たな人材育成の取り組みが今、真に

始まろうとしている。平成23年4月完全実施の時期だからこそ「現代教育』に繋がる

「近代教育の成立」の論究が必要不可欠であると考える次第である。

ト寛政異学の禁

いわゆる天明7年から寛政5年(I787~93) にかけて老中首座松平定信(I758~
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1829) が行った幕政改革が「寛政の改革」である。定信は、祖父徳川吉宗(1684~

1751)の政治を理想として田沼意次時代(I772~86) の政策を改め、「天明の飢績」

(天明2年-7年 (1782~87))で危機的状況に陥った幕府の財政基盤を復旧し、天

下太平で弛んだ士風を引き締めると共に、幕府の権威を再建しようとしたというのが

衆自の‘致した見解であろう。この改革の柱の Aつに「寛政異学の禁」がある。天明

7年(1787) 将家7代幕府儒官となった休僑敬(錦峯1767~93)。その後大学頭とな

り、寛政2年(1790)5月24日に出された幕府から大学頭林信敬{錦峯)への通達で

ある。;幕直宮崎成身編纂の『憲法類集』によると、「朱学の儀は、慶長以来御代々御

信用の御事にて、己ニ其方家代々右学風の事仰せ付け置かれ候儀ニ候得共、油断無く

正学励み、門人共取立申すべき筈ニ候。比度聖堂御取締厳重に仰せ付けられ、

柴野邦彦{栗山1736~1807)、岡田清助{寒泉1740-1816)儀も右御用仰せ付けられ

候事ニ候得ば、能能i比旨申し談じ、急度門人共奨学相禁じ、猶又、自門に限らず他門

ニ申し合せ、正学講窮致し、人材取立候様相心掛申すべく{民事。」との内容である。

つまり当時、新しい学説や異学、とりわけ古義学派 (IU鹿素行(1622-85))の聖学、

伊藤仁斎(1627-1705)の古義学、荻生m篠(1666-1728)の古文辞学)の興隆により

風俗が乱れがあたかも正学である朱子学の衰えに起因すると捉えた幕府の危機意識の

現われがみてとれる。

そこで、京から大宰府に至る西国街道にほぼ中央に佼置する広島落の場合をみてみ

ることにしよう。

2.広島藩の場合(動向}

(1)藩校の設置

広島藩浅野五代務主浅野吉長(1681~ 1752)の時代、享保10年(I725)域内自島に

講学所を設立。享保19年(I734)講学館と改称したが、寛保3年(I743)閉鎖。浅

野七代藩主重歳(l743~1813)は、天明元年(I781)学問所設立を企画し藩儒、頼春

水に設置計画を作成させる。翌年域内に関所。天明5年(I785)に朱子学に統一。こ

れが広島藩における藩校設{賓と「天明異学の禁」である。

(2) 学問所程朱之学‘統について

天明元年(1781)頼春水(惟寛1746~1816)の潜儒登用・天明5年(1 785) 春水弟

脊坪{惟柔1756-1834)港儒登用。とりわけ春水の果たした役割は大きいといえる。

当時、藩校では、藩学創設以来、古学派と朱子学派の学派対立が激しく、東西二舎に

分かれての藩学教授は不安定であり、いずれにしてもどちらかに統一する事が藩の急

務の問題であった。

天明5年(1785)頼春水{弥太郎)より F講学所の学風統ーにつき意見書』が提出

された。それによると「只今自己ニ学派をも改メ申候様にてハ外関之所いか》ハしし

是以無余儀奉存候、何本私方ニて一致之示談取約申度、 ・・・」との考えの慈、自ら
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の学派の改変と学統の統一に並々ならぬ意欲を示したのである。その背景には、 7代

藩主君主歳の厚い信任と大阪時代の学友柴野栗山(邦彦/彦助1736~1807) (讃岐高

松ト西山拙斎{正1738~98) (備中鴨方)・尾藤二洲(孝肇/良佐1747~1813) (伊予川

之江ト古賀精霊{撲/弥助1750~1817) (肥前鍋島)等の約束と闘い鮮に基く行動で

あり、国を憂いた信念の成せる業であった事が容易に推測される。柴野・尾藤・古賀

(岡田)は所謂寛政の三博士である。

こうして、天明6年(1786)には、 r学問所程朱之学一統に決定の達し』が正月廿

五日に御勘定奉行から出されるのである。特筆すべきは藩学問所における朱子学統ー

まで5年、幕府の幕政改革、寛政異学の禁に先行する事5年である。この事は広島藩

にとっての務政改革であり、学問普及と人材育成を担った藩政の一大改革というべき

ものであった。一方では、関ヶ原の戦い以後外様大名としての生き残りを賭けたもう

一方の闘いでもあった。

(3) その後の動向

①幕末

近代明治まであと 5年。幕末動乱期において、広島藩はどのような動ぎをしたの

であろうか?藩の教学による人材育成の成果はあったのであろうか?八月十八日の

政変{文久3年1863)・禁門の変(蛤御門の変) (元治元年1864)・第一次長州征討

(1864)・第二次長州征討(1866)・大政奉還(1867)・討幕の密勅・王政復古の

大号令(1867)・明治維新(1868) と目まぐるしく続く幕末動乱の中で一連の動

きの中でみてみることにする。一つは、慶応3年(1867)大政奉還の建白書の提

出を土佐藩主導で共に山内重量f<i.浅野長言iI (1 812~72) を通して徳川慶喜(1837

~ 1913)に提出したこと。その一方で、醸摩・長州Ifr電藩の挙兵倒幕の腹約、いわゆ

る「薩長同盟J (薩長現約) (1866)が具体化するに伴い広島藩も参加し、「慶長芸

三毒事翻甘」を成立させる。さらに慶熔2年(1866)第二次征長芸州口攻防の際には、

殆ど戦う意思のない広島藩は、単独で長州藩と休戦{佐伯郡白砂村条約)し、撤兵

したことに注目したい。目まぐるしく展開する幕末における広島藩のこうした A速

の動きが、「薩長芸三藩盟約」の背信行為とみなされ、さらには日和見的態度と行

動に見えるが故に時代の重要な瀬田である「討幕の筏勅」情報から外された要因で

もあっただろう。また、時代は広島韓基の行末を決めるべく重要な判断と潜が持つ行

動規範がもたらした結果こそ、実は明治維新・維新後において薩摩・長州藩に遅れ

をとり、結局のところ主導権がとれなかった背景ではなかろうか。

こうした幕末における藩の行動規範は藩独自の風土と務校・郷学の粛(もたら)す

影響と考えても差し支えないと考える。

②幕末期から明治初期の藩校

延享年間(1744~48) には稽古屋敷と称し、天明2年(1782) に学問所となり、
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慶膝2年(1866)には修道館と称した。明治2年(1869)洋学所設立。同年学制改

革で新たに皇学・医学の二校設立。同年学問所が城内に新築され、従来の朱子学に

加え、洋学・皇学・医学の三校もここに移され、四学統合の学館となった。同4年

(1871)廃館となった。明治5年(1872) 8月2日太政官布告第二百十四号『学

事奨励に関する被仰出番』の 1年前まで存続したが、明治新政府の改革を見ながら

の決断であったのであろう。

③学制後の状況

明治新政府による太政官布告第二百十四号『学事奨励に関する被仰出番~ (明治

5年8月2日)を受けて、その年11月10日伊達宗輿権令名で『学事奨励の達し』

(県布第六十九号)が布告された。それによると、「第二百十四号被仰出之旨モ有

之教育之義ハ身ヲ修メ智ヲ関キ才芸ヲ長スル学問ニ非ンハ能ハズ故ニ目今/急務ナ

ル遜ク学校ヲ設立シ題邑僻陳ニヨきル迄家ニ不学/子弟ナク各自学子智識ヲ拡充シ勉

テ進歩大成ヲ期スルニアリ云々」とある。これに伴い、 F家重量廃止につき遼J (県布

第二百三ト七号)が明治6年(1873)4月に出され、ここに藩学・郷学・寺子嵐・手

習所の終鳶を迎えることとなった。

しかしながら、明治6年 1月 r小学普及委託金上納につき逮~ (県布第百四十八

号)、明治6年3月『小学普及委託金取立中止の遼J (県布第二百六号)に見られる

如く財政的裏付のない中での学制と学校設置は、混乱の中での出発であち容易に学

制移行が行われたのではないことが改めて想像できるのである。さらに、明治7年

(1874)1月 F月謝取立につき遥J (県第十三号}明治7年4月 F授業料毎月取~'11.l: 章

程J (広島県報)が出されると共に、明治7年6月には再度、県参事白浜賓礼より各

区長宛に F小学私塾・小学家塾につき達J (県第九十九号)が出されるのである。

又、同年9月『小学資金毎戸寄付につき逮~ (県第百五十二号)が矢次ぎ早に出さ

れていく。こうした一連の県布告をつぶさにみてみると、近代学校教育制度の構築

は、資金の無い中での船出であり、巣民に多大な負担を強いる改革であったといえ

る。それ故、様々な課題を内包しつつ船出したことがわかる。

3.福山藩の場合(動向〕

(1)藩校の設置

誠之館は福山藩の藩校である。弘滋館整備後、誠之館となる。弘滋館i立、幕府民平

坂学問所(1630 91 1797)以降の最初の藩校で、阿部氏四代藩主正倫{明和6

(1769)藩主、天明7 (1787)老中)によって、天明六年(1786)福山西町西堀

端{西町二丁目)に建設。館名は、 F論語』衛霊公篇の「人能弘道、非道弘人也」か

らとる。武士を対象に儒者伊藤蘭腕(I727-1788)等による漢学中心の講義を行う。

同年6月23日「今度学問所御造営ニ付、近々講習相姶候閥、都中志有之輩ハ以家業

之余力出席m為勝手次第候、日上 弘道館J ~三谷家御用状控帳』
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こうした藩の方針を受け数年後には、農.:1:・商の庶民の為に溜所を設け聴講を許

す。但し、現状は町民はともかくも農村にあっては村役人の農民以外殆んどは読み書

ぎの能力はなかった。過重の労働に従事する多くの農民にとって初歩的な教育を受け

る余裕すらなかったのである。特に貧しい農民は、「夫婦辛苦シテ猶凍餓ヲ免レス、

故ニ自ノ前ノ事ノミ専トシテ、七ツ八ツノ子供ニモ牛馬ヲ飼ハセ、落葉ヲ掻セ、小使

ヒ子守ニ使ヒ終ニ教ヲナスコト能ハスJ~啓蒙所大意』の状況であった。弘道館建設

以後学問の主流は、自然と朱子学となっていくのではあるが、福山著書の場合、その中

心的な役割を担ったのが神辺の菅茶山である。しかし、藩校設立時より、再三の教授

要請を病弱その外の理由で固辞し、私塾{家豊富}の廉重量「黄葉夕陽村舎」の経営に力

を注いだ。後に藩に願い出て、郷塾となった。 F郷塾取立に関する書簡』広島藩の頼

春水{惟寛1746-1816)の影響と共に柴野栗山(邦彦/彦助1736-1807)・西山拙斎(正

1735-1798)と親交がその機縁となった結果であろう。菅茶山(1748-1828)・頼山

陽(褒/久太郎1780-1832)門下の門回朴斎(1798-1873)・江木鰐水(1811-1881)・

関藤藤陰(1808-1876)が;文教の中心となったことから、広島藩ほど学統の問題はな

かったようである。

老中筆頭七代藩主正弘(1819-57) (1843年老中、 45年老中首座、安政の改革

1854-60を行う)は、内憂外患の危機に対処できる文武焚励人材育成を企図し、安政

元年(1854)江戸丸山港邸内に、さらに福山凶町道三LI(霞町一丁目)に弘道館を

発展的に解消して誠之館を建設し翌年開館した。弘道館教育の改革である。それは又

所謂東西「誠之館」の建設である。正月開講日に正弘の直書「文武学校を設け家中の

子弟を教育する趣意は、乍二千三及も聖賢の教に;本っき、御先代様の思召を広め奉らんと

欲しての事也、j あるいは、「学問の事は心のほしゐま》ならさるやうに身を修るを第

一とすへし」と。館名は、 r中庸』の「誠者天之道也、誠之者人之道也」からとって

いるが、御三家水戸の弘道館(1841)に富か遠慮したのではないかと言われている

が真意の程は詳らかではない。漢学・国学・洋学・医学・数学・軍法・武芸などを謀

し、文武の教育にあたらせた。特に教育の成果を現実の支配強化に生かすべく『仕進

法J (成績によって A定額の石高・扶持米を支給}を儲け、文武考誌による人材登用

の途を開いた点が注目される。明治5年(1872)廃校になるまで、わずか19年間の

短きだったが、多くの人材を輩出したことは、ある種驚きでもある。

明治元年(1868)庶民の入学を許す。同二年(1869)分校、同三年(1870)普通学

科・女学校を設立し教育の普及に努める。同五年(1872)学制により廃校となる。

「目、皆成忠孝五倫之道、以保全父子君臨五倫之人也、況主政復古之時乎、古普盛

時王室学校聖学而己、J r大学校誠之飴』にみられるように幕末明治初頭にかけての学

制とりわけ人の行うべき聖学五倫の道は根本的に括るがなかったのである。

ところで、福山藩の水野時代(1619-1698)は山崎闇斎(嘉/敬義1618-82)学

派が中心で、安部時代(1710-1869)は堀川派伊藤仁斎(維槙1672-1705)の古学、
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さらには朱子学が主流となるが、広島藩と比べてみてもその学統の統一は幕末におけ

る誠之館建設以後であるからして、随分と越さの遠いをみせている。

私塾としては、後に藩の郷校、郷塾、神辺学問所とも言われた廉塾「黄葉夕陽村

合」最後日間に創設の成宜嵐{広瀬淡慾/簡/建17呂2~1856) と共に著名。茶山の想

いは、学種の育成とそれを絶やさないようにすることで、藩及び留のために有為なる

人材輩出を目論んだのである。「拙者元来此塾をたて候事、はしめの志一宇の塾をの

こし霞候ハ¥後米是を学種にいたし取統候事もやとのミニ御座候処J ~菅太中存寄

書』にみられるごとく、藩校誠之館・郷遺書島義塾も結果としては、弛緩しつつあった幕

務体制維持としての教学ではあったが、当時備後地方においても庶民のための学問必

要性の認識が芽生えつつあった事。人材育成の重要性、ひいてはその事を通して「学

種」を育てる事。それは、将来の藩・自らの生活基盤も成立するという未来永劫的な

考えの基に当時としては、珍しく学統問題も私塾経営に対しても寛容な気風があった

ようである。

こうしてみてくるとき、広島藩・福LlJ藩は境を接するにも拘らず学問の受容とその

後の展開は似て否なるものと言わざるを得ない。

{おその後の動向

①幕末

福山落は、福島、水野、奥平時代を経て阿部氏の治問(宝永7年(1710~明治2

年(1869))を考察していくことにする。特に自代藩主正寧の弟 7代落主正弘

(1819-57)は老中職にあって、列強の前になす術を知らない我が図の姿に深刻

な危機感を持っていた。ぞれ裁、務政において、文武奨励や人材育成策の実行を好

むと好まぎるとに関わらず新たな改革を余儀なくされたのである。又、天明6年

(1786)以来安政元年(1854)まで藩の教学を担った弘道館の改革も急務を要し

たのである。これが東西「誠之館」の建設である。正弘は「学問の事は心のほしい

ま〉ならさるやうに身を修るを第一とすへし」との目標の基、老中という激戦の中

藩校誠之館に儒学のみならず、洋学・国学・医学・数学・筆法を科目として置き、

「修己治人」を目指した藩校教育はある種充実期を迎え、明治期に多くの有用な人

材を輩出したのである。正弘をもってして名君と言わしめる理由がここにあるので

ある。誠之館は、明治5年(1872)をもって、その幕を閉じた。

②私塾

福山藩では、私書量の規制が無かったゆえ、医師・神宮・僧侶などによる教育が元

禄時代(1688~1704)の早くから行われていた。全岡的にみても早いといえるロ

私塾としての廉塾をみることにする。廉塾は、菅茶山の家塾(天明期(1781-

89)であり福山藩の郷塾{寛政8年(1796))として、神辺町に認可されてからは、神

辺学問所(郷塾・黄葉夕陽村舎}とも称された。茶山の私的家聖母から福山藩の郷豊島

への衣替えは、単に財政的理由のみならず、「学種J の永久的輩出の方法ーを考えた
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結巣であった。

又、寺子屋の普及も明和期(1764-72)以降明治初頭3年(1870)を境に衰退

し、消滅していくのである。明治新政府による明治5年(1872)の『学事奨励に関

する被仰出書J (太政官布告第二百十四号)による影響であろうことは、容易に推

察出来るのである。

③ 明治初期の動向

近代代明治の学制に先立ち、明治3年(1870) 医師窪田次郎(l835~1902) に

よる啓蒙所の発案である。士農工商貧富の差別無く無償で文学・数学の教育ができ

るようにしたいとの想いの中で実現に奔走した。かくして、同年2月5日深津県

(小田県)深津村に最初の啓蒙所が設立されたのである。しかし、目先の利に迷う

寺子屋・私書患の師匠による非難妨害が激しくなったが、啓蒙所の存続を願う人々の

尽力で事無きをえたようである。この啓蒙所はわずかI年後には、合計70カ所、通

学生2756人に達し、学制頒布当時には、 83ケ所、生徒5095人になっていた。これ

らのことは、近世江戸時代、武士による教育の独占から近代明治が国家有用な人材

育成の目的の為、つまり身分秩序を超えたところに封建教学とは比較にならない進

歩をもたらしたと捉えることができる。また、これを可能とした近世の庶民教育、

とりわけ菅茶山を始めとする教育的土壌、すなわち「学種」を培ってきた結果でも

あるといえる。

4.広島藩・福山藩における地域的特質

県西部に位置する外i様広島務は、西国街道の中央部に位置し、京都の朝廷とも適度

の距離感を持ち、草書校の朱子学統一にみられる気風、幕府の顔色を伺いながらの幕末

における行動規範は、時代の流れを感じつつも枠を越えた行動を慎み、現状の中で、

真面白に考えながら、現実を受け入れていく人間性を創出して来たと言える。

これに対して、県東部備後に位置する親藩福111務は、務校が朱子学に統一されるの

は幕末であり、著書主の外圧に対する危機感の中で、朱子学も取り入れながらも洋学に

も力を入れつつ現状に甘んじる事無く、進取の気風を育ててきたと言える。それは、

学問的教育風土であり、今もってその特質は確かに受け継がれて来ているといえる。

おわりに

以上で、広島藩・福山藩における近代教育への受容の論究は、一定の整理としたい。

残された課題は、地域的特質の為の詳細な史料の検討である。

また、西国街道に位置する長州萩藩や備州岡山藩の藩校・郷塾の検討である。その

上に立脚して、その路較検討と共に:再度広島藩・福山藩の地域的特質について再度考

えてみることにしたいと思う。
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又、都から速く離れた九州の玄関口に当る小倉薄・福岡藩についてもその動向を整

理しつつ、我が国の近代教育への受容と特質に迫っていきたいと考える。

端書

我が国の近代教育への歩みを考える事は、翻って現代教育の夜商している課題の解

決を導くことに他ならない。現在、地方分権・地方主権を真に模索する時教育システ

ムの見直しは避けて通れない課題でもある。

今後、我が闘が進むべき方向と厳しい社会構造変化に対応する有効な方策は突に教

育改革、とりわけ地域の教育改革や地域文化の継承・発展を見据えた教育制度改革こ

そ今求められているのである。

こうした意味において本研究が今後の地方教育改革に資する事を願い信じている次

第である。
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